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一章「もうやめようと思ってるんだ」




「あたし、もうやめようと思ってるんだ」

　それは、唐突と言うにはあまりにも唐突すぎる言葉だった。

　夏休みを終え、新学期が始まってから早一(ひと)月(つき)がたっていた。

　ようやく残暑もピークを終えて、ただ立っているだけで額(ひたい)や背中に汗がにじむなんてこともなくなった。あと少しもすれば秋風が身に染みるようになってくるんだろうが、今のところはまだ風も涼しいという表現が適当なほどで、一年の中でも一、二を争うほどに過ごしやすい季節の内のひとつだろう。

　そんな中、我らが高(たか)原(はら)学園高校は、気候とはまったく無関係の熱気に曝(さら)されていた。

　数週間後に学園祭を控え、その準備にいよいよ熱が入りだしていたのだ。

　我が二年三組も例外ではなく、放課後になった途端、ある者は交渉や宣伝のために学校中を走り回り、ある者は仕入れのために外に出、またある者は慣れない裁(さい)縫(ほう)仕事や大工仕事に精を出していた。

　うちのクラスの出し物は、学園祭では定番中の定番、『喫茶店』だった。

　もちろんただの喫茶店ではないのだが、実はどういう風にただではないのかという点については、クラス内でも統一された見解や認識がない。強いてあげるとするなら『なんだかよくわからないけどちょっと変わった喫茶店』というあたりが統一の認識だ。

　なんでそんなグダグダなことになっているのかと言えば、ちょっと込み入った……と言うよりは、不毛かつ馬鹿馬鹿しい話し合いの末のことだった。

　申請の関係で、飲食関係の模擬店にするか否かは事前に決定しておかねばならず、夏休み前に多数決によって喫茶店を出すというところまでは決まっていた。

　で、新学期になり学園祭が近くなったことで、何の変哲もない喫茶店ではわざわざ学園祭でやる意味もなく、やる方も来る客も面白くないだろうということで、何らかのテーマを決めようということになったのだ。

　真っ先に意見を述べたのは、我らが特攻隊長・若(わこ)生(う)だ。

　一点の曇りもない晴れ晴れとした笑顔で「裸エプロン喫茶！」と言ってのけ、一部男子からは勇者認定を受けつつも、女子からは人間失格の烙(らく)印(いん)を押され轟(ごう)沈(ちん)した。

　が、若生はそれで怯(ひる)むこともなく、「水着にエプロン」とか「体操着にエプロン。可能ならブルマを希望」とか懲りもせず言い続けるところに不屈の魂(たましい)を見た……わけではもちろんないのだが、よくもそこまで煩(ぼん)悩(のう)に素直になれるなと、ある意味感心してしまったのは確かだ。

　その後も若生の意見はことごとく却下されていったのだが、

「仕方ないなあ。そこまで言うなら、メイド喫茶で勘弁してやるよ」

　と、なぜか上から目線で言った時には、微妙な空気が流れたのをよく覚えている。

　何がどう微妙だったのかといえば、女子たちの何人かが「まあ、メイドくらいなら……」というような、納得しかける雰囲気を醸(かも)し出(だ)したのだ。

　いやいや、お前ら騙(だま)されてるぞ？　感覚が麻(ま)痺(ひ)してますよ？

　と思いはしたが、同時にこれが最初からの目的だったとしたら、若生もなかなかやるなと思ってしまった。

　クラスの女子たちも、せっかくの学園祭でありきたりな喫茶店ではつまらないと思っていたはずだ。コスプレじみたことを望んでいたかどうかはともかく、祭りの日に浴衣(ゆかた)や法被(はつぴ)を着る程度には、普段とは違った格好をしてもいいと思っていたヤツも多いだろう。

　若生が開口一番に「メイド」と言ったら即却下されていただろうが、「裸エプロン」に比べれば数倍マシなのは確かだ。きっと、「このあたりが妥協点なのか」と考えてしまったのだろう。

　もちろん、もう少し冷静でいた人間も多く、結局メイド喫茶も却下されたのだが、場の空気が変わったのを感じ取ったのか、そこですかさず六(ろく)村(むら)が「じゃあ、こういうのはどうかな？」と意見を出した。

「コスプレっていうんじゃないけど、少し変わった格好をするっていうのは？　例えば、民族衣装とかさ。それで、出すメニューもチャイとか中国茶とか外国っぽいものにすれば、どんな格好しててもバラバラなりに統一感もでるんじゃない？　多国籍っていうのかな」

　この意見が決定打だった。「民族衣装なんて持ってないし、簡単に用意できるものでもない」という反論も出たが、「浴衣だって立派な民族衣装でしょ」という再反論によって一応の決着を見せる形になった。

　かくして俺のクラスは、『多国籍（的な格好をする）喫茶』と銘(めい)打(う)ちつつ、その実、どんな衣装かは各人に一任するという、『なんだかよくわからないけど、ちょっと変わった（格好をする）喫茶』になったのである。

　こうして一応の方針が決まり、準備が本格的に始まった。

　幸い俺は店の設営の係に決まり、当日におかしな格好をせずともよさそうなのだが、その分、準備に忙しくなりそうだ。

　この日も俺は、慣れない大工仕事に精を出していた。

　当日に教室の入り口に出す予定の看板を作っているところだった。細長い木材をベニヤ板に打ち付けるだけの単純な作業だったが、この手の経験はあまり多くなかったし、過(あやま)って金(かな)槌(づち)で指を叩(たた)くなんてベタベタな失敗で笑いを取るつもりもさらさらなかった。

　だから、俺の集中力のほとんどはその作業の方に向いていて、誰かが隣にしゃがみ込んだ時も、喋(しやべ)り出すまでそれが誰なのかを意識さえしていなかった。

「あたしさ……」と口を開いたことで、それが伊(い)堂(どう)寺(じ)だということには気づいたが、その段階でも――いや、それに続いて「やめようと思ってる」と言った後でさえ、大して注意をはらったわけでもない。

「ふーん」と伊堂寺に生返事をしつつ俺が考えていたことと言ったら、なんかちょっと釘(くぎ)が曲がってるのが気になるなあとか、そんなことだった。

「やめるって……」

　伊堂寺は俺に話しかけてるんだろうとは思っていたので、一応の礼儀として会話を続けようと少しだけ意識をそちらへと向ける。

「ああ、今日の作業をってこと？」

　理由はわからないが今日のところは文化祭の準備を中止して、先に帰るとかそういうことを伝えに来たのだろうと、間抜けにも俺は勝手に想像し納得してしまっていた。

　俺の言葉を聞いた伊堂寺は、一瞬ぽかんとした表情を浮かべた後に俺を睨(にら)みつける。

「……何言ってんの？」

「何って……違うのか？」

「全っ然、違う」

「じゃあ、なんだよ。はっきりとは言い出しづらいことなのか？」

「ん……。まあ、それなりに覚悟はいることだと思うんだけど……」

「覚悟？　なんのことだ？」

　ここまで来てそのことに気づかなかった俺は、我ながら間抜けにもほどがあるとは思う。だが、そんな反応をしてしまうほど意外なこと――いや、意外どころか、俺にしてみれば《ありえないこと》だったのだ。

　伊堂寺はどうにも察しの悪い俺に呆(あき)れ果(は)てた様子で大きくため息をついてから、

「だからぁ、やめるって言うのはさ……《ゲーム》のことだよ」

「ああ。《ゲーム》を、ね……？」

　……？

　……は？

　ちょ、ちょっと待て。なんだ？　何を言った？　伊堂寺は何て言った？

　ようやく俺は伊堂寺の言葉の深刻さ――あるいは、異常さに気づき始めた。……始めたのだが、気づいた途端に俺の頭の中が真っ白になってしまった。

「な……!?　お、おま……お前、自分が何を言ってんのかわかってんのか？」

「わかってないのは節(せつ)のほうだと思うんだけど」

　目を見開き、口をぱくぱくさせるばかりの俺に業(ごう)を煮やしたのか、伊堂寺は「もっかいはっきりと言うけど」と、真剣な表情で俺を見据える。

「あたしは、節の婚約者選びの《ゲーム》からリタイアする。もちろん、婚約者候補もやめる」

《ゲーム》からリタイアする。婚約者候補もやめる。

　そこまで端的に聞かされたにもかかわらず、俺が伊堂寺の言葉を理解するまでにはしばらくの時間が必要だった。そして、どうにかその言葉を理解した俺ができたことといったら、とりあえず驚くことだけ。

「な、なんだっ……てぇっ！」

　俺の驚(きよう)愕(がく)の叫びは、次の瞬間には別の叫び声に変わっていた。

　情けないことに、振り下ろした金槌が見事に左手の指に直撃していたのだった。




＊




「すまんがもう一回、頼む」

「しょーがないなあ。あたし、伊堂寺依(い)已(い)子(こ)は遠(をん)々(どお)原(ばる)節の婚約者選びの《ゲーム》を辞退します。……これでいい？」

　あの後、俺は学祭の準備もそこそこに切り上げ、伊堂寺を連れて家の近くの喫茶店へ来ていた。

　伊堂寺の言葉にかなり混乱してしまったようで、我ながら情けないことに、かなりばたばたと慌てた姿を晒(さら)してしまったようなのだが、幸い学祭の準備などで他の婚約者候補たちも忙しくしており、俺と伊堂寺が連れ立って教室を出て行く姿を見られることがなかったのは助かった。これが普段なら、何事かと思われ――いや、思われなくとも、何人かは一緒についてこようとしただろう。

　混乱した頭のまま、特に何も考えず入った喫茶店だったが、思い返してみれば、俺は天(あ)海(まの)崎(さき)とも奥(おく)有(う)楽(ら)とも、二人きりでこの店に入ったことがあった。

　俺の頭の中で、この店は婚約者候補と《直接対決》する場所とインプットされてしまっているのかもしれない。

　そう言えば、前に一緒に来た二人はこの店では飲み物しか頼んでいなかった。天海崎に至ってはメニューを見ることもなくその時俺が飲んでいたものと同じものを頼んだのだが、伊堂寺はさんざん迷った挙(あげ)句(く)にケーキを三つも頼みやがった。

　それは単に性格的なものなのかもしれないが、天海崎や奥有楽に比べると、伊堂寺は明らかに緊張感のない、気楽な様子ではあった。

　あるいは伊堂寺にとっては、もう緊張する要因がない――言い換えれば、伊堂寺にとっては、《直接対決》は既に終わっているということなのかもしれない。

　確かに、伊堂寺は《ゲーム》のリタイアを宣言したのだから、もうすべて終わっていると言えば終わっている。

　しかし、俺の緊張はそれで解けるはずもなかった。

　もちろん、婚約者候補が自ら《ゲーム》をリタイアすると宣言する――それは俺にとっては願ってもない状況だといえるだろう。もう少し言うのならば、願ってもなさ過ぎる状況。幸運過ぎる状況だ。

　はっきりと言えば、幸運過ぎて――とてもではないが信用できない。

　思えば、この《ゲーム》が始まってしばらくした頃、同じような状況になった。天海崎が「もう意味がなくなった」とリタイアを宣言したのだ。あの時も俺は、彼女の言葉が噓(うそ)だとは思えなかったにもかかわらず、別の方向からのアプローチなのではないか、何らかの策なのではないか、という考えを捨てきることができなかった。

　事実、あれは天海崎が俺を絡めとろうとする罠(わな)の一環であり、俺は危うくそれに嵌(はま)りかけたわけで、今回の伊堂寺の言葉にしても、それに類することなのだろうと早くも疑ってしまっている部分もある。

　ただし――。

「……節ってさ、ホント疑(うたぐ)り深いよねえ」

　思考の淵(ふち)に沈みかけた俺の意識は、伊堂寺の呆れ返った声に引き戻された。

　伊堂寺が口にくわえたままのストローが言葉にあわせてピコピコ動き、ジュースの雫(しずく)が危うく俺の顔にかかりそうになる。

　たぶん、わざとだ。

「あたしの言うこと、全っ然信じてないでしょ」

「いや、そんなこともないぞ」

「ホントにぃ？」

　伊堂寺は表情と口調であからさまに俺を疑ってくるが、本当にそんなこともない。

　なにしろ、伊堂寺を初めとして、婚約者候補たちはみんな天海崎の一件のことを知っているのだ。失敗したとわかっている手段を、何の工夫もなくもう一度使ってくるようなことをするだろうかという疑問はあった。

「まあ、二割くらいは信じてるかな」

「たった二割かよ」

　不満げに伊堂寺は言うが、俺の置かれた状況からすれば、二割だって立派なもんじゃないだろうか。少なくとも、以前に天海崎から言われた時よりは信用している。

　ひとつには、言った相手が伊堂寺だったから、ということもある。なんと言うか、この《ゲーム》が始まった頃から、伊堂寺には熱心さがなかった。《ゲーム》開始当初から一番壁を感じさせなかったのも伊堂寺だったが、どちらかと言えばそれは学校の友人などに対する態度に見え、とてもではないが《心から俺を愛している》とは思えなかったのだ。ただ、あまりにも自然すぎるその様子が、逆に《俺を殺したいほど憎んでいる》ようにも見えず、むしろ伊堂寺こそが《正解》なんじゃないかと思ったことがあるほどだった。

「まあ、いいけどね。最初っから信じてもらえるとは思ってなかったから」

　伊堂寺は諦(あきら)めたようにそう告げ、腹立ちまぎれなのか、手元のチーズケーキに勢いよくフォークをつきたてた。

「信じる信じない以前に、ひとつはっきりとさせておきたいことがある」

　そう。これだけははっきりとさせておかなくてはならない。

「お前は、《不正解》……つまり、俺のことを憎んでるんだよな？」

　俺の直接的な問いに、ケーキを食べかけたままの姿勢で伊堂寺の動きがぴたりと止まった。しばらく待つこと数十秒、一時停止していたビデオを再生したように、伊堂寺は何事もなかったかのようにフォークを口にくわえた。

「んー、ひょうっひゃあひょうひゃんひゃけど」

「食い終わってから喋れ。つーか、喋るんなら、なんで今食べだしたんだ」

　小言をくらった子供のように（ようにというか、まさにそのままの状況だったが）、伊堂寺は少しムっとした様子でもぐもぐと無言で口を動かした。そして、

「節のことは好きだよ。普通に『付き合ってくれ』って言われたら多分オーケーするなあ」

　普通に、ね。

「そういう言い方するってことは、俺を愛してるってわけじゃないってことか」

「当たり前じゃん」

　リタイアを宣言したという気安さからか、伊堂寺はあっさりとそう言ってのけた。いや、なんとなくだが、伊堂寺ならリタイア宣言をしていなかったとしても同じような言い方をしそうな気もする。

「てゆーかさ、『愛してるか』って訊(き)かれて、『はい、愛してます』なんて言うやつのほうがおかしいと思わない？」

　……ああ。

　そうか。そうだったんだ。

　俺は今まで、五人の婚約者候補の中で、伊堂寺が浮いているような気がしていた。それは彼女の気安さから来るものであったし、不熱心さから来るものでもあった。そういった細々とした印象を統合して、《伊堂寺は変なヤツだな》と思っていたのは確かだ。

　それが思い違いであったことを俺はこの時に実感した。

　伊堂寺は――《普通》だったのだ。

《ゲーム》という《異常》な状況の中で、《普通》でいようとしたからこそ、逆に伊堂寺だけが異常であるかのように見えたのだ。

　むしろ俺や、他の婚約者候補たちのほうが異常で、伊堂寺こそが一般的かつ常識的な思考を保っている人物だったのだろう。

「まあ、あたしは《不正解》だよ」

　再びケーキをフォークでつつきながら、伊堂寺は核心的な言葉をなんてことのないように言う。

　この時点で、伊堂寺が俺を罠にはめようとしているのではないかという疑いは、俺の中でずいぶんと薄れていっていた。

　だが、もちろん油断は禁物だ。自分の《印象》だけで物事を結論づける危険性は、これまでに何度となく味わってきている。

「確か、伊堂寺は……叔(お)父(じ)さんを亡くしているんだったか？」

　聞く人によっては、俺のセリフはずいぶんと唐突な、会話の流れをぶった切るようなものに聞こえただろう。事実、伊堂寺さえも俺の質問の意図がわからなかったように、何度か目を瞬(しばたた)かせた。だが、それも一瞬のことで、冷笑とも苦笑ともつかない笑みを顔に浮かべながら頷(うなず)いた。

「そう。あと、お祖父(じい)ちゃんもだね」

　やはり、俺の意図はちゃんと伝わっていたようだ。

　さっきの俺のセリフを補足するのなら、「伊堂寺は、遠々原のせいで叔父さんを亡くしているんだったか？」ということになる。

　俺の知る限りでは、伊堂寺の叔父は小型電子部品メーカーを経営していたらしい。詳しい事情は割(かつ)愛(あい)するが、その会社が遠々原グループの悪質な妨害（というのは、資料を読んだ俺の感想であり、親(おや)爺(じ)などに言わせれば《正当な経営戦略》とでもなるのだろうが、伊堂寺の側からすれば当然俺と同じ印象を抱いただろう）を受けて、経営が立ち行かなくなり倒産した。そして、多額の負債を背負った経営者は、自らの命を代償にその補(ほ)塡(てん)をしたという、なんとも後味が悪すぎるオチまでついている。

　伊堂寺が付け加えた《お祖父ちゃん》というのはまた事情が別で、なんと――とわざわざ言うほど特別な話でもないが――遠々原の関連企業の社員だったのだ。その祖父の死因には労働法などを完全に無視した劣(れつ)悪(あく)な勤務体制があったようで、遺族たちが法的手段に訴えるまでしているのだが、一審で棄却、上告も却下されるという完全な敗訴で終わっている。

　おそらくは、そのことを恨(うら)みに思った伊堂寺の叔父が遠々原グループに刃向かうような形となり、それを邪魔に思った遠々原によって会社もろとも潰(つぶ)された――というような図式になるのだろう。

　そのあたりが、伊堂寺が俺を憎む理由なのだろうと思っていたのだが――。

「でもまあ、あたしが節を恨む理由はないよ」

「そうか？」

　親類を二人も遠々原のせいで亡くしているのだ。そりゃあ、俺にしてみればとばっちりに近いものなんだが、恨んでいると言われたとしたら、俺の口から「そんなはずはない」とは言いづらい。

「だってさ、叔父さんが死んだのだってあたしが物心つくかつかないかの頃だし、お祖父ちゃんに至っては生まれる前だよ？　憎めと言われる方が無茶苦茶だよ」

「……そういうもんかな」

　まあ、そんなものかもしれない。

　俺自身、遠々原のせいで実の両親や妹を亡くしているのだが、それも十年も前の話で、俺には両親や妹の記憶は極めて乏(とぼ)しい。だから、というわけでもないのだが、正直なところ、そのことで遠々原や親爺に対する憎しみはあまりわいてこない。むしろ、両親の死後に世話になった児童養護施設の梅(うめ)ヶ(が)谷(たに)学園を遠々原が潰した一件の方がよほど憎らしく感じているくらいだ。もっとも、それは俺が遠々原家の一員になってから起きた事件であり、当時既に《遠々原》であった俺が、憎いだの腹立たしいだのと言えた立場ではないとも思っているのだが……。

「じゃあ、そもそもなんで伊堂寺は《ゲーム》に参加なんてしたんだ？」

　婚約者候補たちにしてみれば、この《ゲーム》はひどく胸糞の悪いものだろう。それでも、それ以上に求めるもの（端的に言えば《遠々原の破滅》）があるからこそ、その感情を押し殺しているのだと俺は思っていた。だが、そういった欲求が伊堂寺にないのだとしたら、なぜこんな《ゲーム》に参加したのだろうか。

「んー……まあ、ひとつは親だよね」

「親？」

「あたしには遠々原を恨む理由はないし、お祖父ちゃんや叔父さんの話を聞いても『へえ、そんなことがあったんだ』とか、せいぜい『遠々原ってのは悪いんだなあ』の一言で済ませられる問題だけどさ、自分の親とか兄弟とかを殺されたあたしの親にしてみればそういうわけにはいかないってこと」

　ああ。まあ、それはわかる。伊堂寺はともかくとしても、その親にしてみれば怨(うら)み骨(こつ)髄(ずい)といったところなのだろう。言い方は悪いが、目の前に《遠々原の破滅》というエサがぶら下がったのなら、それに飛びつかない理由はない。

　それはわかる……が。

「じゃあ、親に言われたからって理由だけで、よく知りもしない男の婚約者候補になることを承諾したのか？」

　当事者である俺が言えた義理ではないが、そんな立場になってしまえば、何をされてもおかしくはなかっただろうに。

　伊堂寺はあまり物事を深く考えない性格なのだろうかと思うことも多々あったが、まさかここまでとは……。

「基本的にはね。一応、節にも興味はあったよ」

「一応って……お前な」

　まあ、伊堂寺に限らず婚約者候補たちの俺個人に対する関心なんてそんなもんだろうと思ってはいたが、面と向かってはっきり言われるとさすがにちょっとヘコむぞ。

「それに、本当に節と結婚することになれば、いわゆる《玉(たま)の輿(こし)》ってヤツでしょ？　それはそれでちょっと心惹(ひ)かれるものもあったし」

「《玉の輿》と言うか、俺と結婚ってことになれば、遠々原の財産はお前のものになるんだけどな」

「あ、そっか。そう言えばそうだったね」

　伊堂寺はあっけらかんとした口調で、「あはは」なんて笑いだしやがる。

　そうだったね、じゃねえだろ。それこそがこの《ゲーム》の骨子であって、婚約者候補や果てはその周囲にいる人物すべてが望むものなんだろうに。

　緊張を解くのはまだ早いと頭ではわかっているんだが、伊堂寺と話をしていると婚約者候補を疑いの目で見る自分の行為が、ひどく空回りした馬鹿馬鹿しいものに思えてきてしまう。

「それに、結婚すればさ……」

　突然、伊堂寺は目を伏せ、それまでの様子が噓だったかのように――普段の彼女からも考えられないほど、沈み落ち込んだ声を出した。

「結婚すれば、家を出られるでしょ」

「……出たいのか？」

　俺の問いかけに対して、伊堂寺は小さく、だがはっきりとうなずいた。

「親が、ね」

「嫌い……か？」

　さすがの伊堂寺も自分の口からはっきりと言ってしまうのには抵抗があったのだろう。だが、

「嫌いたくは……ないんだけどね」

　と、言いづらそうに口ごもるその様子から、彼女の真意は察することができた。

　まあ、理由は想像できなくもない。遠々原に恨みを持ち、その復(ふく)讐(しゆう)のためとはいえ、見ず知らずの男に娘を差し出すような真似をしているのだ。自分ができないことを子供に託そうと思うのは、親としてはおかしな話でもないのだろうが、それにしてもこんな異常な《ゲーム》にほいほい乗ってくるあたり、どこか歪(ゆが)んでいる。

　伊堂寺の親が娘のことを想(おも)っていないなどとは考えたくはないが、子供の気持ちを察する余裕をなくしてしまっているのではないだろうか。

　俺のそんな考えを肯定するかのように、伊堂寺は自(じ)嘲(ちよう)ぎみに苦笑を浮かべる。

「あたしさ、小っちゃい頃からずーっと遠々原の悪口を聞かされて育ったんだよね。遠々原を憎むように育てられたって言うかさ。遠々原の商品を買ったからって、殴られたこともあったっけ」

「マジか。こう言っちゃなんだが、関連企業とか子会社とかまで含めれば、《遠々原》を完全に避けて生活するのはそれなりに大変だぞ」

　呆れたように俺が言うと、伊堂寺は「そうそう」とそれまでの調子が少し戻ってきたように笑った。

「結構大変だったよー。中学ん時の部活で遠征したことがあったんだけど、その時もあたし一人電車が使えなくってさ」

「あー。まあ確かに鉄道会社も持ってるしな」

　なんと言うか、聞きしに勝る憎みっぷりとでも言えばいいんだろうか。ある意味では首尾一貫、立派なものと言える……のか？

　しかし、憎しみを抱いている当人はそれでもいいのだろうが、周囲の人間にまでそれを強要するのはどうだろうか。

「なんかもう、遠々原ってより、親の方を恨んだり憎んだりしそうだったよ」

　はははと、軽く笑いながらの言葉ではあったが、冗談だと思うには伊堂寺の笑みは乾きすぎていた。

　つまりそれが、伊堂寺が《ゲーム》への参加を承諾した最大の理由なのだろう。伊堂寺は親を憎みたくなんてなかった。だが、遠々原へ徹底した憎しみを向け、それを自分にまで要求してくる親を見るうちに、いつか親を憎むようにさえなってしまうのではないかと恐れたのだろう。

　漠然とではあるものの、伊堂寺の内心を察することはできたが、そうなれば余計に疑問に思いたくなることもある。

　なんで自分から《ゲーム》を辞退するなんて言い出したのか？

　例えば、俺が伊堂寺を選ぶようなことになれば、望み通り遠々原は破滅し、伊堂寺自身も親の復讐心に振り回されるようなことはなくなる。少なくとも《ゲーム》開始時においてはそれが伊堂寺の一番のモチベーションだっただろう。この数か月で自分には勝ち目がないと諦めたのだとしても、《ゲーム》に参加している限りは親元から離れていられるのだから自らリタイアする理由はない。

　むしろ親の思い通りにはなりたくないという反抗心からか――とも考えたが、見る限り伊堂寺にはそんな風に自(や)棄(け)にでもなったような様子はなかった。むしろ、熟考を重ねた末での結論というように見えるほどだ。

　とすれば、この《リタイア宣言》は、宣言してそれで終わりというわけじゃないだろう。

「それで、何が望みなんだ？」

「あ。やっぱりわかる？」

「当たり前だろ。お前が何の目的も要求もなく、ただ単に《ゲーム》をリタイアするようなヤツなら俺はこんなに苦労してない」

　あと、親爺が婚約者候補に選ぶはずもない。

「ああ、そうかもね。いや、実はさ、《ゲーム》が終わった後の話なんだけど……」

「《ゲーム》が終わった後？　そりゃまた随分と気の早い話だな」

「だって、天海崎ちゃんと奥有楽ちゃんが《不正解》だってのはわかってるんでしょ？　で、あたしがリタイアすればあと残りは二人じゃん。《ゲーム》が終わるのもそう先のことじゃないと思うけど」

「お、おお……そうか」

　言われてみればその通りだ。本来、脱落者であるはずの天海崎も奥有楽も、まったく脱落したような素振りを見せないもんだから、つい人数が減っていないような錯覚をおぼえてしまっていたが、確かに《ゲーム》のクリアも現実的なものになってきたんじゃないだろうか。

　そう思うと、なんかちょっと感動だ。いやあ、いろいろと苦労した甲(か)斐(い)があった。

　などと考えていたら、つい顔に出てしまっていたようだ。

「ちょっと。いきなりニヤニヤしないでよ。気持ち悪いなあ」

「おっと。悪い」

　いかんいかん。まだ決着がついたわけでもないのに今からこんな風に緩(ゆる)んでいたら最後の最後で躓(つまず)くことになりかねない。躓いたが最後、二度と起き上がることはできないのだろうから、気を引き締めねば。

「それでさ、話は元に戻るけど、《ゲーム》が終わった後……」

　伊堂寺は探るような上目使いでちらりと俺を見る。

「あたしが遠々原家にいられるようにしてくれないかな？」

「……は？」

　一体、どんな要求をされるものかと身構えていた俺だったが、予想とはだいぶ異なるその言葉に思わず間の抜けた反応をしてしまった。それを、俺が聞き漏らしたか理解できなかったとでも思ったのか、伊堂寺は少し苛(いら)立(だ)った口調で同じことを繰り返す。

「だからあ、あたしが婚約者候補じゃなくなっても家に帰らないで済むようにして欲しいってこと」

「いや、それはわかったけど……」

「……無理？」

　俺が口ごもってしまったことで不安になったのか、伊堂寺は恐る恐るといった様子で問いかけてきた。

「無理とかそういうことじゃなくてだな……」

　無理か無理じゃないかということならば、無理じゃない。伊堂寺一人を住まわせるくらい遠々原家にとってはなんでもないことだ。むしろ問題は――。

「俺や家がどうこうというより、お前と親(おや)御(ご)さんの問題じゃないのか？」

　話を聞く限り、伊堂寺の親がそんなことを許すとは思えなかった。おそらく、今、伊堂寺が遠々原家に世話になっていることだけでも、彼女の親は相当腸(はらわた)が煮えくり返っているんじゃなかろうか。それでも、遠々原を破滅させられる可能性のある《ゲーム》のためならばと我慢をしているのだろうし。

「まあ、そうなんだけど……」

　そりゃあ、伊堂寺の気持ちはわからないでもない。親から恨みごとを聞かされ続ける生活を十数年続け、ここでようやくそれから解放されたのだ。今の生活をもう少し続けていたいと考えてしまうのはわかるが……。

「それに、それは根本的な解決にはならないだろ」

　伊堂寺の家を出たいという気持ちは、親が嫌いという感情から出ているものではない。むしろ、自分でも言っていたように、嫌いになりたくないという感情からのものだ。その手段のために、なおさら親との仲がこじれてしまうようでは本末転倒もいいところだろう。

「お前が親と縁(えん)を切りたいってなら話は別だけどな。そうじゃないんだろう？」

　これでも一応、伊堂寺のためを思って言っていたのだが、当の伊堂寺からは「う～」と、まるで子犬が威(い)嚇(かく)してくるように睨まれてしまった。

「そんなポンポン正論ぶつけてこなくたっていいじゃない。あたしだって、これが逃避だってことくらいわかってんだからさー」

　言うなり伊堂寺はテーブルに突っ伏してしまった。泣いているわけではないだろうが、落ち込んでしまったのは本当だろう。問題の大半は伊堂寺の方にあるとはいえ、やはり少し居心地が悪い。

　やれやれ。まいったな……。

　正直言って、ここで伊堂寺の要求を拒絶するのは簡単だ。俺にしてみればほぼリスクもない。なにしろ、伊堂寺の方は既に切り札を切ってきてしまっているのだ。俺にとって重要なのは、伊堂寺が《ゲーム》の《正解》か否かだけだ。その部分について結論が出ている以上、俺から伊堂寺に対して譲歩する必要はまったくない。ないんだが……やっぱり寝覚めがよくないというか、後味が悪いというか。こんなことを口にすれば、睦(む)月(つき)あたりにはまた『お人よしぶってる』とか言われるんだろうが。

「ま、何とかしてみてもいいぞ」

　俺がそう口にすると、「ホントっ!?」と言うなり伊堂寺が顔を上げ、やたらとキラキラした瞳で俺を見る。……あんまり期待されても困るんだけどなあ。

「お前が住む場所を用意するだけなら、だけどな。親御さんとの関係については、俺はどうこうできんぞ？」

「オッケオッケ。全然オッケー！　そのへんは自分でなんとかするからさ」

　伊堂寺は気楽な調子でそう言ってくるが……正直、全然信用できん。だって、《自分でなんとか》できなかったから、こんな要求をしてくるんだろ？

　まあそれも、最悪、俺が悪役になれば済む問題かもしれない。伊堂寺の両親には、既にこれ以上ないほど憎まれているんだろうしな。

　むしろ問題は――。

「一応言っておくけど、俺が《ゲーム》に勝ったら、の話だぞ？」

　負ければ、俺自身が住むところを失うのだから、伊堂寺の世話なんてできるはずもない。その場合俺は、住むところを失う程度で済めば御(おん)の字(じ)なくらいだ。

「えっ？　あ、ああ……そうか。そうだね」

　伊堂寺は、考えてもみなかったとでもいう風なぽかんとした表情で俺を見るが、すぐににっこり笑ったかと思うと、

「ま、節なら大丈夫でしょ。ほら、あともう二人だし」

「簡単に言ってくれるな……」

　俺を信用しているということなのかもしれないが、そうもあっけらかんと言われると、なんだか逆に腹が立つぞ。

「むしろさあ、《正解》がわかっちゃっても、あんまり早く決着つけないようにしてよ」

「はあっ!?」

　いきなり何を言い出しやがるんだ、コイツ。

「だって、《ゲーム》が終わっちゃうと、みんなお屋敷からいなくなっちゃうでしょ？」

「そりゃあそうだろう」

「あたし、今の生活好きだし、長く続いてくれたらいいなーって思ってんだよね」

　俺は今の生活がさっさと終わってくれたらいいなーと思っているともさ。

「《ゲーム》が終わった後も、みんなであそこで暮らすって無理かなあ？」

「まず間違いなく無理だ」

「そーかなあ。たぶんみんな、今の生活を結構気に入ってると思うけど」

「それとこれとは話が別だろ。仮に『残ってくれ』と頼んだとして、承諾しそうなのは天海崎くらいだろうな」

　他の三人と違って、天海崎は住む家がないような状態だ。一つの可能性として、天海崎も伊堂寺と同じような要求をしてくることもあるかもしれないが――。

「それに、今の生活を本当に気に入っているかどうかはわからんだろ」

　むしろ、やむにやまれずとか、嫌々ながらとか言われた方が、俺は納得できるくらいだ。

「うーん。そうなのかなあ……確かに、みんな本心を明かそうとしないようなところあるけどね」

「それはお前だって同じだろ？」

「ええ？　あたしはまんまだけど？」

「あんまりにもまんま過ぎるから、逆に疑わしくなるんだよ」

「それは単に、節の性格が悪いからそう見えるんじゃないのー？」

「あのな……」

　からかい半分の伊堂寺の言葉に、俺は憮(ぶ)然(ぜん)とした声をあげたが、まるで見当はずれでもないところが我ながら嫌になる。

「それにしてもおかしなもんだよな」

「……？　何が？」

「お前たちの仲が悪そうに見えないことがだよ」

　もちろん《ゲーム》の性質上、婚約者候補たちが俺に悪印象をもたれないように周囲にも気を遣(つか)っているということもあるのだろうが、それを考慮したとしても婚約者候補同士の間でトラブルめいたことがほとんど起こらないのは不思議だ。

「あー、確かにあたしたちって節の婚約者候補ってことになってるし？　言ってみれば恋(こい)敵(がたき)ってやつだし？　それにしては修(しゆ)羅(ら)場(ば)成分が足りないよねー」

　そんな成分はいらない。心底いらない。

　が、まあ大意としてはそういうことだ。もうちょっと摩擦や衝突があってしかるべきもんじゃないだろうか。

「でも、それって節のせいだと思うよ？」

「は？　俺？」

「なんて言うのかな、節が誰かを選ぶような気がまったくしないんだよね。もちろん、あたしを含めての話だけどさ。だからわざわざ足を引っ張る必要もないってゆーか」

「はあ……」

「むしろ、おんなじ男に捨てられた者同士の連帯感みたいなものがあるってゆーか」

「はあ!?」

　いやいやいや、待て待て待て。一体、いつ誰が何を捨てた。

「そうは言うが、俺はもう既に二回も誰かを選びかけてるんだぞ？」

　俺の反論にも、伊堂寺は「んー？」と納得のいかない顔で唇を歪ませた。

「それは知ってるけど……でも、天海崎ちゃんの時は、選びかけたわけじゃなくって、選ぶフリをしただけだし、奥有楽ちゃんなんてそれこそ節に捨てられてんじゃん」

「なっ!?　べ、別に捨ててなんて……」

　ない。

　……ないはずだ。

　…………ないと思いたい。

　思わず口ごもってしまった俺を見て、伊堂寺は「それ見たことか」と言わんばかりにニヤリと笑った。

「そういうわけで、あたしたちは疵(きず)を舐(な)めあう悲しい間柄なのです」

　そんなことを言い出して、これ見よがしに「よよよ」と泣き真似までしてみせる。なんてヤツだ。

「まあでも、あたしはこれでちっとは気が楽になるかな」

「まるで今までは気が楽じゃなかったような口ぶりだな」

　腹立ちまぎれに皮肉が口をついてしまったが、伊堂寺の言葉は思いの外本心からのものだったようだ。

「楽なわけないでしょう。住む場所も学校も生活もいきなりガラっと変えられてさ。その上、周りは敵だらけ。特にあたしは《不正解》だったから、ずーっと噓をつき続けてなきゃいけなかったわけだしさ」

「あ……ああ、そりゃそうだよな。……悪い」

　不機嫌そうに吐き捨てる伊堂寺に、俺は素直に謝罪した。伊堂寺の言う通りだ。俺だってこの《ゲーム》で色々としんどい目に遭ってはいるが、少なくとも俺は引っ越しも転校もしてないし、気心の知れた睦月もいる。彼女たちの苦労は俺の比じゃないだろう。

「いや、別にいいんだけどさ……」

　似合わない愚(ぐ)痴(ち)を吐いたという自覚でもあったのか、俺の謝罪に対して伊堂寺は照れくさそうに笑みを浮かべた。

「それに、本当に大変だったのは最初の内だけだったしね。最近はそうでもなかったよ。わりとみんな仲良いし……そうそう、お茶会とかしてるし」

「お茶会？」

「うん。学校から帰った後とか、寝る前にちょっととか。みんなで集まってお菓子食べながら少し喋るとかその程度だけど、割と楽しいよ」

「へえ。そんなことしてたのか」

　婚約者候補同士、相手を牽(けん)制(せい)する意味合いもあるのかもしれないが、それだけでもないのだろう。そういうギスギスした空気というのは、如実に伝わるものだ。伊堂寺が「割と楽しい」と言うのなら、他の婚約者候補も本当の目的はともかくとしても、そのお茶会とやらを楽しんでいる部分はあるはずだ。

「そういう時でもね、見てて思うんだけど、やっぱり天海崎ちゃんとか奥有楽ちゃんとかの方が、なんか気楽そうなんだよね」

《ゲーム》を脱落したヤツの方が気楽そう――か。確かに、自分が《不正解》であると判明してしまっているヤツの方が、無理に自分を偽る必要もないだろうし、そういうことはあるだろうな。

「それでか？」

　天海崎と奥有楽のことを羨(うらや)ましそうに語る伊堂寺を見ていたら、ついそんな言葉が俺の口をついていた。

「……え？」

「伊堂寺が《ゲーム》をリタイアした理由だよ。二人を見てて羨ましくなったってことじゃないのか？」

　自分の要求を通すための交渉の材料ということだったのかもしれないが、そう考えるにしては口にするタイミングがおかしいのが気にはなっていた。

　伊堂寺は交渉の段階に入る前に自分が《不正解》であるという《切り札》を切ってしまっている。さっきも考えた通り、俺はその時点で必要なものを得られていたのだから、伊堂寺の要求を飲む必要はまったくない。交渉の方法としては、あまりにも軽率だ。

　だが、この異常な《ゲーム》から逃げ出すことのほうが伊堂寺にとって重要だったのなら、彼女の性格からしても、真っ先に《ゲーム》のリタイアを宣言してしまったというのはわかる気がする。

「そういうわけじゃないけど……」

「けど？」

「みんなと話してる内に、自分からリタイアしようかなっとは思ったんだよね。『自分の目的が達成されるなら、《ゲーム》の勝敗にこだわる必要はないんじゃないか』みたいな話が出てさ」

　……ん？

　なんだって？　何かちょっときな臭いことになってないか？

　頭をよぎった嫌な考えに、一瞬俺は戦(せん)慄(りつ)したが、伊堂寺は俺の様子には気づかなかったようで、自分の考えをまとめながらなのか、ゆっくりと言葉を続ける。

「それで、あたしの目的ってなんなのかなーって思ってね。別に遠々原を破滅させたいほど憎いわけじゃないし、節のこともいきなり結婚したいって思えるほど好きなわけでもないし」

　今までさんざんベタベタしようとしてきたくせに、ずいぶんあっさりと「好きなわけでもない」とか言うなあ、と思わないでもなかったが、何の気負いもなく言ったのはそれが伊堂寺の本心からの言葉だったからだろう。そして俺は、その言葉を聞いて、なんだか安心してしまった。

「それで出た結論が家出か」

　俺は伊堂寺の言葉に続けて、思わず呟(つぶや)いてしまった。実際、どう取り繕おうと、伊堂寺が俺に要求し、やろうとしていることはそれに類することだ。伊堂寺にもやはり自覚はあったのか、「うっ……」と口ごもってしまったが、直後、半眼になって俺を睨みつけてくる。

「節ってさ、ホンっト性格悪いよね」

「根が正直者なんでな」

　と俺が言うと、伊堂寺は盛大に顔を歪ませた。その表情はなによりも雄(ゆう)弁(べん)に「どの口でそんな白々しいセリフを言うんだ」と言っている。まあ、それは俺自身が誰よりも自覚していることなので、反論の余地はないのだが。

　伊堂寺はそのまましばらく無言で俺のことを睨みつけていたが、やがて唐突に「ぷっ」と吹き出した。俺もついつられて、笑い出してしまった。

「いや、悪い悪い。別に貶(けな)すつもりも馬鹿にするつもりもないんだけどな」

　そもそも、家出自体が伊堂寺の目的というわけでもないだろう。本当の目的は「両親との仲をこれ以上こじらせたくない」といった辺りなのだろうが、遠々原家に居候するというのはよりこじれる結果にもなりかねず、本末転倒な気もする。伊堂寺だって、その程度のこと考えてないわけではないだろうし、だから、より正確に言うのなら、「親のことをこれ以上嫌いにならないようにしたい」というところかもしれない。

「そもそも俺は、逃避には割と肯定的だぞ」

　もちろん全肯定するわけではないが、何か問題に直面した時、逃避する手段と場所があるのならば選択肢のひとつになり得るのは間違いない。ただ、問題になるのは、一度逃避を始めると、大抵の場合でより厄介な問題を解決するか、最後まで逃げ切るかのどちらかしか最終的な選択肢がなくなることだろう。

　伊堂寺の逃避も間違いなくその類だと思うのだが、本人が逃避だと自覚しているのなら、俺が口出しするようなことでもない。

「だから、まあ……住む場所くらいならどうにかするさ」

「ほんと助かるよ。遠々原家にいられるようになったら、あたしでできることはなんでもするからさ。……あ。そうだ、睦月ちゃんみたくメイドってことにしてくれてもいいよ？」

「メイド？　伊堂寺が？」

　似合わんなあ……。

「……今、似合わないとか思ったでしょ」

　すいません、思いました。

「いや、まあ、睦月だって似合っているかって言ったら似合ってないだろうし、そんなもんじゃないか？」

「そういや、睦月ちゃんがメイドっぽいことしてるところ、あんま見たことないなあ」

　おいおい、言われちゃってるぞ、睦月。

　普段、睦月からからかわれっぱなしで、メイドらしいことをあまりしてもらった覚えのない俺としては、「言わんこっちゃない」とか「ざまあ」とか思う部分もあるのだが、幼(おさな)馴(な)染(じみ)の誼(よし)みで不当な評価は正しておいてやるべきだろう。

「実は、あれでそれっぽいことも結構してるんだよ」

「そうなの？」

　そうなのだ。掃除や洗濯、食事の支度、そういった諸々のことには、それを専門でやっている人たちがいるのだが、家の広さも住んでいる人数も生(なま)半(なか)ではない遠々原家の場合それなりに人手もいる。だから睦月も、そういった人たちを手伝い、相応に忙しく働いていたりする。

　その合間、合間に俺のところに来ては、ひとしきりからかっていくんだから、精力的というかなんというか……まあ、単にストレス解消なのかもしれんが。

「ふーん。じゃあ、あたしも睦月ちゃんと同じように扱ってもらって構わないから」

　と伊堂寺は気楽に言うが、どうだろうか？

　使用人の人たちにしてみれば、俺は雇い主の身内ではあるわけだが、直接仕事に関与しているわけではない。親爺ならばともかく、俺が簡単に決めていいことでもないような気はする。

　俺が少し考え込んでしまっていると、不意に伊堂寺が何かに気づいたかのように「あっ」と声を上げた。

「ご、ごめん、ちょっと待った。今のなし」

　俺と同じようなことを考えた……わけではないようだ。

　首を竦(すく)め小さくなった伊堂寺は、妙に赤い顔をしながら顔の前で手をぶんぶん振っていた。

「どうした？」

「いや、だ、だって……さ、まだ、心の準備ができないって言うか……」

「心の準備？」

　ああ……まあ、メイドにってことになれば就職ってことになるかもしれないし、睦月のようにってことは学校だってやめなきゃならないかもしれない。それなりに覚悟も心の準備も必要か。

　などと真面目に考えていた俺が馬鹿だったのか。伊堂寺の言葉は俺の想像のナナメ上――どころか、遙(はる)か彼方(かなた)、成層圏の上をいくものだった。

「ほら、あの……ま、まだ、節の愛人になる覚悟はできないっていうか……」
















　――!?

「そ――！」

「そ？」

「そんな覚悟はいらん！　するな！」

　しないでくれ、お願いだから。

「と言うか、そもそも俺と睦月は全然まったく何一つそんな関係じゃないぞ」

「そうなの……？」

「そうですとも」

　力強く返答したのに、あからさまに疑わしげな視線を向けられてしまった。なぜだ。

「でもさあ、節だってそういうのに興味がないわけじゃないんでしょ？」

「少なくとも、愛人を作ることには興味はない」

　きっぱりと断言してやった。

　そりゃあ、俺だって男だ。それ相応に性欲はある。だが、それとこれとはまったく別の話だ。

「なんで？　だって男子ってエロいことばっか考えてんじゃん」

　偏見だ。と言いたいところだが、悪友たちを見ているとそうとも言えないような気がしてしまうのが辛(つら)いところだ。おのれ若生め。明日、学校に行ったらとりあえず一発殴ろう。

「なんでって……そんなことしたら《弱み》になるからだよ」

「弱み？」

「テレビのニュースとか見ればわかるだろ。政治家とか芸能人とかが、愛人だ不倫だでさんざん騒がれて叩かれるだろう。それは有名人だからってわけじゃない。社会的に、そういうことをしているヤツは叩いていいってことになってるからだ。だから、そういう存在を持つってことは、弱点を抱えるってことに他ならない」

　そんなリスクを抱えてまで一瞬の情欲に身を任せる気にはなれないってことだ。

「バレなきゃいいんじゃないの？」

　短絡的なセリフを言ってくる伊堂寺を、思わず鼻で笑ってしまった。

「《バレなきゃいい事実》が存在していること自体が既に弱みだろうが」

「でも、節は結婚してるわけでもないんだしさ、恋人がいるくらい普通じゃない？」

「恋人がいるだけならな」

　意図的に要点を言わなかったが、伊堂寺は俺の言いたいことがちゃんとわかったらしい。わずかに頰(ほお)を染めながら、

「いや、まあ、その……社会的とかそういうことだと、ちょっと早いのかもしれないけどさ、恋人同士なら別におかしくないでしょ」

　伊堂寺の言うこともわかる。それほどおかしなことを言っているわけでもない。一般論としては。

　俺は小さくため息をついてから、こう言った。

「……あのな、俺は遠々原節だ」

「知ってるよ？」

　伊堂寺は何を当たり前のことを言っているんだと言いたげな、きょとんとした顔をするが、俺の言葉の本当の意味をわかっていない。

「俺が遠々原家の子供である以上、『好きな人ができたから結婚したい』なんて言葉が通用するとは思ってない。事実、このまま何事もなかったとしたら、俺は婚約者候補の内の誰かと結婚することになるだろう。五人の中から選べると言えばまだマシなように聞こえるが、その内四人が《不正解》なんだから、選択の余地はないみたいなものだ。そんな結婚を強要されることがわかってるのに恋愛なんかしてどうする」

　恋愛だけならいい。結婚後、過去に恋人がいたという事実だけならばともかく、その恋人と肉体関係を持っていたことが発覚したとしたら、それは俺の弱みとなりうる。

「だから、俺には愛人なんていないし、持ちたいとも思わない。それが誰であろうとな」

　俺がきっぱりと断言すると、「ふうん」と伊堂寺は納得と感心と若干の呆れを含んだ声を出した。

「案外、いろいろ考えてんだ」

「いろいろなんてもんじゃないさ」

　自分でも自覚はあるのだが、俺はどうも余計なことまで考えすぎる。余計なことを考えすぎて、大事な部分に考えが至らないなんてことまであるのだから、これははっきり言って悪(あく)癖(へき)なのだろうとは思う。

　だが、悪癖だろうと癖(くせ)は癖。わかっていてもなかなか抜けないものだ。だから、俺がずっと気にかかっていることも、その悪癖のせいなのだろう。

　だろうとは思うのだが……。

「ところでな、さっき『《ゲーム》の勝敗にこだわる必要はない』って、誰かに言われたみたいな話をしてただろ？　それって、誰に言われたんだ？」

「えっ？」

　唐突に話題を変えられて戸惑った様子の伊堂寺は、「えーと」と言いながら、自分の記憶を反(はん)芻(すう)し始めた。

「……ああ、そうそう。天海崎ちゃんだよ」

　天海崎か……それならまだ……。

「でもね、別にあたしに言ったわけじゃないよ？　なんていうか、こう……話の流れの中で感想を呟いたみたいな感じだったかな」

　……。

　やはりどうにも気持ち悪い。何か嫌な予感がする。

「伊堂寺。ひとつ頼みがある」

　俺は身を乗り出すようにしながら強い口調で言い、そしてその後、伊堂寺とひとつの約束をした。










二章「あなたが……遠々原節が憎い」




「ほう？　君もなかなかやるもんだね」

　家に戻り伊(い)堂(どう)寺(じ)との話の内容を聞かせると、睦(む)月(つき)は開口一番にそんなことを言い出した。

「向こうから言ってきただけだ。俺が何かをしたわけじゃない」

「いやいや。むしろ相手に言わせたっていうのが重要なんじゃあないか」

「そうか？」

　まあ……そうなのかもしれない。

　と、俺が納得しかけたのも束(つか)の間(ま)、睦月はニヤリと意地が悪そうに笑みを浮かべた。

「これで君のウハウハ☆ハーレム計画もまた一歩進んだというわけだ。やるじゃあないか」

「そんな計画のことは知らん」

　俺の言葉は紛れもない事実で、否定や反論の余地は何ひとつないはずなのだが、睦月のヤツはふっと小さく笑ったかと思うと、ぽんぽん優しげに俺の肩を叩(たた)いてきやがった。

「いいんだ、節(せつ)。そんな必死になって誤(ご)魔(ま)化(か)そうとしなくても、私にはわかっているともさ」

「必死になってないし、誤魔化してもいない。一体、何をどうしたらそんな風に見えるってんだ」

「見えるも何も事実だからさ」

「あ？」

「だってそうじゃあないか。これで君はついに三人の少女を囲い込むことに成功したのだ。『ハーレムなんて御免だ』とか口では言っておきながら、既に三人も手玉にとっていやがる。なんて恐ろしいヤツだ、君は」

「囲い……!?　おい、一体、俺がいつ誰を囲い込んだってんだ」

「みなまで言わせるつもりかい？　天(あ)海(まの)崎(さき)嬢も織(おり)江(え)も、自分が《不正解》だと君に知られたにも拘(かかわ)らず、未(いま)だに君との結婚を望んでいるじゃあないか。後は君が優しい言葉のひとつもかけてやれば、コロリといくのも時間の問題だろうね。そして今日、また新たに君の毒牙にかかった少女がひとり増えてしまった。なんとも不(ふ)憫(びん)な話だよ……」

「……今の状況からそこまで考えられるお前のほうがよっぽど恐ろしいぞ」

「金や権力の力で無理やりってわけでもないのがなおのこと恐ろしい。この《ゲーム》が終わった暁には、君は五人の女の子をとっかえひっかえ、毎晩、違うベッドで寝るようなことになるのじゃあないか？」

「……あのな」

「大丈夫かい、君？　私は詳しくは知らんが、いくら気持ちいいからと言っても、使いすぎると血とか出てしまうらしいじゃないか」

「やめろ！　そういう直接的なことを言うのは！」

　今更、睦月に恥じらいを持てと言うのも無駄な気もするが、少しは気を遣(つか)ってほしいもんだ。

「……ったく。そういうことばっかり言ってるから、『メイドっぽいことしてるところ見たことがない』とか言われるんだぞ」

　わざわざフォローしてやった自分がアホらしく思えるくらいだ。

「む？　確かにそれは由々しき事態だ。私も反省しなくてはならないね」

　ああ、まったくだ。重々、反省し……ろ？

「……おい」

「何かね？」

「何してる」

「見ての通り、君の服を脱がそうとしているのだが？」

「……脱がしてどうする」

「もちろん、メイドらしく君の《お世話》を――ごっ!?」

　俺は無言で睦月の後頭部に手刀を叩きつけた。それもけっこう思い切り。

「きっ、君ね……いくら使用人相手とは言っても、女性に手をあげるとは何事だい」

「黙れ。お前がそんなことをするから俺がいわれのない鬼(き)畜(ちく)認定を受けることになるんじゃねえか」

「ふーん、そうかい。ああ、そうかい」

　後頭部を両手で押さえ、目じりに涙をにじませながら立ち上がったかと思うと――。

「……おい、今度は何だ」

「見てわからんかね？」

「わからないから訊(き)いてるんだが？」

　ぱさり、と睦月の腰からスカートが落ち、下着が覗(のぞ)いた。咄(とつ)嗟(さ)に視線を逸(そ)らしてしまいそうになるが、ここで逸らしたら睦月の思惑通りじゃないのかと、逸らしてしまったら負けのような気がして、あえて凝視するように睨(にら)みつけてやる。

　そうこうしている間にも睦月は上着のボタンをひとつずつ外していく。

「君がいわれのない鬼畜認定を受けるのが嫌だと言うから――」

　ボタンを外しきった睦月が服を脱ぎ、下着以外何も身に着けていない姿があらわになる。さらに睦月は、ブラの肩(かた)紐(ひも)にまで手をかけだした。

　ぐ……。ど、どうする……負けを認めて止めるべきか……。

「いわれを作ってやろうとしているのじゃあないか」

　――!?

「今からこの格好で『いやあああああっ！』と叫びながら、婚約者候補たちのところに逃げ込むことにするよ」

「なっ!?　待――」

「これで君も晴れて、真性の鬼畜としてみなに崇(あが)め奉(たてまつ)られることになるだろうね。では」

　では、じゃねえっ！

「待ってくれ！　俺の負けだ、俺が悪かった！」

　睦月がドアノブを摑(つか)んだところで俺は負けを認めた。

　ぴたりと動きをとめた睦月は、ゆっくりと振り返り唇の端を釣り上げてニヤリと笑った。
















「そうやって最初から素直になればよいのだよ、君」

　なんとも腹立たしいことだが、ただでさえおかしな誤解を受けているのだ。これ以上、妙な人物像が広まるのは避けたい。

「とりあえず服を着てくれ。頼むから」

　苦り切った表情で懇(こん)願(がん)する俺を、勝ち誇った表情でしばらく眺めたことで満足したのか、

「君がそこまで言うのならば仕方がない」

　と、睦月は実に恩着せがましいセリフを吐きながら、床に落としたままになっていた服を手に取った。

　服を着終えたところで、睦月は「さて」と、声色をそれまでとは違う固いものに変える。

「まあ、冗談はさておき、伊堂寺嬢の話は信用していいものかね？」

　今までさんざん俺をからかって楽しんでいたかと思えば、急に真面目な顔つきとなってそんなことを言ってくるのだから、本当に恐ろしいのはどっちだ。俺は内心ため息をつきつつも、今までの話題を続けられるよりマシだと、頭を切り替えることにした。

「今のところは信用しても問題ないだろうな」

「今のところ？」

「例えば、仮に伊堂寺の言葉が何らかの目的があっての噓(うそ)だったとする。その場合、俺にとって重要なのは、『伊堂寺が《不正解》である』という一点だけだ」

「つまり、伊堂寺譲が本当は《正解》なのに、《不正解》だと噓をついているというケースか……。そんなことがありえるかね？」

　睦月が疑問に思うのもよくわかる。正直、俺もそんな状況があるとは思えない。

「だから、『仮に』だよ。仮にその状況の場合でも、俺のやるべきことが変わるわけじゃない」

「そうかね？　伊堂寺嬢の言葉を信用するなら、君が見極めるべき婚約者候補はあと二人だ。言い換えれば、羽(う)入(にゆう)田(だ)嬢と蝦夷(えみし)木(ぎ)嬢のどちらかが《不正解》だと判明した時点で、君は《ゲーム》をクリアすることができるじゃあないか。しかし、伊堂寺嬢が《正解》である可能性が残っているのなら、軽々に《正解》を判断できない」

　まあ、そうだな。睦月が言うことも道理ではある。

　が。

「残る二人のどちらかが《不正解》だとわかった時点で、即座に残りの一人を《正解》だと断定するほど俺は軽率じゃないし、この《ゲーム》をなめてもいないよ」

　俺は、残った羽入田と蝦夷木、どちらも《不正解》という可能性があることも充分に承知していた。

「だから、伊堂寺の言葉を疑うのは、残った二人とも《不正解》だという確証がとれた後でも遅くはない」

「ふむ……そういうものかね」

　俺の言葉を聞き、睦月は少し考え込むように首を捻(ひね)っていたが、

「それにしても、以前、天海崎嬢との間でも似たような状況になったことがあったが、その時とはずいぶん態度が違うじゃあないかね、君」

「そりゃあ、あの時とは状況が違うからな」

「少なくとも、自らリタイアを宣言したという点については同じだろう？　あの時は確か、天海崎嬢が《不正解》だとわかった上で彼女を正式な婚約者に選ぶかどうか悩んでいたが、今回はそんな雰囲気はまったくないようだね」

「あの時はそれで《ゲーム》がクリアできるかもしれないと思ったからだからだろ。望みがないとわかっているのにこだわるほど俺は暇じゃない」

「そうかね？　話を聞く限りでは、伊堂寺嬢は君や遠(をん)々(どお)原(ばる)を恨(うら)んではいないようじゃあないか。正式な婚約者に選んだ時の危険性という意味では、天海崎嬢よりよほど安全なのではないのかい？」

　伊堂寺が《不正解》――俺のことを心から愛している人物ではない――であることについては、ほぼ疑う余地はない。しかし、俺にとってこの《ゲーム》は、なにがなんでも《正解》を見つけ出さなくてはならないという性質のものでもなかった。俺が正式な婚約者に選んだ人物が俺を破滅させようとしなければ、それはそれで《正解》ではあるのだ。

　だから、睦月が言うように伊堂寺の憎しみが俺に向けられていないのであれば、彼女を選ぶという選択肢だって充分残されているのだ――が。

「まあ、俺だってまったく考えなかったわけじゃない。ただ、やっぱり伊堂寺は《不正解》だろう。仮に俺が伊堂寺を選んだとしたら、あいつは遠々原を破滅させるだろうからな」

　俺の言葉に睦月は顔を歪(ゆが)め、納得いかない表情を浮かべた。

「私はむしろ、破滅させない可能性の方が高いような印象を受けていたがね」

「伊堂寺なりに悩みはするだろうが、最終的には破滅させるほうを選ぶさ」

　断定する口調で言った俺に、睦月が訝(いぶか)しげな視線を投げかける。

「慎重な君らしからぬ強気な言葉だね。しかし、伊堂寺嬢の目的は、『遠々原を破滅させる』ことじゃあないだろう？」

「そうだな。あいつにとっては、遠々原の存在自体はどうでもいいことだろう。目的って言うなら、『親との仲の改善』って辺りかな。あとは、遠々原への復(ふく)讐(しゆう)に固(こ)執(しつ)する親の意識改革なんかも含まれるかもしれない」

「だとしたら……」

　睦月の反論の声に、「だからこそさ」と俺は言葉を重ねる。

「遠々原の破滅自体は目的じゃないが、遠々原がなくなれば結果的に伊堂寺の目的が叶(かな)うだろう？　親は遠々原にこだわることはなくなるし、そうなれば伊堂寺の親に対する隔意も薄らぐだろうからな」

「ふむ……」

　わずかに唸(うな)った睦月は、俺の言葉を吟(ぎん)味(み)するようにしばらく考え込んでいたが、やがて「そういうものかな」と納得したように言った。

「それにしても伊堂寺嬢も憐(あわ)れなことだねえ」

　睦月は唐突に重苦しいため息をついたかと思うと、しみじみといったようすでそんなことを言い出した。

「憐れ？」

　まあ、そうと言えないことはないかもしれない。本人の心情とは無関係に遠々原を憎むよう強制され、その上、自分には何の益(えき)にもならない《ゲーム》なんてものに参加させられることになったのだ。例えば、天海崎や奥有楽が、この《ゲーム》に参加する理由や目的が自分の中ではっきりとしていたのに比べ、伊堂寺の目的は《ゲーム》とは直接関係のないところにあった。言ってみれば、彼女の目的のためには《ゲーム》に参加する必要など、どこにもなかったのだ。

　それを憐れというのならば、憐れなのだろう。

　だが――。

「結局は、伊堂寺本人が決めたことだからな」

　冷たい言い方になるが、嫌ならやめればよかったのだ。伊堂寺と親との関係は俺には計り知れないからあまり強いことも言えないが、おそらく《ゲーム》への参加を拒否することだって可能だったはずだ。少なくとも、病気の弟のために《ゲーム》へ参加する以外の選択肢がなかった天海崎や、自分を引き取ってくれた今の家族に恩を返すために参加しなくてはならないと思い込んでいた奥有楽に比べれば楽な状況だっただろう。

「同情の余地はあるのだろうが、少なくとも俺は憐れとまでは思わないけどな」

「馬鹿だなあ、君は。そんな話をしているのじゃあないよ」

　俺の言葉を聞いた睦月は、朗らかな口調で俺を罵(ののし)ると、口の端を歪めるようにしてニヤリと笑った。

　……なんか嫌な予感がする。

　これはアレだ。睦月が俺をからかう時の表情だ。

「胸に手をあてて、自分のしたことを思い返してみてはどうだね、君」

「何を……思い出せってんだ」

「天海崎嬢の時のことを、だよ。天海崎嬢が自ら《ゲーム》のリタイアを宣言した時も、その時点で彼女を選ぶのは危険すぎるというのが君の判断だっただろう？　なのにあの時、君は無(ぶ)様(ざま)なほど悩みまくっていたじゃあないか」

「無様ってな……あの時は他にも色々と悩む要因があったからだろ。弟のこととかさ」

　俺の判断ひとつで、天海崎の弟の生死が決まる――言ってみればそんな状況だったのだ。それで何も感じないほど俺は冷酷でも無情でもない。

「何を言っているんだい。それを考慮に入れたとしても、天海崎嬢を選ぶのはリスクが高すぎるということだったはずだよ。弟クンのことについては『俺の知ったことじゃない』とまで言っていたくせによく言うよ」

「ぐ……た、確かにそう言ったが……」

「つまりだ、結局のところ、あの時君が悩んでいたのは、《不正解》である天海崎嬢に君が心惹(ひ)かれたからにほかならない。選びたいのに選んではいけないという二(に)律(りつ)背(はい)反(はん)が君をあれほど悩ませたのだ。然(しか)るにその態度はなんだ」

「なんだって……なんだよ」

「君が今悩んでいないのは、天海崎嬢と違って伊堂寺嬢のことを好いてはいないからということだろう。だからこそ、そんな風に気楽でいられるのだ。違うかね？」

「違……」

　……わないのかもしれないが。

「だとしても、責められるいわれはないだろ。その辺のことは伊堂寺も承知してるだろうし、第一あいつだって大して俺のことを好きなわけじゃないんだから、お互い様だろうが」

「別に責めているわけじゃあないさ」

　本当か？　罵(ば)声(せい)を浴びているようにしか思えなかったぞ。

「ただ憐れだと言っているだけだ。伊堂寺嬢がこの屋敷で働くようになったら、君によって骨の髄までしゃぶりつくされる彼女の姿が目に浮かぶようだよ」

「誰がしゃぶるか」

「じゃあ、しゃぶらせるのか？」

「……」

　そう来るとは思わなかった。

「やれやれ。君ってヤツは……」

「それは俺のセリフだ！」

　とりあえず、睦月に遊び倒される俺を憐れだとは思ってもらえないものなんだろうか。




＊




　予感があったというと噓になってしまうかもしれない。

　しかし、違和感はずっと覚えていた。その違和感から端を発したある予測――いや、その段階では単なる想像でしかなかったが――があって、もしかするとそうなるんじゃないか、できることならそうならないで欲しいと思っていたことはあったのだ。

　なんとも甲(か)斐(い)のないことに、それが現実のものになってしまったということなのだろう、この状況は――。

　伊堂寺のリタイア宣言から数日後、放課後の学園祭の準備にも一段落ついて、そろそろ帰ろうかと考えていた時に、マナーモードにしていた携帯が震えた。

　メールの着信。差出人は――蝦夷木だった。

『お話ししたいことがあります』という件名に、時間と場所だけが記されたなんとも味気のない本文が続いていた。

　予感というのなら、まさにこの時からのことだ。

　蝦夷木のメールは実に一方的なもので、断ることも可能だったとは思うのだが、俺は自分の中に生じた予感に突き動かされるように、待ち合わせの場所へと向かった。

　蝦夷木から指定された場所は、ある喫茶店だった。もちろん、先日、伊堂寺と行ったところとは別の店だ。住宅街のど真ん中にある民家を改築したような店で、看板も出ていないために一見それとはわかりづらい。場所も普段の行動範囲からは少し遠く、不便さも感じるが、隠れ家的な雰囲気は俺の性にあっているとも思った。

　少し緊張しながら店に入ると、既に中に入っていた蝦夷木が立ち上がり、小さく頭を下げた。俺も軽く会釈しながら蝦夷木の向かいに座り、水を運んできた店員にブレンドコーヒーを頼む。そういえば、ブレンドというのはその店独自の味で、初めて入った喫茶店ではブレンドを頼むのが礼儀だ、というようなことを何かの本で読んだことがあったが、俺の場合はそんな《通》じみたことを考えていたわけではなく、何も考えていなかっただけだ。

　注文を済ませてから俺も蝦夷木も、どちらも喋(しやべ)ることはなく、なんとも微妙な――居心地が悪いとも言える沈黙が流れてしまい、ぎこちない様子で蝦夷木が口を開いたのは、俺が注文したコーヒーが届き、一口目を口に含んだ後だった。

「あの……ありがとう、です」

　何が？　とは一瞬思ったが、状況からすれば、一方的なメールだったにも拘らず俺が指定された場所に来たことに対する礼なのだろう。

「いや、別に構わないさ」

　口先だけでなく、本心から俺はそう言った。俺の予感があたっているのなら、たぶん俺にとっても重要な話になるだろう。

　蝦夷木は俺の言葉に小さく頷(うなず)きはしたものの、表情が――いや、表情はいつも通りの無表情だったが、全身の醸(かも)し出(だ)す雰囲気が硬い。表面上はわかりづらいが、内心では相当緊張しているのだろう。それだけ大事な話をしようと思っているということだ。

「この店の雰囲気は俺好みだし、コーヒーも美(う)味(ま)い。そう言えば、前に蝦夷木が俺たちを喫茶店に案内しようとしたことがあったけど、あれってこの店のことだったのか？」

「え？　あ、そう……なのです」

「そっか、そりゃ残念なことをした。蝦夷木オススメの喫茶店を紹介してくれるってのが今日の趣(しゆ)旨(し)だったなら、むしろ、俺が礼を言うべきなのかもな」

　俺は軽口を叩くように、表情を崩しながら気楽な口調でそう言う。それが功を奏したのか、蝦夷木の肩からわずかに力が抜けた。やはり表情は変わらなかったが、蝦夷木の緊張をほぐすことには成功したかもしれない。

　ただ、申し訳ないが、俺は優しい気持ちでそんなことをしたわけではなかった。

「それで、話ってなんだ？」

　俺は唐突に、極めて直接的に、蝦夷木に訊(たず)ねる。案の定、先ほど力の抜けた蝦夷木の肩がびくりと震え、またしても固まる。

　緊張が緩んだところを狙って本題に入る。初歩的で芸のないやり方だが、今日は少しでも自分のペースで話を進めたい。

　混乱させられたというほどのものではないだろうが、少しは予定を崩すことができたのか、蝦夷木はわずかに口を開いたままの表情で固まったままだ。

　おそらくは、狂った予定を修正するために、蝦夷木の頭はフル回転していることだろう。しかし、それをのんびり待っているほど、俺は呑(のん)気(き)ではない。

　――カチャ。

　手にしたコーヒーカップをソーサーの上に置く。俺がしたのはたったそれだけのことだ。だが、蝦夷木はまるで俺が怒鳴り声を上げたと思ったかのように再び肩を震わせる。

「あ……え。お――」

「お？」

「お――お金を貸して欲しいのです」

「……金？」

　蝦夷木の口から飛び出た言葉は、いくつか俺が想像していた話題のどれとも異なり、少し驚いた。俺はその驚きを隠すように再びコーヒーカップを口元に運びながら、努めて平静を装いつつ訊ねる。

「いくらだ？」

「これ、くらい……なのです」

「ぶ――!?」

　蝦夷木が提示した金額は、俺に含んだコーヒーを吹き出させかけた。

　この深刻な様子からすれば、たまに学食などで友人たちから言われるような、「悪ぃ、ちょっと金貸してくれ！」とは桁(けた)の違うものだろうとは思っていたが、それにしても桁が違いすぎた。

　普通、この金額を高校生に要求するヤツはいない。当然、俺が遠々原節であるという前提でのことだろうが、それにしても……。

　金額が金額だ。蝦夷木個人が欲しがっているわけではないだろう。俺は頭の中で蝦夷木に関する情報を思い出し始めた。

　蝦夷木は、俺と同じく児童養護施設の出身者だ。八歳の時に両親を亡くし、一時は叔(お)母(ば)の家庭に引き取られたようなのだが、さして間をおかず叔母の手によって施設に入れられた。経済的な理由からということらしいが、資料を読む限りではその叔母がそれほど困窮していた様子はうかがえず、単純に蝦夷木が邪魔になったということなのだろうと思う。

　それが蝦夷木にとって幸か不幸かはわからない。俺は自身の経験から養護施設に悪印象を持っていないので、親類の家で虐待などを受けるよりは良かったのじゃないかと思うのだが、あくまで俺の印象でしかない。

　その後、蝦夷木は小学校卒業とほぼ同時に、遠縁にあたるという老夫婦の元へ引き取られている。

　その老夫婦は、東京の下町で和菓子屋を営んでいるらしい。さすがに経営状況までは把握していないが……。

「金が必要なのは、両親の店か？」

　他に理由もないだろうと半ば断定的に問いかけると、案の定、蝦夷木は小さく頷いた。

「元々、楽な状態ではなかったのですが……」

　その後、蝦夷木が語ったところによれば、蝦夷木の養父母の店は、折からの不況の煽(あお)りを受けて徐々に規模を縮小しつつも、これまではなんとか細々とやってこられていたのだそうだ。さして有名店というわけではないが、蝦夷木の養父で三代目になるそこそこの老舗で、さる茶道の家元が得意先となっていたことが功を奏していたのだと言う。しかし先年、その家元が亡くなり、代替わりしたことによって、茶会や稽(けい)古(こ)ごとに使う茶菓子の仕入れ先を変えられてしまったらしい。ほぼ唯一と言っていい大口の得意先を失い、経営は悪化の一途を辿(たど)った。これまでにもさまざまなところに借金を頼み、ぎりぎりのところで凌(しの)いで来たらしいのだが、ここ数年来の心労が祟(たた)り、ついに養父が倒れてしまったのだそうだ。

　まさに、万事が休(きゆう)した――といったところか。

　さて、どうしたものだろう。

　仮に、俺が商売として金貸しを行っているのなら、可哀(かわい)想(そう)だが蝦夷木には貸せない。客観的に見て、どれだけ低利でも――いっそ無利子だったとしても、元金が全額返済されることさえ可能性が低い。

　その意味では、蝦夷木の頼みは却下だが……。

「わかった。貸してやってもいい」

「本当……なのです？」

　蝦夷木はわずかに眉を寄せながら、疑わしげに訊いてきた。疑っているというよりは信じられないといった気持ちなのだろう。

　それに、その疑いは俺が貸すかどうかではなく、俺が貸せるかどうかに向けられているような気がした。

　金額が金額だ。蝦夷木の疑念もわかるが、本当に貸せないわけじゃない。

　俺は今まで、親(おや)爺(じ)から小(こ)遣(づか)いというものをもらったことがない。しかし、俺が遠々原の養子になってすぐ、遠々原グループの関連企業の株をいくつか俺が管理できるようにしてもらっていた（もちろん、名義は遠々原十(じつ)慈(じ)郎(ろう)のままだが）。親爺がそのことについて何か説明したりすることはなかったが、俺が個人的に使う金はその株を運用したり配当金などの中から出せ（つまり、それ以外の金を出すつもりはない）ということは、当時小学生だった俺でもなんとなく理解した。

　まったく知識のないところから始めたものだから、上手(うま)く運用なんてできるものではなかったが、今のところ収支はプラスで推移しており、俺は日々の金に困ったことはなかった。なにしろ、天下の遠々原の株券だ。黙っていてもある程度の金は入ってくるし、衣食住は保障されているのだから、よほどのことがない限り金を使う用途自体がない。今のところは学費と……あとは睦月の給料くらいか。

　過去に一度、それを切り崩さなくてはならない事態に陥(おちい)ったことはあったが、それから数年、その時の支出を補(ほ)塡(てん)できるくらいにはなっている。

　頭の中で軽く計算してみるが、ある程度まで株を整理すれば、蝦夷木の要求する金額くらいは出すことはできる。

　とは言っても、これは俺にとっても虎の子だ。相当なリスクを負うことに変わりはない。

「もちろん、ただってわけにはいかない」

　俺がそう言うと、蝦夷木の表情がわずかに動いた気がした。ただし、それはどちらかと言えば安心しているようにさえ見えた。無条件で金を貸すと言われるより見返りを求められるほうが、本当に貸す心積もりがあると思えるのだろう。無料だったり異常に安価だったりする品物が、妙に胡(う)散(さん)臭(くさ)く感じてしまうのと同じだ。

「何をすればいいのです？」

　まっすぐに俺を見つめてくる蝦夷木の表情に揺らぎはない。何を要求されようとすべて受け止める覚悟はできている――そんな言葉を感じさせる表情だった。

「それはむしろ俺が訊きたいな」

「え？」

「蝦夷木だって、俺が無条件で金を貸すとは思ってなかったんじゃないのか？　俺に金を借りる代わりに、お前は何をしてくれるつもりだったんだ？」

　俺の言葉を吟味するようにじっくりと考えていた蝦夷木だったが、やがてゆっくりと首を左右に振った。

「何を、とは考えていなかったのです。えりいにできることなら何でもしよう、と。ただ……」

「ただ？」

「……本当のことを話す覚悟はしていたのです」

「本当のこと……ね。今からそれを話してもらえると思っていいのか？」

「節が……そう望むのなら……話すのです」

　蝦夷木はこくんと頷きながらそういう言い方をしたが、そう言った当人だって、まさか「いや、話したくないなら無理に話すことはない」なんて返事を俺がするとは思っていないだろう。もちろん俺も、そんな恰(かつ)好(こう)つけたセリフを今この場で口にできるほど自己陶(とう)酔(すい)型の人間じゃないし、《ゲーム》を甘くみてもいない。

　だが、わざわざ話してもらうまでもないか、と考えなくもなかった。

　俺に重要なことは、この時点で既に知り得ているとも言えるのだ。

　蝦夷木の話す《本当のこと》とは、多額の金を貸すに足るだけの重要性を持つことと言える。それだけの重要性を持つ情報と言ったら、蝦夷木が《正解》であるか否かの一点に尽きた。

　しかし、蝦夷木はこの場で「わたしが正解です」と言いはしないだろう。それは俺が今まで何度となく聞かされてきた言葉で（もちろん、そんな直接的な言い方をされたことはなかったが）、信用に足るものではないし、その言葉で俺から金を引き出せるとは蝦夷木も考えてはいないはずだ。仮に蝦夷木が《正解》であったのならば、もっと別のアプローチをしていたことだろう。

　つまり、蝦夷木は『自分が《不正解》である』という情報を担(たん)保(ぽ)に、金を借り入れようと考えた、ということになる。

　その一点さえ知ることができれば、他は些(さ)末(まつ)なこととも言えるのだが……まあ、この千載一遇の好機を逃すのは馬鹿らしいか。

「聞かせてくれ、蝦夷木」

　俺の言葉に、蝦夷木はもう一度こくんと小さく頷いた。

「えりいは……」

　口を開き、話し始めた蝦夷木だったが、すぐに言葉を切ってしまった。おそらく、どう話すべきか悩んでいるのだろう。直接的にか、婉(えん)曲(きよく)的にか。歯に衣(きぬ)を着せるべきか、何か例え話でもするべきか。

　そんな逡(しゆん)巡(じゆん)が見て取れるわずかな沈黙の後、結局、蝦夷木は端的な表現をすることを選んだようだった。

「えりいは、節が憎いです」

　ぎくりとした。してしまった。

　初めからそういう話だった。甘い幻想を持っていたわけじゃない。それでも、面と向かってはっきりと口に出されると、何の衝撃もないとはいかなかった。

《ゲーム》の都合だとは言え、これまでの様子から多少は好意を持たれているんじゃないかと思っていただけに……いや、それこそ甘い幻想ってやつなのだろう。

　そんな俺の内心を見越していたかのように、蝦夷木はさらに言葉を重ねた。

「えりいは他の人とは違うのです。遠々原グループや遠々原家、遠々原十慈郎が憎いのではなく、あなたが……遠々原節が憎い」

「…………」

　それも……わかっていたことだ。

　蝦夷木が俺を憎む理由は、蝦夷木自身が今そう言ったように、他の婚約者候補たちとは違い、俺自身にある。

　元々は、俺と同じように児童養護施設で育った蝦夷木だが、かつて遠々原十慈郎の養子候補に挙がっていた人物でもあるのだ。しかし、今俺がここでこうしているように、十慈郎の養子の座は俺が横から奪い取ってしまったというわけだ。

　そこまでの事情は知らされていたのだが、正直、俺には実感が持てずにいた。

　遠々原十慈郎の養子になれなかったことが、他者への憎悪を呼び起こすほどの強い感情につながるのだろうかと思えてしまうのだ。

　実際、遠々原十慈郎の子供として数年間を過ごした俺としては、つい「そんなにいいもんでもないぞ？」と言ってやりたくなる気持ちもあるが、それをよりにもよって俺が口にするのは、傲慢というものだろう。

　それに、言葉で言い表すほど単純な問題ではないのだとは、薄々感じていた。

「何を約束されていたんだ？」

　おそらく、蝦夷木が遠々原の養子になった時には、彼女自身かもしくはその周囲の人物に対して、なんらかの事柄が約束されていたはずだ。結果、それが果たされなくなってしまった――蝦夷木が俺を憎む理由には、そのあたりのことも絡んでくるのではないだろうか。

　俺の質問は唐突に過ぎただろうが、蝦夷木は瞬時に意図を飲み込んでいた。

「資金援助なのです」

　資金援助という言葉を聞き、一瞬、先ほどまでの話と混同しそうになってしまったが、考えてみれば蝦夷木はその当時まだ施設にいたはずで、現在困(こん)窮(きゆう)している今の家族とは関係のない話だろう。

「施設への、ということか」

「はい。詳しいことは知らないのですが、相当の額が援助される予定だったそうなのです」

　それ……か？

　それが、蝦夷木が俺を憎む理由ということか？

　だとしたら――。

「蝦夷木がいた施設は、今は……」

　ない、のだろうか。俺がいた梅(うめ)ヶ(が)谷(たに)学園のように、消え去り、悲惨な運命を辿ることになったのか。

「あるのです。不吉なこと言わないで欲しいのです」

　俺の予想は、少し不服そうな口調の蝦夷木によって即座に否定された。

　俺にとっては所詮他人(ひと)事(ごと)だが、それだけに悲劇的結末を迎えたと教えられるよりはその逆であるほうがずっといい。

　俺がほっとしたのも束の間、

「ただ……楽なわけではないのです」

　施設の経営がということか、あるいはそこに住む子供たちの生活がということか、どちらにしろ意味がさほど変わるわけではないだろう。

　しかしそれは、それまでと変わらぬ生活とは言えないだろうか。もちろん、蝦夷木やその施設が俺の行動のせいでわりを食ったことは事実であり、俺の口から言えたセリフではないのだろうが、俺が恨まれる筋合いでもないような気もしてしまう。

　ただそれだけの事情であるならば、の話ではあるが……。

　そんな俺の内心を感じ取ったのか、

「節を恨んでも仕方がないのはわかっているのです。でも……」

　一度、言葉を切った蝦夷木は、苦痛に耐えかねるように眉を寄せ俯(うつむ)いた。それは、彼女にしては珍しい、はっきりとした表情の変化だった。

「……あの時、節ではなくえりいが遠々原家の養子になっていたら、えりいの友達は死なずに済んだかもしれないのです」

　死――。

「病気……か？」

　俺ではなく蝦夷木が遠々原家の養子になっていたら――施設への資金援助がなされていたら、助かっていたかもしれないということなら、蝦夷木の友人という人物が高額の治療費を必要とする病気にかかったというような事情だろうか。

　俺の予想は当たっていたようで、蝦夷木は顎(あご)を引くように小さく頷いた。

「朱(あか)璃(り)の時……」

「え？」

　突然、天海崎の名前を出され、一体何を言い出すのかと思ったが、続く言葉でなんとなく言いたいことが分かった。

「節が、朱璃の弟の手術代を出した時、なんで？　と思ったのです……」

　蝦夷木の口にする《なんで？》は、なんで天海崎の弟だけ、ということでもあっただろうし、憎むべき対象であるはずの俺が、なんでそんな情け深いことをするんだ、ということでもあっただろう。

　実情は少し違う。あの時は俺自身が金を出したわけではないし、別に天海崎やその弟のことを憐れんだり同情したりしての行為でもなかった。俺にとっても明確なメリットが存在するからこその、打算的な行動だったわけだが、そのために天海崎の弟が一命を取り留めたのは事実だ。……蝦夷木の友人とは違って。

「そうか……」

　と、俺は大して意味もない相(あい)槌(づち)を打ったきり、他に言葉が見つからなくなってしまった。「それがどうした」と言うのは簡単だ。友人の一件にしたところで、当然のことながら俺が意図したわけではないし、必ずしも俺の行動が死の原因になっているとも限らない。少なくとも、俺一人が責任を負って憎悪を一身に浴びねばならないものではないだろう。だが、どうしても俺はそのセリフを言う気にはなれなかった。

　蝦夷木だって、その程度のことは承知しているはずだ。それでも憎まずにはいられなかったから、憎んでいるのだ。理屈ではないから、憎いのだ。

「何で……何も言わないのです」

　黙り込んでしまった俺を、まるで責めるように蝦夷木が言う。

「何を言えってんだよ、この状況で」

「反論とか弁解とかいろいろあるはずなのです」

　そう蝦夷木は言うが、あるはずがない。いや、あったところで意味がない。

「この場で俺が何か言った程度で蝦夷木の憎しみが収まるっていうのなら、いくらでもするけどな。でも、お前の憎しみってその程度なのか？」

　皮肉っぽく唇を歪めながらそう言ってやる。見え透いた挑発だ。蝦夷木にもそれがわからなかったわけではないのだろうが――。

「あ……あなたに何がわかるのですっ！」

　座っていた椅子を蹴(け)飛(と)ばすようにして立ち上がり、テーブルに両手を叩きつけた。

　その表情は憎々しげに歪み、突き刺すような視線で俺を睨みつけている。蝦夷木がこれほど表情をあらわにするのを初めて見た。

「わからないさ。わからないから、何も言わないんじゃないか」

　俺は蝦夷木の憎しみを受け流すように肩をすくめる。その後もしばらく俺を睨みつけていた蝦夷木だったが、やがてまたいつもの感情が見えない無表情に戻り、椅子に座りなおす。

　その無表情のせいもあって、蝦夷木は何を考えているのかわかりづらいところがあったから、何かの反応が得られるかと挑発してみたのだが、予想以上の効果だった。

　蝦夷木の憎しみは本物だ。

「俺の言葉で蝦夷木の憎しみが収まらないことくらい俺だって承知してる。だったら、反論とか弁解とか、そんな無駄なことはしないさ。かと言って、『いくらでも憎めばいい』とか『憎しみを受け止めてやる』なんて芝居がかったセリフを臆(おく)面(めん)もなく言えるほど、俺は肝(きも)が据わってないからな。適当に相槌でも打ってお茶を濁(にご)すくらいしかできないだけだよ」

　自嘲の笑みを浮かべながら俺がそう言うと、それまで俯いたままだった蝦夷木がかすかに顔を上げ、上目使いで俺を睨みつける。ただ、その視線からは、恨みが籠(こ)もったというよりは、ふてくされている子供のような印象を受けた。

「節のそういうとこ嫌いです」

　唇をとがらすように言ってくる蝦夷木に、今度こそ俺は「そうか……」としか言いようがなかった。その反応が、また蝦夷木の癇(かん)に障ったのだろう。俺を睨みつける視線が更に鋭くなった。

「そうやって、自分にはちゃんとわかってるみたいな顔して、達(たつ)観(かん)ぶるのやめてほしいのです」

「いや、そんな顔……」

　してない。そう言おうとした俺の声は、続いた蝦夷木の声にかき消されてしまった。

「してるのです。まるでえりい一人で熱くなって空回りしてるみたいに思えるのです。自分が馬鹿みたいに思えるのです」

　むきになって言い募る蝦夷木に、俺はゆっくりと頭(かぶり)を振った。

「本当にしてないさ。俺は蝦夷木の憎しみを甘んじて受けようと思っているわけじゃない。でも、理を説こうが情に訴えようが、お前の憎しみを和らげるのは俺には無理だと思ってる。だから、俺はただ諦(あきら)めてるだけさ。達観というよりは諦(てい)観(かん)だな」

　もっと別の言い方をするなら、「俺の知ったことか。勝手にやってろ」ということだ。

　俺は既にかなりの憎しみをこの身に浴びる立場だ。遠々原の一族連中の中には、唐突に本家の息子となった俺に嫌悪では済まない感情を向ける者も少なくない。懐(かい)柔(じゆう)でも説得でも脅(きよう)迫(はく)でも撃退でも、何らかの方法で憎しみを収める方法があるのならばそうもするが、現状ではそのどれもが不可能な場合が多い。無駄だとわかっていることに労力を使うのは俺の趣味じゃないし、少なくとも一族連中に限って言えば親爺の庇(ひ)護(ご)下(か)にある俺に直接手を下すほど後先考えてないわけじゃない。

　憎まれていようが痛くも痒(かゆ)くもないとまでは言わないが、憎しみの視線を浴びることに慣れてきてしまっているようなところがある。

　だから、「憎みたいのならお好きにどうぞ」とでもいうような俺の姿勢が、蝦夷木には高みから見下ろすような超然とした姿に見えているのかもしれない。

「節がそんなだから、えりいは……えりいは……」

　蝦夷木はまるで独り言のように呟(つぶや)く。

「えりいは……節が憎めなくなりそうになるのです」
















「え？」

「節は……憎くなきゃいけないのです。えりいが憎んでいなくちゃ、あの子が可哀想なのです。だから、だから……」

　死んでしまった友人のためには、蝦夷木の中の俺は憎むべき悪役でなければならない――そういうことなのだろう。

　不毛なことだな、とは思う。だがそれは、極論すれば俺が蝦夷木ではないからだ。蝦夷木の感情を本当の意味では理解できないからだ。友人の死と、その時に感じた辛(つら)さや悲しさ、それに起因する憎しみ。そういったものは蝦夷木一人のものであって、そこに他人が口を出すことはできない……いや、許されない。

「……大嫌いなのです」

　やはり俺には、肩を震わせながら絞り出すようにそう口にする蝦夷木に、かける言葉を見つけることはできなかった。










三章「節さんは経験豊富なようですから」




　気に入らない。

　つくづく気に入らない。

　伊(い)堂(どう)寺(じ)に続いて、蝦夷(えみし)木(ぎ)もだ。

　ここに来て突然、続けざまに二人の婚約者候補がリタイアした。それも自分から、だ。

　蝦夷木については多少、事情は異なるが、あいつだって俺に借金を申し入れた時点で《ゲーム》をリタイアしなくてはならなくなると考えていただろう。

　二人ともそれぞれ理由はあった。その理由も、決して納得のできないものというわけでもない。

　それでも、どうしても納得のいかない部分がある。

　それは、どうして今なんだ？　ということだ。

　伊堂寺はもちろん、蝦夷木だって必ずしも今リタイアをしなくてもよかった。特に蝦夷木の場合は、俺への憎しみや復(ふく)讐(しゆう)を諦(あきら)める代償が金だったのだから、それなら《ゲーム》に勝利してしまえば、すべてが手に入る。

　もちろん、時間的な制約があったのはわかる。が、極論すれば、蝦夷木の両親が経営する店が潰(つぶ)れたとしても、《ゲーム》に勝ち、遠々原の財力を手に入れることができれば再建だって容易なことだ。

　伊堂寺についてはもっと単純で、《ゲーム》に決着がついて、自分の敗北が確定してからでも遅くはなかった。

　二人とも、今この時点だから――《ゲーム》に決着がついていないからこそ、自分の持つ情報に価値があり、自分の要求も通りやすいと考えた――それもわかる。

　一(いち)か八(ばち)か、オールオアナッシングを嫌い、目的の達成のために最もリスクの少ない方法を考えた――それだってわかる。

　わかるが……わかりすぎるのが気に入らなかった。

　端的に言ってしまえば、俺は疑っている。

　伊堂寺と蝦夷木の二人がリタイアを宣言した裏には、《何者か》の意図が働いているのではないかと、疑っているのだ。

　単純に考えれば、伊堂寺と蝦夷木の二人が脅(おど)されるなどして、半ば無理矢理にリタイアを宣言させられたのではないか、ということだが……まあ、そこまで簡単な話ではないだろう。

　だが、それに類するなんらかのことが、俺の知らない内に婚約者候補たちの間で起こっているのではないのだろうか。

　仮に俺の疑惑が当たっていた場合、《何者か》の最も有力な容疑者は、当然、羽(う)入(にゆう)田(だ)だ。

　伊堂寺と蝦夷木の二人がリタイアした今、残った婚約者候補は羽入田ただ一人。消去法で考えれば、羽入田が《正解》ということになる。

　疑惑がなかったとしても、それに飛びつくほど軽率でもないが、この状況ではなおのこと腰が引けてしまう。羽入田が何らかの方法で伊堂寺と蝦夷木をリタイアに追い込んだのだとしたら、それは正攻法では勝てないから――すなわち、自分が《不正解》だからということにならないだろうか？

　いや……《正解》だったとしても、自分が確実に選ばれるように細工を弄(ろう)することは考えられなくもないが、事が露(ろ)見(けん)した時のリスクが高すぎるのではないだろうか。今まさに俺が疑ってしまっているのが、その何よりの証拠だ。

　しかし、羽入田が《何者か》ではないケースも充分に考えられる。

　既に《不正解》だとわかり、《ゲーム》を脱落してしまっている二人――天(あ)海(まの)崎(さき)と奥(おく)有(う)楽(ら)のどちらかが、自分が正式な婚約者候補として選ばれるための方策として、他のすべての婚約者候補を蹴(け)落(お)とすという手段に出ないとは限らない。

　特に天海崎などは、自分が選ばれるために重要な条件の一つとして「自分も含めて婚約者候補全員が危険な場合」を想定しているのだ。例えばこの後、羽入田までもがリタイアを宣言したとすれば、まさに天海崎の望んだ状況になるだろう。

　いや、だが……。

　天海崎がそう考えていることを俺は知っている。他でもない天海崎自身の口から聞いたことなのだから、それは天海崎も承知している。ならば、あえて疑いの目が自分に向くようなリスクの高いことをするだろうか？

　それに、誰が画(かく)策(さく)しているにしろ、その方法が成功するためには、本来《正解》であるはずの人物が、俺に《不正解》であると自分で言わなくてはならない。

　そんなことがありえるのか？

　ない。……ように思える。思えるが、俺には計り知れない事情から、そうせざるを得ない状況に追い込まれることもあるのかもしれない。

　それに、奥有楽の時のこともある。奥有楽は《不正解》だったわけだが、少なくとも奥有楽自身は自分のことを《正解》だと思っていた。そしてそれは、決して間違いとも言えなかったのだ。奥有楽が、奥有楽乙(おと)音(の)でさえなければ、間違いではなかった。

　それとはまったく逆のことがあるかもしれない。

　伊堂寺、蝦夷木、羽入田の内の誰かが、自分では自分のことを《不正解》だと思っているが、実際には《正解》であるというようなことがある……のか？

　何か、無理な気がする。

　その場合、本人は俺のことを殺したいほど憎んでいると思っているが、実際には俺のことを心から愛しているという、わけのわからない状態にならないだろうか。

　……。

　……ツンデレ？

　いやいやいや。そんな恐ろしいツンデレはないだろう。ないと思いたい。

　しかし、その可能性を完全に無視してしまうのも何か怖い。

　じゃあ、何が正解なのだ。

　何を正解とするのが正解なのだろうか。

　正解を正解とするのは正解なのか。

「あ～～～っ！　わっけわかんねえ」

「おわっ!?」

　考えれば考えるほど深みに嵌(はま)っていきそうな状況に、俺は思わず頭を抱えて叫んでしまった。

　傍(はた)からはかなりおかしな人間に見えるだろうという自覚はあったものの、ついやってしまったのだ。まあ、近くにはあまり人もいないとわかっていたからできたことではあったが。

「びっくりしたー。どしたの？　難しい顔で黙り込んでたと思ったら急に大きな声上げてさ。あんま驚かせないでよ」

　俺の叫び声を聞きとがめた数少ない一人――というか、ほぼ唯一の人物――である伊堂寺が、人の気も知らないで呑(のん)気(き)な声を出した。

　ある日の昼休み。学校の屋上でのことだった。

　俺は伊堂寺と二人で昼食を摂(と)っていた。屋上には何人かの人間（そのほとんどはカップルだ）がいたが、その中に婚約者候補は一人もいない。たぶんみんな、おとなしく教室で食べているのだろう。

　最初は婚約者候補全員が『俺のために弁当を作り、一緒に食べる』という王道かつ古典的な手段に出たのだが、俺がせめて一人ずつにしてくれと伏して頼んだために、一日交替で一人ずつ順番ということになった。

　五人の女の子を侍(はべ)らせるような真似をして目立ちたくないというのがその理由だったのだが、今では無駄な努力だったかと思うようになってきていた。何しろ、ウチのクラスのほぼ全員が、毎日交代で昼食を摂っていることどころか、ローテーションの順番まで把握してしまっているのだ。

　これでは侍らせているのと何も変わらない。さらに言えば、俺はそういう人間だと、なぜかみんなに納得されてしまっているのが解(げ)せない。いや、解せなくもないんだが……実情はともかくとしてそう見られてしまうのは仕方がないとも思うのだが、やはり何か理不尽な気がしてしまう。

　じゃあ、今のような交代制ではなく、毎日、六人で仲良く食事をした方がいいのかと言うと……やはり面倒事が増えそうだから、今の方がまだマシかとも思ってしまうわけだ。

　それに、相手が一人であるからこそ――その場に他の婚約者候補がいないとわかっているからこそ、できることだってある。例えば、さっきの叫び声も、目の前に羽入田でもいれば口にできなかったことだろう。

　特に、今となっては、伊堂寺相手は気が楽だ。

　楽なんだが……。

「それにしてもお前はわかりやすいな」

「んあ？」

　俺は、やきそばパンを頰(ほお)張(ば)る伊堂寺と、自分の手の中にあるコロッケパンを見比べながら、ついそんなことを言ってしまう。

　今ではすっかり習慣となって、何かルーチンワークのような印象さえ与えるようになってしまった昼食の時間だが、元を正せば「お弁当を作ってきたので一緒に食べませんか？」というのがその大義名分だったはずだ。

　だから、というばかりではないのかもしれないが、みなそれぞれ手作りの弁当を持ってきていた。あ。いや、羽入田なんかは手作らせた弁当だったし、伊堂寺も出来合いの惣(そう)菜(ざい)や冷凍食品を弁当箱に詰めただけというものが多かったが、まあそれなりに《お弁当っぽい》ものではあった。

　ちなみに、天海崎の弁当は毎回手が込んでいる。見た目にも鮮やかで味も抜群だ。奥有楽も料理の腕前自体は天海崎に劣るものじゃないんだろうが少し地味……と言うと言葉が悪いのだが、やや華やかさにかけるところが性格が出ていて面白いと思ってしまう。蝦夷木も決して下手ではないのだが、どこかの民族料理なのか香りの強い香辛料や調味料を多用する癖があって、苦手に思うこともあった。

　明らかに本(プ)職(ロ)が作ったとわかる羽入田以外の弁当を初めて食べる時には、それなりに緊張したものだ。

「漫画やアニメの通例ならば、誰か一人くらい……事と次第によっては五人全員、料理が壊滅的というのがオヤクソクだね。しかし、君も男ならば、ま紫の奇妙な流動体が入っていたり弁当箱から何かの生物の触角が飛び出ていたとしても残らず完食したまえよ？」

　睦(む)月(つき)がそんなことを言って俺を脅したりするものだから、まさかとは思いつつも恐る恐る弁当箱を開けてしまった記憶がある。

　結局、蓋(ふた)を開けてみれば、俺の……というか睦月の考えすぎであり、やっぱりフィクションはフィクションだという当たり前のことを確認したにすぎなかった。

　それとも、羽入田はともかく、少なくとも四人の婚約者候補たちが例外的に極めて料理が上(じよう)手(ず)な人間だったということなのだろうか。その可能性もなくはない。おそらく一番料理を苦手としているであろう伊堂寺だって卵焼きくらいは作ってきたし、それだって形は少々不格好でも味は悪くなかった。それに、伊堂寺は天海崎や奥有楽たちから料理を習っていたらしく、毎回上達の跡がうかがえて、ある意味では一番楽しみにしていた弁当でもあった。

「それがこれだもんなあ……」

　手にしたコロッケパンを見つめながら、俺はため息をついた。

　俺の心情を完全に察したわけではないだろうが、それでも今日の昼食に不満を持っていることだけは伊堂寺にも充分伝わったらしい。俺に向かって、半眼になり責め立てるように口を開いた。

「なに？　なんか文句でもあんの？　持ってきてもらえるだけでもありがたいと思ってほしいね」

　いや、その通りだ。まったくもってその通りだ。全面的に伊堂寺が正しい。

　そもそも、たとえ習慣になっていたからと言って、昼食は作ってきてもらえるものだと考えていた俺が、あまりにも傲(ごう)慢(まん)だったのだ。

　自分で用意した場合、弁当がかち合ってどちらかが無駄になってしまうから、自分の分は用意しないようにしていたとか、言い訳をしようと思えばできるのだが、あくまでも婚約者候補たちの好意でなりたっていたのだから、どんなものが出てこようと（何も出てこなかったとしても）、俺が文句を言う筋合いではない。

　それはわかっているのだが……。

「さて、今日の弁当は何かな？」と楽しみにしていたところに、「はい、おべんと」と、コンビニの袋に入ったコロッケパンとやきそばパンとカレーパンとメロンパンを渡された時の心情も少しは察してほしい。

「……まあ、安心って言えば安心か」

　低レベルな不満を除けば、俺にとって伊堂寺の態度は悪いものではない。

　今日は、伊堂寺が《ゲーム》のリタイアを宣言してから初めて二人で昼食を摂った。

　伊堂寺が、今までそれなりにちゃんと弁当を作り、人に習ってまで料理の腕を上げようとしていたのは、少しでも俺に好感を持ってもらおうとしてのことでもあっただろうが、なによりも自分が俺に対して好意を抱いているのだと、俺に証明するためのことだっただろう。

　それがここに来てあからさまに手を抜いたものになったのは、その必要性がなくなったということだ。

　名実共に俺に選ばれるつもりがまったくなくなったということだ。

　ここにいる伊堂寺依(い)已(い)子(こ)は、《ゲーム》に参加する婚約者候補なんて異常な存在じゃなくて、ごく当たり前のクラスメイトだということだ。

　そう確信できるのは、とても心安らぐことだった。

　それを思えば、伊堂寺がさっき言っていた通り、今日の昼飯を用意してもらえただけでもありがたいと思うべきなのだろう。

「さっきから、一体どしたの？」

　苦笑を浮かべつつコロッケパンを咀(そ)嚼(しやく)する俺を見て、伊堂寺が眉を寄せた。

「ムスーっとしてたり、突然叫んだり、不満顔になったり、ニヤニヤしたり。ぶっちゃけ、ちょっとキモいんだけど」

　キモいとまで言うことはないだろう。とは思ったが、今日は自分の感情に振り回され気味なのは気づいていた。

「まあ、いろいろと考えることが多いんだよ、これでも」

「そらわかるけどさ……」

　言いつつ、伊堂寺は不満げに口をすぼめる。

「もうちょっと気を遣ってもいいんじゃない？　どうせ、他の子たちのことを考えてたんだろうけどさ、今目の前にいるのはあたしなんだから、少しはあたしのことも考えたらどうよ」

　言われて、驚いてしまった。伊堂寺は、目を丸くして伊堂寺を見つめる俺を、ますます不満げな様子で睨(にら)みつけた。

「なに、その顔」

「いや……伊堂寺がそういうこと気にするタイプだと思わなかったから」

「もー、タイプとかそういう問題じゃないでしょ。礼儀、マナーよ。一般常識って言ってもいいくらいだよ」

　まあ……そうかもな。

「いや、悪かった。けど、一応言い訳すると、お前のことだって考えてたぞ」

「へ、へえ……」

　少し顔を引きつらせるようにして笑みを浮かべる伊堂寺からは、さまざまな感情が見え隠れした。疑念に困惑、それから喜びというところか。

「ど、どんなこと？」

「伊堂寺は単純でいいなって」

　即座に伊堂寺がむっとするのがわかった。まあ、むっとするだろうなとわかった上で言ったのだが。

　俺はすぐに謝意をこめた苦笑を浮かべながら、

「褒(ほ)め言葉だぞ？」

　と言った。幸い、それが本心であることは伊堂寺にも伝わったようだが、不機嫌そうな表情を変えることもなかった。

「前に蝦夷木ちゃんを褒めた時もそうだったけどさ、なんだって節(せつ)の褒め言葉はそう捻(ひね)くれてんだろうね」

「蝦夷木？　……ああ、そんなこともあったな」

　確かに以前、蝦夷木を褒めた時も、ちょっと持って回った言い方をして、クラスメイトほぼ全員から人間失格のような罵(ば)声(せい)を浴びる羽目になってしまったことがあった。

「まったくさー。他のみんなの苦労が偲(しの)ばれるよね」

　表情は苦り切っているが、その声色はやはりどこか気楽そうでもある。

「俺だってずいぶん苦労してんだ、あいつらも多少は苦労してくれないと割に合わないからな」

「うわ。性格悪いなー……わかってたけど」

「悪くもなるさ。文字通り生死がかかってんだからな。そっちは《ゲーム》に負けたとしたってほぼノーリスクの上に、こっちは勝ったところで大したリターンがあるわけじゃない。今更言っても仕方がないことだけど、条件が不公平すぎだ」

　つい伊堂寺に向かって不平を漏らしてしまった。もちろん伊堂寺自身には何の責任もないことなのだが、既に勝負とは関係のない場所にいて、なおかつ大方の事情を知っているという立場が、愚(ぐ)痴(ち)を聞いてもらうにはちょうどいいと思ってしまったのだ。

「んー？　それはどうかなあ……」

　何かの意見を期待したわけではなかったのだが、俺の言葉を聞いた伊堂寺は、少し考え込んだ後、常にない真面目な顔つきでそう言った。

「そもそも、不公平って言うなら、節の立場が既に公平じゃないでしょ」

「……？　どういう意味だ？」

「だからあ、節は遠(をん)々(どお)原(ばる)家の御(おん)曹(ぞう)司(し)ってこと。そんな立場、どれだけ望んだって得られるものじゃないでしょ。ありきたりな中流家庭に育ったあたしとしては、そういう立場の人間がいること自体、少し不公平に感じるところもあるわけよ。情けない僻(ひが)み根性ってのは自覚してるけどね」

　俺は何の苦労もなくこの立場を得たわけでもなければ、この立場を維持するための努力もしているつもりだ。だが、俺が親(おや)爺(じ)の養子になれたのは、たまたまそういう機会があったからに他ならない。その幸運を得たことを不公平というのならば、確かに不公平なのだろう。

「だから、ハンデ？　みたいなものかなあ」

　聞くべきところがないわけでもないとは思った。

　遠々原の養子になる幸運を得た俺と、それを得られなかった者の差が、この《ゲーム》におけるリスクとリターンの差なのだと思えば、他人に愚痴を聞かせるのがみっともないと思える程度には納得できる。

「まあ、節の気持ちもわからないではないから、愚痴くらいならいくらでも聞くけどさ」

　そう言ってくれるのはありがたいことではあるが、そうも鷹(おう)揚(よう)になられると逆に自分の行いが恥ずかしくもなるものだ。

「いや、悪い。反省した。少なくとも、お前に不満をぶつけることはなかったよな」

「そう？　あたしはあんまり気にしないけど。たぶん、これからも節には世話になるんだろうし、あたしにできることがあったらなんでも言ってよ」

　にかっと笑いながら伊堂寺は言った。

　いいやつだな、と本心から思う。伊堂寺の性格はこの数か月の間でそれなりに把握していたつもりではあったが、改めてそう思ったというよりは、初めてそう感じたという感覚に近い。

　もちろんこれまでにだって、さっぱりとした気持ちのいい性格のやつだなと思うことは多々あったが、問題は俺がそれを信用しきれなかったことだ。

　これは本当の性格なのか。《ゲーム》のために作り上げた仮面なんじゃないのか。その疑念を完全に晴らすことができずにいたのだ。

　だから、俺が伊堂寺のことをいいやつだと思えることは、誰にだかはわからないが感謝し、ありがたく思うべきことなのだろう。

「じゃあ、ひとつ訊(き)いてもいいか？」

「ん。何？」

「伊堂寺は、誰が《正解》だと思ってたんだ？」

「うえっ!?　唐突だなあ」

「自分が《不正解》だとわかってたんだから、今までだってそういうことをまったく考えなかったわけじゃないだろう？」

「そりゃそうだけど、今更じゃない？　ここまで来た以上、誰が《正解》だなんて……」

《ゲーム》に決着がつきそうになっているのだから、伊堂寺が言いたいこともわかる。だが俺は、「いやいや」と手を振りながら、できるだけ気楽な調子で言う。

「例えば、《ゲーム》が始まったばっかりの頃はどうだった？」

「え？　そうだなあ、誰が《正解》とかはあんまりわからなかったけど――」

　慎重に、ゆっくりとそこまで喋(しやべ)ったところで、伊堂寺ははっと何かに気づいたように言葉をとめた。

「ごめん、今のなし。やっぱわかんないや」

　伊堂寺が何を言おうとし、なぜ途中でやめてしまったのか。その理由はなんとなく察することができる。

　伊堂寺は、誰が《正解》かはわからなかったが、自分を除く四人の中でこの人物は《不正解》だと考えている者がいたのだ。言葉をとめてしまったのは、この場で名前をあげるのは、その誰かを陰(かげ)で非難するように思えて気が引けたのだろう。

「そこまで言っておいてやめないでくれよ。気になるだろ」

「だって、陰口叩(たた)くみたいで気分わるいじゃん」

　予想通りの反応だった。俺は、「それを陰口とは思わないけど」と言いつつ、何気ない中に残念さが含まれるように、力ない笑いと共に言葉を続ける。

「まあ、いいか。伊堂寺が嫌だってことを無理に訊こうとは思わないからな」

「あ……」

　伊堂寺は本来自分にはまったく責任のないことだというのに、何か自分が悪いことでもしてしまったかのような不安げな表情を浮かべた。

　これまた予想通りの反応だった。というか、伊堂寺ならそういう反応を返すだろうと思ったから、あんな言い方をしたのだ。

　今更、伊堂寺の印象で俺の考えが変わるとも思わなかったが、それでも第三者の意見というのは貴重だった。俺の言葉はそれを引き出すための演技に過ぎない。

「……わかった。やっぱり言う」

　少し寂しげに（もちろん、そう見えるように）パンに嚙(かじ)り付く俺を見ていた伊堂寺は、案の定意見を翻(ひるがえ)した。

「本当にいいんだぞ？」

　と、追い討ちをかける俺に、伊堂寺は「ううん」と首を振る。

「よく考えてみれば、あたしの目的のためには節に勝ってもらわなきゃならないんだし、そのためにはつまんない意地とか張ってる場合じゃないよね、うん」

　その意見は間違っているわけじゃないが、一〇〇パーセント本心でもないだろう。まず、俺に話すという結論があって、その理由を正論で糊(こ)塗(と)したものだ。

　結局、伊堂寺がいいやつだからという以上の理由はない。

「うーんとね、たぶんこの人は《正解》じゃないなとあたしが思ったのは――」

　遠慮がちになりながら伊堂寺が紡(つむ)いでいく言葉を聞きながら、俺は思わずごくりと唾を飲み込んでしまっていた。やはり、誰の名が出るのか楽しみでもあり恐ろしくもある。

「羽入田ちゃん」

　伊堂寺が《不正解》としてあげたその名を聞き、俺は少なからずショックを受けた。……そして、ショックを受けた自分に驚いた。

「なんで……そう思った？」

「いや、まあ、印象だからなんでって改めて訊かれると難しいんだけど……なんか普段から演技っぽいっていうか、芝居がかってるっていうか……」

　それは普段からの態度――もう少し具体的に言うと、喋り方からの連想だろう。羽入田の話し方は典型的な上流階級のものだったが、それだけに今の社会の中では異質だ。

　俺も遠々原家に来てから育ちのいい人間には何人となく会って来たが、羽入田のような喋り方をする人物は同年代では皆無だった。演劇などのフィクションの中でしか聞いたことがない。

　だから、羽入田の喋り方を聞いて、まるで台本のセリフを喋っているように伊堂寺が感じたとしても無理はないだろう。

　伊堂寺が、羽入田は《不正解》だと感じたのが、その印象から来るものだけだとするなら、さほど気にすることでもない……と思う。

　そもそも、話し方というのは周りの環境に左右されるものだ。たとえ日本人でも海外で育てば外国語を操るようになる。両親共に日本人で、家の中で日本語しか使わなかったとしても、外に出れば自然と外国語になるものだ。同じように、家の中で羽入田のような喋り方をするよう躾(しつ)けられていたのだとしても、外に出てそれが異質だと感じるようになれば、やはり自然と変わっていくようになる。具体例をあげるなら、親の呼び方などそうだろう。家の中で「パパ」「ママ」という言葉を使っていたとしても、学校生活などでそれに違和感を覚えるようになると、「お父さん」とか「おやじ」とかの呼び方になるのが普通で……。

　……？　なんだ？　何か変じゃないか？

　俺は自分の思考にちょっと引っかかるものを感じたのだが、その正体が何なのか、自分でも摑(つか)みかねてしまった。

「あ、あの……ごめん。ごめんね？」

　黙考を始めてしまった俺の様子に不安に駆られたのか、伊堂寺は唐突に謝ってきた。

「ほ……ほら、あたしなんてなんも考えないでテキトーに言ってるだけだからさ。あ、あんま気にすることないよ」

　自分の考えを元に俺が方針を決めたり、意見を変えたりすることが怖くなったのだろう。伊堂寺は慌てて言い訳めいた言葉を並べる。

　覚悟のない言葉だったと非難することもできるのかもしれないが、普通の人間は常日頃からそんなに覚悟を持って喋っていたりしないだろう。俺だってその場限りの適当な言葉を吐くことは多い。

　そもそも誰かの意見に左右されようが、結局のところ決めるのは俺だ。その決断の責任を別の誰かに負わせるのは覚悟云(うん)々(ぬん)以前のみっともないことだ。

「心配すんなって。もしも羽入田が《正解》で、そのせいで俺が《ゲーム》に負けたとしても、伊堂寺のせいにしたりしないさ」

「う……うん」

　伊堂寺はぎこちなく頷(うなず)いたものの、本当にそのせいで俺が《ゲーム》に負けたとしたら、罪悪感を覚えたり責任を感じたりするんじゃないだろうか。

　自分のせいとまで思いそうな気がする。そして俺は、そんな伊堂寺の気持ちを利用して、何かを引き出せないかと考えることだろう。まあ、《ゲーム》に負けた俺にそんな余裕があればの話だが。

　やれやれ。伊堂寺がいいやつだからこそ、自分が薄汚れているのがよくわかる。

　俺が苦笑を浮かべたのとほぼ同時に、昼休みの終了を告げるチャイムが鳴り響いた。




＊




「チャイってどこの？」

「確かインドでしたかしら？」

「インドかー。インドの人ってどんなの着てたっけ？」

「民族衣装っていうと……サリーでしたっけ？」

「これなのです」

「ああ、これか。悪くないかな？　でも、あたしには似合わなそうな気がする。どっちかって言うと蝦夷木ちゃん向きじゃない？」

「そうです？」

「少し神秘的な感じがえりいさんには合ってるかもしれませんね。むしろ依已子さんはチャイナドレスとか似合いそうですけれど」

「チャイナかー。でも、チャイナは体のラインが出るからなあ……。ねえ、奥有楽ちゃん。あとどんなメニューがあったっけ？」

「えと……後は、ウィンナ・コーヒーとか……」

「ウィンナーが入ってる……わけじゃないのはあたしも知ってる。あれだ、生クリームが浮かんでるやつ。ウィンナだから……ウィーン？　ウィーンってどこだっけ？」

「オーストリアですわね」

「オーストリア……民族衣装……。でぃ……ディアンドル？」

「あ、可愛(かわい)い。これいいんじゃないですか、依已子さん」

「可愛いけど……あたしが着るにはちょっと可愛すぎる気がしない？」

「「ああ、確かに」」

「……一斉に納得されるのもなんか腹立つなあ」

　夜。

　夕食後しばらくして、コーヒーでも淹(い)れるかと一階のキッチンまで下りていくと、食堂の方から婚約者候補たちのにぎやかな話し声が聞こえて来た。

　ちらりと聞こえただけの会話だったが、何を話していたのかは大体わかった。学園祭の準備だ。当日に着る衣装を探しているのだろう。少し覗(のぞ)けば、テーブルの上に一台ノートパソコンが拡(ひろ)げられていて、蝦夷木がそれを操作している。インターネットで民族衣装を検索しているようだった。

　そちらに顔を出すつもりはなかった。最近多いらしい女同士のお茶会というやつなのだろうし、そんな中に男がノコノコと行っても煙たがられるだけだろう。俺はコーヒーを淹れたらさっさと自室に戻ろうと思っていたのだが、俺の考えとは裏腹に伊堂寺に呼び止められてしまった。

「あ、節！　ちょっとこれ見て、衣装のことなんだけどさ」

「衣装？」

　まさか無視をするわけにもいかない。俺は、今までの会話のことなんてまるで知りませんよという顔をしながら伊堂寺たちの方へと近づいて行った。別に後ろ暗いところがあるわけではないのだが、まあ、一種の礼儀のようなものだ。輪の中にいない人間に自分たちの会話を聞かれているのは、どんな他愛のない言葉だとしても、あまり気持ちのいいものじゃない。

「ねえ、どれがいいかな？」

　と言いながら、伊堂寺は俺に画面が見えるようノートパソコンの位置を少しずらす。

「そんなこと言われてもなあ……」

　ディスプレイには四つほどのウィンドウが開いており、それぞれにどこかの国の民族衣装が表示されていた。頭の中でその衣装を伊堂寺に着せてみるがどうもピンとこない。と言うか、どれもそれなりに似合いそうな気がする。普段はあまり意識しないようにしているが、伊堂寺だって充分に美少女の範(はん)疇(ちゆう)に入る容姿だ。中身がよければ、大抵の衣装はプラス材料にしか働かないものだ。

　かと言って、「全部可愛い」とか「どれもいい」とか言おうものなら、真面目に考えろと言われるのがオチだろうし、どれかひとつを選ぼうと「それもいいけど、でもな……」となるに決まってる。偏見を承知の上で断言するが、女の衣装選びってのはそういうもんだ。

　しかし、何も言わないというわけにもいかないし、どうしたもんか。

　そう言えば、さっき天海崎が伊堂寺にはチャイナドレスが似合いそうとか言ってたか。せっかくだから乗っからせてもらおう。

「どれもいいとは思うけど……ああ、このチャイナドレスとか伊堂寺に似合いそうじゃないか」

　俺にミスはなかったはずだ。間違いなく、今画像を見て気づいたという雰囲気を出せていたはずだ。なのに伊堂寺は、ひどく疑わしげな視線を俺に向ける。

「……節さ、さっきの天海崎ちゃんの言葉聞いてたでしょ」

　ぎくりとする。だが、ここで「なんでわかった？」とか言い出すほど間抜けじゃない。

「……？　何の話だ？」

　きょとんとした顔を作る。声に震えもない。完璧だ。

　完璧のはずなのだが、なぜか伊堂寺の疑惑はますます深まってしまった。

「いーや、絶対聞いてたね！　だって、いつもの節だったら『俺の知ったことか。お前が着るものなんてどうでもいい』とか言うに決まってる！」

「……お前の中での俺は、どうなってんだ」

　どうも伊堂寺の中で遠々原節という人間は、冷酷非情かつ人の癇(かん)に障る言葉を撒(ま)き散らす人物として確定しているらしい。

　解せん。俺はこんなにも周りに気を遣って生きているというのに。

「まあ、いいじゃないですか依已子さん。節さんだって、節さんなりに気を遣ってくれたってことですよ」

　ありがとう天海崎。いいこと言った。

　でも、天海崎の中でも俺に対する評価は伊堂寺と大差ない気がするのは気のせいだろうか……？

「むう……」と、伊堂寺は天海崎の取り成しにも納得がいかないように口をすぼめていた。……なんだかもう、本当に「俺の知ったことか」とか言いたくなる。

「そもそも俺に服のことを訊かれても困る。ろくに助言とかできないんだから、伊堂寺の好きにすりゃいいだろ」

「本音が出たな……いや、本性を現したと言うべきか……」

「ああ、もう！　どうしろってんだ！」

　思わず頭を掻(か)き毟(むし)りたくさえなってしまったその時、呆(あき)れ果てた様子の声が俺の耳へと飛び込んできた。

「君も馬鹿だなあ。一度噓(うそ)をついたのなら、噓をつき通すくらいの甲(か)斐(い)性(しよう)を見せたらどうなんだい」

　な……なんてこった。よりによって、嫌な時に嫌なヤツが……。

「何の用だ、睦月」

　この場に睦月が来たということは、今後俺の立場は悪くなりこそすれ良くなることはありえない。それを回避する方法は、早急に睦月を追い払うか、俺が逃げるかだ。基本方針は後者だが、前者が達せられるならばそちらの方がいい。

　俺の言葉に「特に用はない」的な答えを睦月が返した時は、学園祭の話をしているとかなんとか言って、睦月を部外者扱いして追い払おう。「用がある」と言われた時は、場所を変えようと言って、この場から逃げ出してしまえばいい。

　俺は瞬時にしてそう決心したが、睦月から返ってきた答えは俺の予想から少し外れたものだった。

「用はあるが、節にじゃあないよ」

「え？」

　てっきり睦月は会話を聞きつけて、俺のことをいじりに来たのかと思っていたのだが、どうやら俺の考えすぎだったようだ。さして興味がある風でもなく、すぐに俺から目を逸(そ)らし、視線を別の人物へと向けた。

「――羽入田嬢」

「はい？　どうかなさいまして？」

「昨日、君のご自宅からの荷物を預かったのだが、渡すのを忘れてしまっていたんだ。すっかりと遅くなってしまったが、大丈夫かい？」

　言いつつ、睦月は手にしていた風呂敷包みを軽く抱え上げて見せる。

「荷物……？　ああ、お振(ふり)袖(そで)でございましょう。問題ございませんわ、ご苦労さまでございました」

「まあ、これも私の仕事だしね。ちなみに、それは例のコスプレ喫茶とやらに着ていくつもりのものなのかい？」

「コスプレ喫茶じゃなくて多国籍喫茶だよ、睦月ちゃん」

　伊堂寺が一応訂正はしたが、

「話を聞いている限りだと、似たようなことになりそうな気がするがねえ」

　睦月のその皮肉げな言葉には、一同乾いた笑みを浮かべることしかできなかった。俺も、睦月の想像を否定することはできそうにない。

「どちらにしろ、学校行事に着ていくにしてはこの振袖は上等すぎると思うのだが、大丈夫なのかね」

「大丈夫……？　何が大丈夫なのですの？」

「杞(き)憂(ゆう)ならいいのだが、喫茶というからには君もウェイトレスの真似事のようなことをするのだろうし、万が一汚しでもしたらお母上にお叱(しか)りを受けるようなことになるのではないかと思ってね」

　そう言えば、羽入田は継(まま)母(はは)になる今の母親とは、極めて険悪な関係だったはずだ。睦月の言葉もそのあたりを心配してのことなのだろうが、当の羽入田自身は、ぽかんとした少し間抜けな表情を浮かべるばかりだった。

「母ですか？　ご心配いただくようなことはございませんわ」

　そうなのだろうか？　話を聞く限りでは、睦月の心配の方が的を射ている気がするのだが……まあ、当人が言っているのだから、それ以上口出しもできないか。睦月も同じようなことを思っていたのか、少しの間、眉を寄せて羽入田を見ていたようだ。

「君がそう言うのなら、私の杞憂だったのだろうね」

「ご配慮、恐れ入ります」

　羽入田は微笑(ほほえ)みつつ礼を言いながらも、睦月が差し出した風呂敷包みを見て、

「お振袖は、お部屋の方へお願いしますわ」

　自然と口にしたところに、なるほどお嬢さまだと思ってしまった。

　人を使うことに慣れているとでも言うか、おそらく羽入田以外だったら、この場で受け取っていただろう。

「ああ、そうだね。気が利(き)かなくてすまないね」

　睦月はそう言って、風呂敷包みを持ったまま踵(きびす)を返す。うまいこと睦月を追い払ってもらえて、内心ラッキーと思っていたのは内緒だ。

「むう……」

　去っていく睦月の背を眺めながら、伊堂寺が奇妙な唸(うな)り声(ごえ)を上げた。

「羽入田ちゃんは振袖かあ……あっ。そう言えば、昨日、睦月ちゃんが奥有楽ちゃんに似たような風呂敷包みを届けてたけど、もしかして……？」

「え？　あ、は、はい……わたしも、お着物にしようと思って、家から届けてもらったんです」

「でもそれって、お高いのでしょう？」

　伊堂寺は唐突に、深夜の通販番組のリポーターのようなセリフを口にする。だが、残念ながら奥有楽は「ところが驚きのこの価格！」などとノリのいいことを言えるヤツではない。

「え？　え、ええ？　その……家のものなので、お値段はわかりませんけど……」

「む」

　と唸ると、伊堂寺は視線を俺に向けた。「どう思う？」とでも問いたげな表情だ。なぜ俺に話を振るんだ、とは思ったが、お望みなら言ってやろう。

「まあ、他でもない奥有楽家だ。その家のものだというのなら、生(なま)半(なか)なものじゃないだろうな。質も、当然値段も」

「だよねえ。むううう……二人とも立派な着物かあ……」

　そんなことを呟(つぶや)きながら、伊堂寺は険しい視線でパソコンの画面を睨みつけていた。当日に羽入田や奥有楽が着る衣装の話を聞き、画面の中に映る自分の候補との差を考えてしまったのだろう。

「所詮は学祭の出し物じゃないか。そんな無理に張り合うことはないだろう」

「そうかもだけど。他の人が着てくものを聞いたら多少は対抗心もわくってもんじゃない。どうして、この微妙なオトメゴコロをわっかんないかなー、節は」

　乙女心ねえ。そればっかりは永遠の謎(なぞ)だな。一生、わかる気がしない。

「あっ！　そうだ！」

　何か名案を思いついたというように、伊堂寺がポンと手を拍(う)った。少し嫌な予感がする。先手を打って釘(くぎ)を刺しておくことにした。

「一応、言っておくが、金なら貸さないぞ」

「うえぇっ!?　なんでわかったの!?」

　やっぱりか。

「……世の中には、他人の誕生日に、誕生日プレゼントと言って自分の服を買うような人間もいるってことだよ」

　ちなみに睦月のことだ。「君にとって一番顔を合わせる人間なのだから、私が綺(き)麗(れい)な方が君も嬉(うれ)しいだろう？」という論(ろん)旨(し)らしい。その後に「だから、金をよこせ」と続くのだが。

　睦月に言わせれば、それも乙女心なのだそうだ。俺が乙女心と聞いて嫌な予感がしてしまった理由はわかってもらえると思う。

「ちぇっ、じゃあいいよ。ケッ、使えねえヤロウだ」

　チンピラか、お前は。

　まあ、話も一段落したようだし、元の予定通りコーヒーを淹れて帰ろうとしたところに、

「あ……あの……」

　おそらく今まで話を切り出す機会をうかがっていたのだろう、奥有楽の遠慮がちな声が聞こえてきた。

「め、メニューはどう……かな？」

「メニュー？」

　咄(とつ)嗟(さ)のことでつい間の抜けた反応を返してしまったが、当然、学園祭の模擬店で出すメニューのことだろう。

「節くんが食べたいものとか、飲みたいものとか」

　ふむ。コーヒーにはそれなりに好みもある俺だが、学園祭の模擬店にあまり細かいことを言っても仕方がないだろうし、それ以外となるとあまり思い浮かばないのが我ながら情けない。

「ちなみに、今のところ何が決まってるんだ？」

「あ、えと……ま、まだ決まってはないんだけど、候補が……これ」

　奥有楽が見せて寄(よ)越(こ)したレポート用紙には、手書き文字で飲み物の名前が羅列してあった。何人かで意見を出し合っているとは思うのだが、見たところ、やたらお茶に偏(かたよ)っていた。

　日本茶だけでも抹茶に始まり、煎(せん)茶(ちや)、番茶、ほうじ茶、玄(げん)米(まい)茶(ちや)と、この時点で既にいくつか減らした方がいいんじゃないかと思える。続いて、プーアル茶とジャスミン茶はいいとして、ウーロン茶は凍(とう)頂(ちよう)烏龍(ウーロン)茶(ちや)と鉄(てつ)観(かん)音(のん)をわける必要はないんじゃないだろうか。紅茶もアッサム、ダージリンまではわかるがニルギリとシレットは余計な気がするし、チャイも使用する香辛料がいくつも書かれていた。まさか全部まとめて入れるとは思えないから、ジンジャーチャイやアップルチャイなどとして個別に出すつもりなのだろう。

　と、お茶にはここまでこだわっているくせに、コーヒーにはアメリカンとウィンナ・コーヒーしかないのが少し腹立たしい。あえてこの二つが選ばれたのは、名前に外国の国名や地名が入っていて《多国籍っぽい》からなんだろうが、だったらコロンビアやグアテマラやキリマンジャロだって地名だぞと主張してみたくなる。

　もちろん実際にはしない。したのは別のことだった。

「なんか、カフェインばっかりだな。もっとジュースとかあってもいいんじゃないか？」

「う、うん……でも、あんまり外国っぽいものが思い浮かばなくて……」

「パイナップルとかマンゴーとかのジュースならおかしくはないと思うけどな」

　どちらも、もう日本で普通に食べられる果物だから、外国っぽいかと言われると微妙かもしれないが、感覚的にはアリな気がする。

「あと外国って言うと……ああ、ジンジャーエールだな」

「じ……ジンジャーエール？」

「それって、外国っぽいかなあ？」

　一斉に首を捻(ひね)られてしまった。まあ、その気持ちもわかる。ただ、個人的には海外の印象が強い飲み物なのだ。

「実は、ハワイで飲んだジンジャーエールが強烈でさ。やたらと辛かったんだ。ジンジャーっていうくらいだから当然、生(しよう)姜(が)なんだけど、それを飲むまでまったく意識したことがなかったから妙に記憶に残ってんだよな」

「え？　ジンジャーエールって、ハワイの飲み物なの？」

「違う、違う。俺が飲んだ場所がハワイだったってだけ。確か、カナダかどっかが発祥のはずだ」

「ハワイかあ……いいなあ、あたし実は海外に行ったことがないんだよね」

　伊堂寺はそう言って羨(うらや)ましそうに俺を見てくるが、当の俺は思わず顔を引きつらせてしまった。

　実は、羨ましがられるようなことではない。むしろ同情されたいくらいだ。

　俺がハワイに行ったのは中学に上がってすぐの夏休みのことで、行ったというよりは置き去りにされたとでも言ったほうが正しい。ほぼ無一文でハワイに放り出され「帰りたければ自力で帰ってこい」と、親爺のありがたいお言葉だけが残された。色々あってなんとか日本に帰って来られたのだが、その時には既に夏休みは終わり、それどころか秋に差し掛かろうかという頃合いだった。

「別にそんなにいいところでもないぞ。日本人観光客ばっかりだし、すっかり観光地化されてるから、外国ってよりテーマパークみたいな感じもしてくるし」

　そんなこともあって、俺はあまりハワイにいい印象がなく、ハワイを愛する人や観光協会の人に聞かれたら石でも投げられそうなセリフをつい口にしてしまう。巡り合わせの悪さや詳しく知る機会がなかったことからくる偏見かもしれないとは思っているのだが、恨(うら)むなら俺をあんな目にあわせた親爺を恨んでくれ。

「その言い方もなんか海外慣れしてるって感じで、ちょっと悔しい」

「別に悔しがることもないだろう。お前だって、来年にはオーストラリアに行くじゃないか」

　高原学園高校の修学旅行は二年生の三月、進級する直前にある。今年度の旅行地はオーストラリアなのだ。

「あっ。そうだったそうだった！　いやー、ホントいい学校に転校してきたよねえ」

　先ほどまでの仏(ぶつ)頂(ちよう)面(づら)が噓のように、伊堂寺は顔をぱあっと輝かせた。

　しかし、不意に何かに気づいた様子で小首を傾(かし)げた。

「あれ？　でも、あたしパスポート持ってないけど、いいの？」

　いやいや。いいわけがないだろう。

「大丈夫ですよ、依已子さん。パスポートを持ってない人のために、申請のための書類の書き方とか用意するものとかを指導する時間を作ってくれるらしいですから」

　天海崎が何か微笑ましい生き物を見るような眼(まな)差(ざ)しで言った。

　他の三人……いや、俺も含めて四人も、多かれ少なかれ似たような視線を伊堂寺に向けていた。

　視線に気づいた伊堂寺は、きょろきょろと自分に向けられた微笑を見回し、

「もしかして……海外に行ったことがないのってあたしだけ？」

「えりいだってないのです」

「あら。わたくしだってございませんわ」

「わたしもありませんよ」

　伊堂寺の僻みじみた口調とは裏腹に、蝦夷木、羽入田、天海崎と次々にその言葉を否定する。

「あ、そうなの？　あたし以外はみんなお嬢だと思ってたからてっきり」

「えりいは正真正銘、慎ましやかな小市民なのです」

　蝦夷木はそうだろう。金銭面ではこの中で一番苦労していたはずで、海外旅行など望むべくもなかったはずだが、俺にしても天海崎や羽入田までそうだったとは意外だった。

「弟が病弱でしたから……」

　俺や伊堂寺から意外そうな視線を受けた天海崎は、そう寂しげな苦笑を浮かべた。

　そうだった。天海崎の弟は幼い頃から重い病気を患(わずら)っていて、この春には余命幾(いく)許(ばく)もない状態にまでなってしまっていたのだ。長旅は体に障っただろうし、かと言ってそんな子供を置いて観光もできないだろう。

　それを忘れていた俺も間抜けだったが、間抜けは俺だけじゃなかった。天海崎の言葉を聞いて、その場のほぼ全員が「ああ……」と納得と同情の籠(こ)もった嘆息をもらし、その後に続く言葉を失ってしまう。

　話題を出した責任とでも思ったのか、伊堂寺があきらかに作ったとわかるおどけた声を出した。

「ところで奥有楽ちゃん。黙っているということは、さては……!?」

「ご、ごめん……なさいっ」

　いや、何も謝ることはないだろう奥有楽。

　昔はともかく、今の奥有楽は奥有楽グループ会長の孫娘、奥有楽家の令嬢だ。一度も海外に行ったこともないと言われてはかえって驚きだ。

「で……でも、一回！　一回だけなんです……ぅ」

　そんな、つい出来心で軽犯罪を犯しましたみたいな言い方をせんでも……。

「回数の問題じゃないわ、奥有楽ちゃん！　一回だろうと何だろうと、したことはしたのねっ！」

　海外旅行をね。

「うぅ……し、しました……」

　海外旅行を。

「そう……してしまったのね……」

　だから、海外旅行をな。
















　頭の中でそうでも唱えていないと、なんだか変な妄想をしそうになる会話だ。

　伊堂寺は頰に片手を添えると、ふぅ、と妙にアンニュイなため息をついた。

「奥有楽ちゃんは、あたしたちよりも一足先に大人の階段を上ってしまったのね……」

　なに言ってんだ、こいつ？

「おいおい。海外旅行ぐらいで何を言ってんだよ」

　重くしてしまった場の空気を和ますためというのはわかるのだが、ここら辺で止めておかないと、ひどいことになりそうだ。

　いや、遅かった……のか？

　その場にいた全員から胡(う)乱(ろん)な視線で見つめられてしまった。

「節は何度もしてるから、そういうことを言うのです」

　だから、目的語をつけてくれ、目的語！

「そうですね。節さんは経験豊富なようですから」

　そんな！　天海崎まで!?

「そ、そりゃあ、海外には何度か行ってるが……」

　あれは海外旅行なんて呑気なもんじゃない。ハワイの一件もそうだが、俺が海外に行く時には、もれなく親爺が絡んでくる。親爺のお供とか、親爺と一緒にというものですらない。そもそも俺は、親爺の乗る飛行機に同乗したことさえないのだ。

　気分屋かつ金も権力も有り余っている親爺は、何の前触れもなく海外に行く。前後の予定も顧みない。親爺一人が顧みないのならいいのだが、親爺が顧みない時にはもれなく遠々原グループに属する多くの人間が顧みられなくなる。

　特にひどいのが、年末年始や自身の誕生日だ。大勢の人が機嫌伺(うかが)いに来なければならないことをわかっているくせに、唐突に海外に行ったりする。出国までに一週間の猶(ゆう)予(よ)があればいい方で、大(おお)晦日(みそか)にいきなり渡米なんてこともあった。機内泊と空港のベンチでの仮眠を合わせ、０泊４日なんて強行スケジュールを強いられたこともある。これはもう、旅行というよりも修行だ。

　だから、何ひとつ羨ましがられる要素などないのだ！

　と言おうとしたのだが、やめた。聞いてくれそうな雰囲気でもないし、言ったところで無駄な気がする。

　では、どうするか？

　決まってる。

「あっ！　こら、節！　逃げんなーっ！」

　家出（計画中）娘には言われたくないぞ。




＊




「『自分の目的が達成されるなら、《ゲーム》の勝敗にこだわる必要はない』という話が出たそうだが、憶(おぼ)えてるか？」

　俺の言葉は唐突といえば唐突だっただろう。

　昼休み。蝦夷木と二人で昼食を摂っている時のことだ。会話の前後も関係なくそんなことを言ってしまったため、箸(はし)を持つ蝦夷木の手がぴたりと止まった。

　何を考えているのか（何も考えていないのか）、そのままフリーズすること数十秒。再び動き出したかと思えば、箸で摘(つま)んだままになっていた香辛料の香りがきつい鶏(とり)肉を口に運んだ。

　なんか、前にもこういうことがあったような……流(は)行(や)ってんのか？

「蝦夷木？」

　表情に乏(とぼ)しい分、伊堂寺よりもわかりづらい。俺の声が聞こえていなかったのかと呼びかけてみると、目だけが動いて俺を見たので、聞こえてはいるのだろう。

　ただ、伊堂寺のようにそのまま喋りだすようなことはさすがになく、しばらくもぐもぐと咀(そ)嚼(しやく)する音だけが聞こえた。

「《お茶会》の時？」

　ごくんという嚥(えん)下(か)の音とほぼ同時に蝦夷木の声がした。「そうそう！」と俺が勢い込んで言うと、その勢いに驚いたのか何度か目を瞬(しばたた)かせる。

「憶えているのです。それが何か？」

「その時の会話の流れって言うか……なんでそんな話になったのか、憶えてたら教えてくれないか？」

　ぐっと身を乗り出す俺を気味悪がるように少し体を離し、蝦夷木はわずかに眉を寄せる。その時の記憶を思い返そうとしているというのもあるのだろうが、蝦夷木なりになぜ俺がそんなことを言い出したのか考えているのかもしれない。

「……確か、姉妹の話からだったのです」

「姉妹？」

「ええ、最初は依已子が、今の生活を気に入っているというような話をしたのです。どういう言い方だったかは忘れたのですが、一緒に暮らし始めて数か月経(た)つけれどそれほど嫌な一面なども見えてこないとか、勝手な思い込みかもしれないけれど仲のいい友達だと思ってるとか言って、今の生活は楽しいと言ったのです」

　確かに伊堂寺は俺に対しても同じようなことを言っていた。この生活がもうしばらく続けばいいとさえ言っていたのだから、その言葉は本物なのだろう。

「それで、姉妹のようなものかもしれない、という話になったのです」

「ちょっと待ってくれ。それは誰が？」

「誰？」

　蝦夷木は一瞬きょとんと、何でそんなことを訊くんだというような顔をして首を捻ってしまう。憶えていないのだろう。まあ、誰が言ったとしてもおかしくないセリフだ。

「いや、話の腰を折って悪かった。続けてくれるか？」

「その後は……ああ、順番を決めたのです」

「は？　順番？」

「ええ。えりいたちが姉妹だとして、その場にいた人の中で誰が姉で誰が妹かということを決めたのです。とりあえず朱(あか)璃(り)が一番上だろうということは早々に決まったのですが、その後がちょっと……揉(も)めたのです」

　突然、蝦夷木の目がすっと細められた。

「えりいが依已子より下とか納得いかないのです。絶対おかしいのです。何が体の成長度順ですか。体に肉の塊(かたまり)がついているだけで年齢の多寡がわかれば苦労はないのです。肥満体の人はみな高齢者になるのです。そもそもそれなら一番上になるのは宇(う)海(み)でしょうし、朱璃だって年少組に入るのです。そうでしょう？」

　よくわからんが、どうも蝦夷木は末っ子ということになったようで、それが気に入らんらしい。

　気持ちはわからないでもないが……なんか、納得できるな。あえて順番をつけるとするのなら、天海崎、羽入田、奥有楽、伊堂寺、蝦夷木の順だろうか。羽入田と奥有楽の順番は難しいところだが、天海崎はいかにも「おねえちゃん」という感じだし、下二人の位置もほぼ確定的な気がする。特に蝦夷木は、小生意気な末っ子という立場が似合いすぎていて可(お)笑(か)しい。

「……節、なに考えてるのです？」

　っと。考えが顔に出ていたらしい。

「いや、なんにも」

　しれっとそう答えたが、やっぱり信じてはもらえなかったようだ。しばらく半眼で睨みつけられてしまったが、小さなため息の後、蝦夷木は会話を再開した。

「その後、本当の兄弟姉妹の話になったのです。朱璃のことは知っていたのですが、宇海に姉がいたのは初めて知ったのです」

「ああ、双(ふた)子(ご)の……」

「ええ。許しがたい話なのです」

「許し……がたい？」

「そうなのです。あんなのが四つも……もとい、二人もいるなんて……」

　四つって……お前な。まあ、驚く気持ちもわかるが……。

「でも、確か羽入田の姉は――」

「はい。もう亡くなっている、と」

　俺も直接聞いたわけではないから詳しくは知らないが、羽入田の姉は心臓を患っていたらしい。それは、手術さえすれば日常生活に支障が出ない程度には直る類のものであったそうだ。だが、羽入田の姉は手術を嫌がり、取り返しのつかない段階まで病状が進行してしまったということのようだった。

　こうして結果だけ聞くと、「馬鹿なことを。嫌がったりせずに、なぜさっさと手術をしなかったんだ」とも思えてしまうが、それは俺が健康だからだ。

　他でもない心臓の手術だ、麻(ま)酔(すい)で眠ったら二度と起きることができないのではないか――そんな恐怖感に駆られたのだとして、誰がそれを非難できるだろう。

　まして、羽入田の姉が亡くなったのは昨年の話だそうだ。心臓を患っていても、それまで十五年ほど生きてこられたのだから、この先だって――そう思ってしまったのだろう。

　そのせいで、羽入田の姉はろくに学校に行くこともなく、この世を去ったのだそうだ。

「宇海は思ったほど気にしているようでもなかったのですが、長々と続けたい話題でもないのです。それで、すぐに朱璃の弟の話になったのです」

　ああ。そっちは俺も気にならないと言ったら噓になる。

　なにせ、天海崎の弟の手術代を捻(ねん)出(しゆつ)した（正確には、親爺が出すように仕向けた）のは、他でもない俺だ。

「手術は成功したんだよな、確か」

　手術が成功したとだけは天海崎から聞いてはいたものの、難しい臓器移植手術だったのに加え、病状がかなり悪化した状態での手術だったために、術後の経過でどう転ぶかわからないという話ではあった。

「まだ安心できるわけではないらしいのですが、今のところは順調だそうなのです」

「そう……か」

　俺と天海崎の弟の関わりは、手術が始まった時点で……いや、手術代を天海崎が受け取った時点で終わっていると言っていい。それ以上は俺にはまったく関係のない話だし、手術が成功しようが失敗しようが、天海崎の弟が死のうが生きようが、はっきりと言ってしまえばどうでもいい。

　どうでもいいが、やはり少しはほっとする。……いや、自分で考えていたよりも、ずっと安(あん)堵(ど)している自分がいた。この分では、手術が失敗したとか、経過不良で死んだとか聞かされていたら、相当暗(あん)鬱(うつ)な気分になっていたことだろう。いろいろな意味でそうならなくて本当によかった。

「その時に朱璃が言ったのです。『もう目的を果たせてしまったような気がする』と」

　そう言った後、蝦夷木はがらりと口調を変えた。おそらく、その時に天海崎が言った言葉を正確に再現しようとしたのだろう。

「『元々、弟の手術のために遠々原を乗っ取ろうとしていたわけですし、遠々原を憎む気持ちがなくなったわけではありませんが、今となっては弟の命の恩人でもあります。なのに、復讐してやる、破滅させてやる、というのでは、いくらなんでも恩知らずな気がしてしまいますしね』」

　そこまでを一気に言ってのけた蝦夷木は、ふっと小さく吐息をつき、

「――だ、そうなのです」

　と、いつもの口調に戻ってそう言った。

　それはいつもの調子ではあったが……。なんだ？　なにか、少し苛(いら)立(だ)っているような、そんな雰囲気がある気がした。

「その後に、『明確な目的があって、その目的が果たされるなら、《ゲーム》の勝敗にこだわる必要はないのかな、と思うんですよね』と言っていたのです。それと――」

「それと？」

「『その上で節さんが選んでくれるなら、わたしはとても幸せですけれど』とクネクネしてたのです。ちょっと気持ち悪かったのです」

「そ、そうか……」

「よかったですね。幸せ者なのです」

　なんだろう……なんか、責められてる気がする。

「ちなみに、蝦夷木はどう思った？」

「ど……っ!?」

　……？

　どういうわけか、蝦夷木は突然、驚いた様子で言葉を詰まらせてしまった。

「え、えりいは――節が大嫌いなのです」

「あ、いや。そっちじゃなくて。天海崎の『目的が果たされるなら《ゲーム》の勝敗にこだわる必要はない』って言葉を聞いて、どう思ったかってことだよ」

「ああ……そっちなのです？」

　少し呆れたように蝦夷木は肩から力を抜き、つまらなそうに言う。

「朱璃らしいと思ったのです」

　天海崎らしいか……確かにな。

「朱璃らしい腹黒い言葉なのです。いかにも正論っぽい言葉を吐くことで、えりいたちに《ゲーム》を諦めさせようとしていたのです。依已子なんか、『相変わらず天海崎ちゃんは黒いなあ』とか言っていたのです」

「まあ……なあ」

　思わず苦笑してしまう。

　確かに天海崎の言葉はそう受け取れないことはない。俺ですらそうなのだから、蝦夷木たちは尚(なお)更(さら)だろう。ただ、そう受け取られてしまうのは天海崎自身もわかっていたはずで、それでもなお口にしたのは、多少でも効果があると思ったからか、それとも……。

「でも、もしかしたら……」

「え？」

「もしかしたら本音だったかもしれないのです。その言葉を言った時の朱璃は、なんだか……魂(たましい)でも抜けたみたいな表情をしていたのです」

　魂って……。

　まあ、妙な表現だが言いたいことはわかる。余計な気負いがなかったとか、そういうことなのだろう。だから、他人を罠(わな)にかけようとしたとか、そういう意図ではなく、心からの言葉だったのかもしれないと蝦夷木も思ったのだ。

　本当のところはわからない。天海崎はかなりしたたかなところがあるから、自身の罠を罠と悟らせないために、うまく表情を作ったとも考えられる。

　わかっているのは、事実としてその言葉に従った人間が二人も出た、ということだ。伊堂寺はもとより蝦夷木だってそうだろう。天海崎の言葉に従ったわけではないと本人は言うかもしれないが、結果として自身の目的のために《ゲーム》をリタイアしている。

　直接的な原因とはなり得ていないのかもしれないが、天海崎のその言葉が二人に何らかの影響を与えたのは確かだ。あるいはそれは、蝦夷木が言うところの魂が抜けたみたいな表情があってこそだったのかもしれない。

「節に少し似ていたのです」

「その、魂が抜けたような表情がってことか？　俺、そんな顔してるか？」

「してるのです。怒ったりとか馬鹿なことしたりとか、誰かが理屈に合わない行動をしているのを見てる時、たまにそういう表情をしているのです」

「そう……かな。自分の表情は自分ではよくわからないからな」

「あれは、《仕方がない》という表情なのです」

「仕方がない……」

「誰かが理屈に合わない行動をした時、おそらく節は《理屈に合わない行動をする理屈》がその人物にあると考えているのです。そして、その理屈に対して、自分には対処する方法がないと、ああいう表情をするのです」

　蝦夷木の言葉を聞きながら、俺は痒いようなくすぐったいような奇妙な感覚にとらわれていた。考えを見透かされるのは、どうもいい気分じゃない。

「理屈に合わない行動というのは、その人にどんな《理屈に合わない行動をする理屈》があろうと、他人にとっては理不尽と言っていいものなのです。理不尽なのだから、節は怒っていいし、その人のことなんて無視していいのです。なのに節は、まるで自分が悪いかのように、理不尽を受け止めようとするのです」

「なんかそれは、ずいぶん俺がいいやつみたいに聞こえるな。褒めてくれるなら嬉しいけど、俺はそんな立派な人間じゃないよ」

「褒めてなどいないし、節の性格が悪いことくらい承知してるのです」

　誤(ご)魔(ま)化(か)すように乾いた笑みを浮かべる俺の言葉を、蝦夷木があっさりと切り捨てた。

「でもそれは、誰よりも節が一番よく知っているのです。だから……性格が悪い自分がいけないのだから、仕方がないと諦めているのです」

　……反論をしたかった。伊堂寺の言うことは確かに俺の一面を捉えているだろうが、それがすべてというわけでもないのだ。反論をしようと思えばできないわけでもない。

　ただ、どうしてか言葉が出てこなかった。

「節がそんなだから、理不尽をぶつける側は堪(たま)ったものではないのです。糠(ぬか)に釘(くぎ)、暖(の)簾(れん)に腕押し、なんでもいいですけれど、他人を一方的に殴ることに愉(ゆ)悦(えつ)を感じる人でもない限り、自分が馬鹿にされた気分になるのです」

　蝦夷木が俺に憤(いきどお)りを感じた理由は、まさにそれなのだろう。

　憎むべきはずの敵に歯ごたえがなさ過ぎたのだ。

「その……悪いな」

　何の意味もない。それどころか逆効果だとわかっていたのに、謝ってしまった。案の定、蝦夷木に剣(けん)呑(のん)な雰囲気が浮かぶ。

「また、《仕方がない》って顔をしてるのです」

「ん」

　言われて、思わず手のひらで顔を撫(な)でてしまう。こんなことをしてもなかったことにできるわけではないのだが……。

「まあ、今更、節のことはどうでもいいのです。えりいが考えていたのは、朱璃のことなのです」

「天海崎の？」

「朱璃が節みたいな表情をしていたのが気に入らないだけなのです」

「気に入らないって……」

「だってそうなのです。朱璃はこっち側だったはずなのです。理不尽をぶつける側の人間だったはずなのです。それなのにいつの間にかそっちに行っていて……。だから、えりいは……えりいはそれが……」

　蝦夷木の言葉は、尻すぼみに掻き消えていった。

　直後、自分が思わず余計なことを言ってしまいそうになったことに気づいたのか、ふいと視線を逸らせた蝦夷木は、その後黙々と弁当を食べ続け、二度と顔を上げることもなかった。

　だが、俺には蝦夷木が言いかけた言葉がなんとなくわかるような気がする。

　蝦夷木には、憎む側だと信じていた天海崎の変化が――。

　不可解で。

　腹立たしく。

　そして――。




　羨ましかったのだろう。










四章「まるで夢のようですわ」




「――年度、高(たか)原(はら)学園高校学園祭を開会いたします」

　校内放送に乗って、葛(かつら)木(ぎ)生徒会長の声が聞こえてくる。それと同時にそこかしこから、「わー」とか「おー」とか言う声と拍手の音が響き渡った。

　俺もちゃんと拍手をしてその声に応えた。

　会場の準備は万端だ。普段使っている二年三組の教室をパーティションで三分の一ほど区切り、広い方を客席、狭い方を厨(ちゆう)房(ぼう)として使用している。机四つで一つのテーブルとして、白レースのごく普通のものから、風呂敷っぽい唐(から)草(くさ)模様のもの、はたまたアロハシャツのようなハワイアン調のものまで、さまざまな柄の布をテーブルクロスとして使っている。

　あと目立つものと言えば、やはり黒板前の教壇に敷かれた緋(ひ)毛(もう)氈(せん)とそこに立てかけられた野(の)点(だて)傘(がさ)だろう。なんとここで実際にお茶を点てるのだそうだ。その話を聞いた時は、「うちの学校に茶道部とかあったかな？」と一瞬考えたが、その役目は羽(う)入(にゆう)田(だ)と奥(おく)有(う)楽(ら)の二人に任されているのだと言う。なるほど、その二人なら茶道の心得くらいあってもおかしくはない。適材適所のキャスティングと感心しておくべきだろう。

　教室の飾りつけ自体は、テーブルクロスと同じようにさまざまな柄の布を使用しており、若干節操がないような気もするが、多国籍っぽいと言われれば多国籍っぽい。

　全体的には、高校の学園祭で出す模擬店としては立派なものだろう。

　と、自画自賛してみる。

　設営の係であった俺は、何人かのクラスメイトと共に昨日の放課後かなり遅くまで残って会場の準備をしていた。出来上がりとしてはまずまず満足のいくもので、時間と労力に値する結果が出せた……かどうかは、今後の客の入り次第になるが、俺の仕事としては満足感と共に終了したと言っていいだろう。

　……そう。終了したはずなのだ。

　うちのクラスでは、基本的に女子が表、男子が裏という仕事の割り当てになっていた。女子がメニューの考案と当日の接客で、男子が会場の設営と当日の調理だ。あくまで基本的にであって、どうしても仮装じみた格好をするのは嫌だという女子もいれば、自ら民族衣装を着ての接客に名乗り出る男子もいた。実際、今教室内を見回してみても、甚(じん)平(べい)を着てるヤツとかアロハシャツを着てるヤツ、果ては頭にターバンを巻いてるヤツまでいる。

　だが、やはり少数派だ。大半の女子が着替えのために更衣室に行っている今、クラスに残る多くの男子とわずかの女子のほとんどはいつも通りの制服姿だった。

　俺も制服姿……のはずだった。昨日までで俺の仕事はほぼ終わり、今日は数時間ほど厨房の中でお茶やコーヒーを淹(い)れていればいいだけだったはずなのだ。

　ところが俺は今、おかしな恰(かつ)好(こう)をしている。いや、おかしいと言うほどおかしくはないのかもしれない。ハイカラーのシャツにベストを着、蝶(ちよう)ネクタイを締めて、上にはフロックコートを羽織っていた。今では結婚式くらいでしか見られないが、正装中の正装だ。しかしこれに、シルクハットを被(かぶ)りステッキを持たされてしまうと正装と言うよりは仮装に見えるのはなぜだろうか。時代が時代ならこれこそが正装だっただろうに。

　なぜ俺がこんな恰好をしているのか。実は、俺自身にもよくわからない。

　今日の朝、出発直前になって睦(む)月(つき)がこの服装一式を持ってきたのだ。では、睦月が俺に無理矢理着せようとしたのかというとそうでもないようで、

「理由は知らないが、君がこれを着るように説得してくれ、と頼まれてしまってね」

　と、睦月も首を傾(かし)げ気味であったほどだ。

　もちろん、俺には仮装をする気はなかった。だが、断固拒否するほど嫌な服装というわけでもなく、相応の理由があるのなら着るのも吝(やぶさ)かではない。

　さて、どんな風に説得してくれるものかと思っていたら、睦月は「君を説得するのなんて簡単だよ」と、薄気味悪く笑った。

「いいかい、君？　今日この服を着なかったら……ひどいことになるぞ？」

　それは説得ではなくて脅(きよう)迫(はく)だ――と抗議はしたが、結局こうしてフロックコート一式を着てこの場にいるのが我ながら情けない。

　忸(じく)怩(じ)たる思いで、憮(ぶ)然(ぜん)とした表情を浮かべていた俺の耳に、若干の緊張を含んだ声が届く。

「お、お待たせ」

　そんな声と共に教室の戸が開くと、一瞬室内がざわめいた。「おお……」と、驚きと興奮と感動と呆(ぼう)然(ぜん)と……とにかくいろいろ混ざって言ってる当人にもよく意図が分かっていない感(かん)嘆(たん)詞(し)が、クラス中の口々からあふれている。かく言う俺もそんな感じだ。

　若(わこ)生(う)などは今の今まで「誰か一人くらい、せめて水着エプロンとかしてくんないかな」などと無謀な期待をしていたようだが、もちろんそんなヤツはいない。比較的入手が容易という理由からか、やはり浴衣を着ている女子が多かった。夏祭りなどではよく見かけるし、さして珍しい恰好というわけでもないのだが、エプロンをつけただけで新鮮な印象になるから不思議だ。

　多国籍とは言っても、衣装に関してはあまりバリエーションに富むこともないんじゃないかと、なんとなく思っていたのだが、クラスの女子たちは俺の想像よりははるかにいろいろな服を着ていた。ベトナムのアオザイやペルシアのチャドルなど民族衣装と言われるとぱっと思いつくようなものから、フラメンコのダンサーが着るようなドレスを着ているヤツもいれば、ソンブレロを被りポンチョを着た中南米風のヤツもいた。

　そんな中。さて、我が婚約者候補（既にその呼び名がそぐわないヤツもいるが）たちはどうなのかと言えば。

「えへへ、どう？」

　照れくさそうでありながらどこか自慢げにも見える様子で、まっさきに俺に近づいてきたのは伊(い)堂(どう)寺(じ)だった。その服装はと言うと――。

「結局、チャイナドレスはやめたんだな」

　俺や天(あ)海(まの)崎(さき)の言葉に従ったのかはわからないが、伊堂寺がネットの通販やオークションでチャイナドレスを探していたのは知っていた。だから、伊堂寺はチャイナドレスなのだと思っていたが、今日、彼女が身に着けているのはチャイナドレスではなかった。

「あ、うん。まあね」

　伊堂寺が着ていたのは、ハワイアンドレスというのだろうか、赤を基調とし南国風の花柄がちりばめられたホルターネックのワンピースだった。それに加え、造花のレイを首から下げている。

「コンセプトはフラガール？　みたいな感じ」

　と伊堂寺は言うが、何か微妙に違う。これはアレだ。フラガールというよりは、ハワイによくいる日本人観光客だ。しかも、海外旅行に浮かれてる感じの。

　まあ、そんなことを言ったら機嫌を悪くされるだけなので口にはしないが。

「いいじゃないか。似合ってると思うぞ」

　お世(せ)辞(じ)ではなく俺はそう言っていた。コンセプトとの乖(かい)離(り)はともかく、伊堂寺らしいという点ではチャイナドレスよりも上だ。

「ありがと。節(せつ)がそう言ってくれるなら、やっぱこっちにして正解だったかな。チャイナはちょっといいのがなくてさ」

「そうは言っても、チャイナドレスも買っていたのです」

　会話に割って入ってきたのは蝦夷(えみし)木(ぎ)だった。アドバイス通りということなのか、インド風にサリーを身に着けている。確かに神秘的というかエキゾチックというか、蝦夷木の雰囲気にはよく似合っている。

「残念ながら、サイズが合っていないようだったのですが」

「こらこら蝦夷木ちゃん。人が誤(ご)魔(ま)化(か)したことをバラすんじゃないよ」

「それは失礼したのです」

　ああ……。その会話で、合わなかったのが《どの部位》なのかはすぐわかった。

「でも、そのせいで予定が狂って大変な人がいるのです」

「だって、せっかく買ったんだからもったいないじゃん。それに、結構似合ってるし、いいんじゃない？」

　二人の視線が動くのにつられ、俺も同じ方向を見た。話の流れからすると、伊堂寺が誰かに自分のチャイナドレスを着せたということのようだが、なるほどそこにいたのはチャイナドレスを纏(まと)った奥有楽だった。

「あ、あんまり見ないでください……」

　視線を感じた奥有楽は、顔を真っ赤にして両腕を掻(か)き抱(いだ)くように身を縮めてしまった。奥有楽はひどく恥ずかしがっているようだが、ああ見えてなかなかスタイルのいい奥有楽には確かに似合っていた。

　しかし、似合う似合わないと恥ずかしいと思う気持ちは別なのか、奥有楽はおろおろと周囲を見回した後、近くにいた羽入田の後ろに隠れてしまった。

　その羽入田は、前に睦月が言っていたように、素人の俺の目から見ても、学園祭に着てくるにはあまりにももったいないと思えるような豪(ごう)奢(しや)な振(ふり)袖(そで)姿だった。羽入田はお茶を点てるというから、それに合わせたチョイスなのかもしれないが、他でもない羽入田が、性質上体のラインが出づらい和装でいることを残念に思うやつも多いだろう。俺は……まあ、残念じゃないと言えば噓(うそ)になるか。

　俺を含めて、クラスの男子連中がいつもとは違う装いの女子の姿をひとしきり堪(たん)能(のう)できるくらいの時間が経(た)った時、

「あっ。いらっしゃいませー」

　という声が響いた。

　始まってまだ間もないが、早速お客が来てくれたようだ。

　なによりだ。事前に報告した経費以上の売り上げ――つまり、純利益にあたる部分は生徒の手元には残らない規則になっているが、それはそれとしてせっかく苦労して準備したのだから、繁盛してくれるにこしたことはない。

　クラスメイトたちもそれぞれの割り当てに従い、注文をとりに行ったり厨房に入ったりしている。

　シフトは事前に決められている。自分の割り当ての時間が来ていない連中も、他の出し物でも見に行こうかと、移動を開始したようだ。

「それじゃあ、節さん。わたしたちも行きましょうか」

　唐突にそう言って、にこにこと微笑(ほほえ)みながら俺の手を握ってきたのは、オーストリアの民族衣装であるディアンドルを着た天海崎だった。

「え？　お、おい？　行くってどこへ？」

「決まってるじゃないですか。節さんと二人で学園祭を楽しむんです」

「決まってるって……え？　ええ？」

　そんなことを他の連中が許すわけが……と思ったら、特に誰からも文句は出ない。

「早く行きましょうよ、節さん」

　どういうことだ？　と思っている内にも、ぐいぐいと手を引っ張られてしまう。

「いや、待ってくれ、天海崎。俺は厨房の仕事が……」

「それなら大丈夫ですよ。節さんは免除されてますから」

「なんだって？」

「節さんの今日のお仕事は、わたしと一緒に学園祭を回ることですよ」

「あら。正しくはわたくしたちと、ですわね」

　楽しげに言う天海崎の言葉に、横から羽入田が口を挟んだ。一瞬、不満げに眉を寄せた天海崎だったが、すぐに表情を改めて「まあ、そういうことです」と、教室の隅(すみ)に立てかけられていたあるものを手に取った。

　それは、細長い棒の先にＢ４サイズほどのベニヤ板が打ちつけられたものだった。板の部分には『２−３　多国籍喫茶　異国情緒満載！』と書かれた紙が貼り付けられている。つまりは、看板だ。繁華街などで夜のお店のお兄さんたちが持ってるものにも似ていた。

「えーと、宣伝ってことか？」

「そうですよ。そのために節さんにそんな恰好してもらったんですから」

　なるほど。確かにおかしな恰好をしていれば人目を引く。制服姿でただ看板を持っているよりは効果もあるだろう。

　それはわかるのだが……当事者である俺が初耳なのはなんでだ？

「それじゃあ、行ってきまーす」

「順番だからね！　浮かれて交代の時間に遅れないでよっ！」

「はいはい。わかってますよ」

　伊堂寺の言葉がわかっているとはとても思えない浮かれた様子で返事をする天海崎に連れられ、俺は教室の外へ出た。

「一応確認しておきたいんだが、つまり俺に、今日一日その看板を持って学校中を練(ね)り歩(ある)け、と？　それで何時間か交代で、一緒に歩くヤツが天海崎や伊堂寺や羽入田だったりすると、そういうことか？」

「ええ。そうですよ」

　それ以外の可能性もあまりないだろうと自分でも感じていた通り、天海崎からは「今更何を言ってんだ？」みたいな顔をされてしまった。俺は何一つ聞いていなかったんだが……。

　前にも似たようなことはあった。婚約者候補たちの間での取り決めで、俺の行動がいつの間にか決定している、というようなことは。今日のことも、事前に誰がどの順番で俺と歩くのかとか、時間の割り当てなどを決めていたのだろう。……しつこいようだが俺抜きで。

　解(げ)せない思いがないわけではないが、どうしても拒否したい理由も見当たらない。だからこの状況自体が嫌なわけではないが、ひとつ気になるのは……。

「なあ、天海崎」

　俺は、各クラスや部活の出し物が載っている学祭用のパンフを広げながら、「どこから行きましょうか？」と楽しそうに言う天海崎に問いかけた。

「発案者はお前か？」

　一瞬きょとんとして首を傾げた天海崎だったが、すぐににっこりと笑って「はい、そうですよ」と答える。

「だって、あらかじめ決めておかないと、また『わたしが、わたしが』って大変なことになるじゃないですか。そんなの節さんだって嫌でしょう？」

　確かに騒ぎになるのは困る。その意味では天海崎の判断に感謝したいくらいだ。

「順番は？　くじとかで決めたわけじゃないんだろう？」

　察するに不満は出しづらいがあまり公平とも言いづらい方法で決めていたはずだ。

　俺がそう感じていたことがわかったのか、天海崎はうっすらと笑みを浮かべた。見ていて、ちょっとぞっとしてしまいそうな笑い方だ。

「お弁当の順番です。今日、お昼休みがあったとしたら、節さんとお食事するのはわたしの番だったじゃないですか。だから、わたしが最初なんです」

　なるほど。

　今日の順番は、早ければ早いほど有利だ。厳格に時間を定めてはいるのだろうが、楽しくて時間を忘れたとか、他のクラスでの催し物の時間が押したとか、言い訳はいくらでもできる。基本的に時間は押し、後半の人間は時間が少なくなっていくだろう。先に順番が回ってきた方が俺と共有できる時間が多くなるということだ。

　それをわかった上で、天海崎は自分の順番を最初にできる方策があったからこそ、この提案をしたのだろう。

　やれやれ。うまいというか、黒いというか……。

「ちなみに、俺のこの服装は誰が決めたんだ？」

「もちろん、みなさんで話し合って決めたんですよ」

　天海崎はそう言うが、さて、どこまで本当のことか。

　今日の俺の服装と、五人の婚約者候補の服装を並べてみると、誰とも似合っていないのがわかる。

　俺の着ているフロックコートは、十九世紀中頃から二十世紀頭にかけての欧米における男性の正装だ。一方で、伊堂寺はハワイ風、蝦夷木はインド、奥有楽は中国、羽入田は和服。天海崎の着ているディアンドルはドイツ南部からオーストリア周辺の民族衣装だが、農家の服装が元になっているらしく普段着の印象が強い。と言うより、今となってはウェイトレスの格好というイメージだ。ビール祭などのポスターで、ビールジョッキを手にしたモデルの女の人が着ている姿が思い浮かぶ。

　今日の俺は、誰と並んで立っていても、ちぐはぐさを感じさせるばかりだろう。

　こんなことまで真剣に考えるのは馬鹿馬鹿しいことだが、一緒に歩く時のために、誰かが俺と衣装を《おそろい》にしたいと考えたとする。例えば、その誰かが伊堂寺であったのなら俺はアロハシャツでも着ていただろうし、羽入田であったのなら紋(もん)付(つき)袴(はかま)になっていただろう。

　結論として俺がフロックコートを着ているということは、誰かが《おそろい》にすべく画策をした以上に、誰とも《おそろい》にさせない画策が各人の間でなされていたということになるのではないだろうか。

　だから、誰ともそろっていないのだが、「強いて言えば」と注釈をつけるのならば、同じ欧州圏の服装である天海崎がその筆頭に上がるだろう。

　考えすぎだとは思うが、もし天海崎がそれを意図していたのだとしたら――。

「つくづく……」

　俺は苦笑を浮かべながら思わず呟(つぶや)いてしまっていた。

「え？　何ですか、節さん？」

「いや。つくづく天海崎は俺好みだと思ってさ」

　天海崎は目を丸くして俺を凝視したかと思うと、すぐに頰(ほお)を膨(ふく)らませ上目使いで睨(にら)みつけてくる。

「……節さんって、意外と天然女たらしですよね。無自覚プレイボーイっていうか」

「いっ!?　そ、そんなことは……」

「ありますよ。女の子に気を持たせるようなセリフをさらりと吐いておきながら、後になって『いや、あれはそういう意味じゃなかったんだ』とか言い出すんですよ、きっと」

「でもな、俺がこういうこと言ってるのは、せいぜい天海崎くらいだぞ？」

　俺がそう言った瞬間、天海崎の顔がまるで火でもついたかのように一瞬にして真っ赤になった。

　あっ!?　失敗したか？　いや、明らかに失敗だった。これじゃあ本当に『気を持たせるようなセリフ』じゃないか。咄(とつ)嗟(さ)に言い訳をしようとしたのだが。

「そ――」

　口から出そうになったのは、「そういう意味じゃない」だった。

　なんてこった。ほんの数秒にして、いきなり天海崎の予言が当たりそうになってるじゃないか。

　俺が口を「そ」の形にしたまま固まっている内に、天海崎は油の切れた機械のようなぎこちない動きで俺に手を伸ばしてきた。

　そして。

「い――痛い痛い！　な、なんだ、なんだってんだ!?」

　唐突に耳を引っ張られてしまった。
















「気を落ち着けるためです」

「気を落ち着けるために、他人の耳を引っ張るのか、お前は!?」

　普通、自分の頰を叩(たた)くとか、そっちの方向じゃないのか？

「あと、おしおきです」

　う……。そう言われてしまうと文句も言いづらい。

　沈黙してしまった俺を見て、天海崎は盛大にため息を吐(つ)いた。

「わかってますよ。わたしなら変な誤解をしないだろうから、節さんがそういうことを言うんだっていうのは、わかってるんです」

　そう……その通り。

　天海崎は利害がはっきりしているし、実利がないことをするようなヤツでもない。自分に関することでも、それがどんな意図をもって言われた言葉なのかまでを含め冷静に考えられる。

　加えて、弟のために不愉快なことでも完璧にこなそうとする情と覚悟を持ち、そのためには他人の人生を顧みない冷酷さも持つ。

　こう言うと自画自賛のようになってしまうが、俺にそっくりなのだ。

　おかげで、天海崎ならば俺の言葉を正確に理解してくれるだろうと、つい口が緩くなってしまうところがある。

「まあ、いいんですけどね。節さんが多少は心を許してくれてるから、そういう反応になるんでしょうし」

　口ではそう言いつつも、天海崎は不満げな表情を隠そうともしない。

「でも、その気もないのに、気を持たせたことへの罪滅ぼしくらいはしてもらいますからね」

「何をしろと？」

　やはり俺にも多少の疚(やま)しさもあって、つい気勢も弱く及び腰になってしまう。

「そうですね……。とりあえずは、わたしと一緒に学園祭を楽しんでもらいましょうか」

　そう言って向けられた魅力的な笑顔に対して、俺には断る術(すべ)を見つけることはできそうになかった。
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　天海崎が魅力的な人物であることに議論の余地はないが、俺にとって重要なのは、やはりそのしたたかさだ。

　具体的に気になっているのは、彼女が言ったらしい『《ゲーム》の勝敗にこだわる必要はない』という言葉。

　蝦夷木や伊堂寺は、それを他の婚約者候補に《ゲーム》を諦(あきら)めさせようとする意図で口にされた言葉だと思ったようだ。普段の天海崎の印象からしても、いかにもありえそうな話ではあるが……。

　やはり、違うだろうな。

　天海崎がしたたかであるからこそ、俺と似たような思考をする《俺好み》の女であるからこそ、違うと断言できる。

　仮に天海崎の言葉が他の婚約者候補を脱落させる目的で言われたものだとする。その場合、一番の問題は《正解》の人物には通用しないということだ。

　天海崎が《正解》だというのならそれもありだが、そうでないことは既に承知している。

《正解》の人物は、俺のことを心から愛しているというのだから、俺と結ばれる以上の目的を持たない。あるいは俺との結婚に付随するなんらかの事柄も目的なのかもしれないが、たとえそうだとしても天海崎はそれを知らないだろう。

　すると、最悪の場合、《正解》を除く全員がリタイアするという危険性があるのだ。

　そして今、まさにその状況になっている。

　五人中四人が《不正解》だとわかり、残った候補者は羽入田ただ一人。ならば《正解》は羽入田だ、と俺が短絡的に思っても仕方がない状況だ。

　これは天海崎にとっては最悪といっていい状況だろう。

　だから天海崎の言葉は他者のリタイアを意図したものではなく、つい本音が漏れてしまったものだと考えるべきだ。

　そもそも、あの程度の言葉で誰かがリタイアするとは当の本人だって思ってはいなかっただろう。結果としてその言葉に従う形となってしまった伊堂寺と蝦夷木だって、それだけで決意をしたわけではない。そのほか、さまざまな要因が重なったことによって、偶然この時期に結論を出したということだ。

《たまたま》なのだ、この状況は。

　しかし、やはりどうしても気になる。

　結論を出したことは偶然だとしても、天海崎がその言葉を言ったことは偶然なのだろうか？　蝦夷木も言っていたが、いかにも天海崎らしい言葉だ。いかにも天海崎が言いそうなセリフだ。

　ならば、誰かが天海崎にその言葉を言わせるように会話の流れをコントロールしたとは考えられないだろうか？

　蝦夷木に聞いたその時の会話を思い出してみれば、多少ひっかかる部分がないわけではない。

　始まりは伊堂寺の言葉だ。『今の生活が気に入っている』という言葉。そして、『一緒に過ごしていてもあまり嫌な面も見えてこない』『みんな仲もいいし、楽しい』と言い、そこから『姉妹みたいなもの』という話になったという流れだった。

　会話の流れが不可解というほどではないが……いささか飛躍していないだろうか？

　俺がそんなことを考えてしまうのも、伊堂寺たちにリタイアを決心させた天海崎のセリフは、その『姉妹』という言葉によってもたらされたものではないのかと思えてしまうからだった。

　兄弟姉妹の話が出れば、その話題はいつか本当の兄弟のことに移ってもおかしくはない。その場合、やはり行き着くところは、全員が事情を知っている天海崎の弟のことだ。

　実際にもそうなったようだが、実はそこにもひとつ疑問があった。

　蝦夷木の話では、天海崎の弟の話題が出る前に、羽入田の姉の話が出ていたようだ。羽入田の姉は既に亡くなっており、どう考えても楽しい話題にはなりようにない。蝦夷木も「長々と続けたい話題でもない」と言っていた。「それで、すぐに朱(あか)璃(り)の弟の話になった」ようなのだが……。

　おかしくないか？

　天海崎の弟は極めて難しい病気を患(わずら)っていて、ついこの間に大手術を行った。手術は成功し、術後の経過もまずまず順調なようでなによりなのだが、問題なのは俺が天海崎の弟の術後が順調なことを、蝦夷木の話で知ったことだ。

　俺は天海崎の弟の手術が成功したことは聞いていた。ただし、術後の経過次第でどう転ぶかわからないとも言われた。おそらく、天海崎の弟の現状認識に関しては他の連中も同様のはずだ。

　つまり何が言いたいのかと言うと、天海崎の弟の話が楽しい話題になるとは思えないということだ。特に、羽入田の姉――故人の話の後に出してしまっては、否(いや)応(おう)なく《死》を連想させてしまうではないか。

　話題を変えるために出したのだとしたら、極めて不適切だったと言わざるを得ない。

　だが、それが意図的なものだったとしたら？

　何も難しいことはない。「そう言えば、天海崎の弟はどうなったんだ？」と訊(き)けばいいだけだ。多少デリカシーのないヤツと思われることはあるかもしれないが、誰も奇妙なことだとは思わないだろう。

　そもそも、その話題だって羽入田の姉の話の後に出したから、違和感を覚えるのであって、例えば本当の兄弟の話になった直後に言われていれば、それほどおかしいと感じることもなかったはずだ。

　考えすぎだとは自覚している。天海崎の弟の件だって、話題を出した当人が、言った直後に「しまった」と思うような、単なる失敗だった可能性だってあるのだ。いや、可能性の話をするのならば、そちらの方がはるかに高い確率を持っている。

　しかし、どうしても嫌な考えが頭から抜けない。

　仮に俺の考え通り、その時の会話の流れが《何者か》によってコントロールされた結果だとすると、その目的は天海崎から例の一言――『目的達成のためなら、《ゲーム》の勝敗にこだわる必要はない』という言葉を引き出すこと。

　とは思うのだが、それはやはり結果を知っているからこそ、そう思うのだろう。

　弟のことなどから、天海崎がそういう考えに行き着くことは想像に難(かた)くないが、実際に口にするかどうかは別の話だ。まして、それを自発的に言わせるとなれば、偶然に頼るくらいの手しかないだろう。

　俺の考え通りに会話のコントロールをしていた《何者か》がいたとしても、これはできすぎの結果のはずだ。

《何者か》も、そこまで多大な期待はしていない。する必要もない。

　この方法は、失敗したところで何もリスクはないのだ。せいぜい俺に余計な疑念を抱かせるかもしれないという程度だが、会話の流れ自体は決して異常なものではない。誤摩化す方法はいくらでもある。俺だって自分の考えに自信が持てずにいるのだから、そ知らぬ顔をされてしまえば、それ以上の追及は無理だ。

　いや、そもそも本当に《何者か》が会話の流れをコントロールしようとしていたとしたのならば、これまでに何度となく失敗しているだろう。

　たまたま今の一連の会話が俺の耳に入ったというだけのことで、俺の知らないところで何度となく試してみて、何度となく失敗しているはずなのだ。

　最近、婚約者候補たちは頻(ひん)繁(ぱん)に《お茶会》とやらをしているらしいから、その気になれば機会はいくらでもあった。

　何十回と試した内の、たった一回の成功例。そういうことなのだろう。

　逆に言えば、成功したからこそ、その話題が俺の耳に入り、疑念を抱かせることになったということでもある。

　そして、俺が疑念を抱くこと自体が目的だったと考えることもできる。

　なぜなら、会話の流れをコントロールして天海崎に『《ゲーム》の勝敗にこだわる必要はない』と言わせたヤツがいるのなら、その《何者か》は限りなく《正解》の可能性が高い人物だということだからだ。

　さっきも考えたとおり、《不正解》のヤツがやると、成功した時、逆に藪(やぶ)蛇(へび)にもなりかねない。

　だから、自分が《正解》だと思っている人物がとる手段なのだ、これは。

　もちろん、疑問点はいくつもあるが……。

　仮に、会話をコントロールした《何者か》が本当にいたとして、その人物の目的が他者を蹴(け)落(お)とすというよりは俺へのアピールだったとして、その人物は《正解》……？

　……駄目だ。仮説の上に仮説を立てるような状態になっている。とてもではないが論理的な回答じゃない。

　どうもこの推論は続けても無意味な気がしてきた。仮に《何者か》を特定できたとしても、その人物が《正解》であるかの答えにはつながらない。

　仮にその人物が――。
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　天海崎と共に一時間半ほど学園祭を回り、二年三組の教室へ戻ってきた俺たちが見たものは、想像以上の客の入りで賑(にぎ)わう多国籍喫茶の姿だった。

　俺たちの宣伝の効果があった……わけでもない。道すがら聞いたところでは、女子の有志たちが民族衣装に着替えたままビラを配りに行っているようだから、宣伝効果としてはただ看板を持って練り歩くだけの俺たちより、そちらの方が大きいだろう。

　まあ、何にせよ商売繁盛でなによりだ。

「あー、天海崎ちゃん。ちょうどいいところに。ちょっと、こっち手伝って！」

　帰ってきて早々、伊堂寺に呼びかけられてしまった。いや、呼びかけられたのは天海崎なのだが、俺だってクラスの一員なのだから、忙しそうな時に一人何もしないというわけにもいかない。「はい」と返事をしながら、伊堂寺に近づいていく天海崎の後に従おうとした時、

「節はいらないのです」

　と、横合いから蝦夷木に無体なことを言われてしまった。

「いらないって……忙しそうだし、俺にだってできることくらいあるんじゃないのか？」

　どうしても手伝いたいというわけではないが、役立たずのように言われるのは少し悲しい。と思ったのだが、どうやらそういうことではなかったらしい。

「後ろが詰まってんだから、早く順番を回してってこと！」

「それが節の仕事なのです」

　二人がかりで言われては是非もない。天海崎の次は確か羽入田のはずだ。俺は羽入田の姿を探し教室を見回した。

　羽入田はすぐに見つかった。というか、かなり目立っていた。

　教壇の上に敷かれた緋毛氈とその上に折り目正しく正座する振袖姿の羽入田は、混雑と喧(けん)騒(そう)に包まれる教室の中で、その一角だけまるで異世界のように異彩を放っていた。

　普段はぼんやりとした印象の強い羽入田だが、場所や服装のせいもあるのか、凜(りん)とした佇(たたず)まいを見せている。

「羽入田」

　なんとなく声をかけるのも憚(はばか)られる雰囲気ではあったが、せっつかれるような視線も感じるし、ぼおっと眺めているだけというわけにもいかない。

「節さま。おかえりなさいませ」

「あ、ああ、ただいま。えーと、次は羽入田の番らしいんだが……大丈夫か？」

「ええ。節さまがお戻りになったら、乙(おと)音(の)さまと交代していただくことになっておりますし……それにどういうわけか、みなさまこちらにはいらっしゃらないようなのです」

　どういうわけなのかは、わからないでもない。

「まあ、茶の湯というと、どうしても堅苦しい印象があるからな。ちゃんとした作法を知らないと来てはいけないとか感じるんじゃないかな」

　羽入田の凜とした佇まいが、その印象に拍車をかけている気がする。

「野点仕立てですので、それほどお気になさることはないと思うのですけれど……」

　教室の中のことではあるが、緋毛氈や野点傘があることからわかるように、ここは野点を想定されていた。流派によって多少の差はあるものの、野点での茶会は、茶室など室内で行われるそれとは異なり、それほど作法を問われることは少ない。

　とは言っても、そのこと自体を知らないヤツの方が多いだろうし、腰が引けてしまうのは同じことだろう。

　しかし、羽入田にそのあたりの小市民の機(き)微(び)はわからないだろうなと、苦笑を浮かべていると、不意に羽入田がぽんと手を叩いた。

「そうですわ、節さま。よろしければ、一服差し上げましょうか？」

「え？　いや、それはまずいんじゃないか？」

　たかが学園祭の模擬店とはいえ、一応ここは喫茶店で俺は従業員だ。営業時間中に客を差し置いて一服するわけにもいかないだろう。

「いや、構わない……って言うか、むしろ淹れてもらってよ、遠(をん)々(どお)原(ばる)」

　逡(しゆん)巡(じゆん)する俺に声をかけたのは、六(ろく)村(むら)だった。発案者だからということなのか、六村はこの店のまとめ役を担(にな)っている。

「せっかく用意したのに、みんな気後れしちゃってるみたいだから。誰かが淹れてもらっているところを見れば、少しはその気になるかもしれないだろ？」

　なるほど。要はサクラということか。

　少し悩まないではなかったが、まあ、そういうことならと俺は靴を脱いで緋毛氈の上に足を踏み入れた。

　もっとも、正直なところ俺だってこういう席は苦手だ。遠々原家に来てから何度か茶会に出席しなくてはならない事態に陥(おちい)り、恥をかかないように独学で学んだ記憶はあるが、正しいと言える自信はない。

　さて、どうするんだったかな――と記憶を探ろうとしたところで、やめた。

　そもそも、作法なんて必要ないと周りに知らしめるのが、この場での俺の役目なのだ。無(ぶ)様(ざま)に見えない程度にはぞんざいに立ち振る舞ったほうがいいのだろう。

　野点仕立てということもあって、座布団は用意されていない。俺は適当な場所に適当に座り（さすがに正座はした）、

「じゃあ、頼む」

　と、砕けた口調で羽入田を促した。

「はい」と短く返事をし、羽入田が点(て)前(まえ)を始める。

　茶(ちや)碗(わん)に湯を注いで温めた後、中身を建(けん)水(すい)へ捨てる。茶(ちや)杓(しやく)と棗(なつめ)（茶を入れた器）を取り出し、茶碗に茶杓で一杯半ほど抹(まつ)茶(ちや)を入れ、湯を注ぐ。茶(ちや)筅(せん)を手に取り、茶碗の中の茶を最初はゆるやかに徐々に素早くかき回していく。

　一連の動作は流れるようで淀(よど)みがない。茶を点てる羽入田の姿は、名画のように印象強く、それでいて風景のように自然だった。

　さすがにさすがに。仕込みがいいと言うべきか。

「まるで夢のようですわ」

　よどみなく茶筅を回していた羽入田が唐突にそんなことを口にした。

「節さまにお点前差し上げる日が来るとは思っておりませんでしたわ」

「そんな大(おお)袈(げ)裟(さ)な」

　芝居がかった大(おお)仰(ぎよう)なセリフになりがちなのは羽入田の癖(くせ)のようではあるのだが、それにしても、お茶を淹れる程度のことで夢のようとか言われては苦笑しか出ない。

「いいえ。大袈裟などではございませんわ。お茶のお稽(けい)古(こ)は幼い頃からしてまいりましたけれど、常々これが一体いつ役に立つのかと疑問に思っておりましたの」

　少し驚いた。羽入田はさまざまな事柄を肯定的に捉えることが多い。内心どう思っているのかはわからないが、少なくとも俺の前ではそういう態度を取っていた。その羽入田が、「習い事なんてなんの役に立つんだ」なんていう、まるで世を拗(す)ねた子供のような意見を言うとは思わなかった。

「でも、羽入田になら機会は多いんじゃないのか？」

　基本的に一族の中で除(の)け者(もの)にされていて、なおかつ自分でもできる限り避けようとしている俺ですら、やむを得ずお茶会に参加したことが数度ある。羽入田も遠々原の一族に連なる者なのだし、その気になれば機会はいくらでもあるだろう。

　そう思ったまま口にしたのだが、瞬間、茶筅を持つ羽入田の手がピタリと止まった。羽入田の視線は茶碗に向けられたまま、顔も下を向いていたのでその表情はわかりづらかったが、どうも困っているような悩んでいるような、そんな様子に見えた。
















「機会があればできる……というものでもございませんので」

　ぽつり、と呟くように羽入田は答えた。

　ああ……そうか。羽入田は、遠々原の一族に連なっているとは言っても、正確には、連なっているのは羽入田ではなく彼女の継(まま)母(はは)だ。羽入田やその父を見下すこと甚(はなは)だしいという話のその継母が、羽入田に機会を与えないのだろう。

「ですから、節さまにお点前差し上げることができて、長い間、お稽古をして来た甲(か)斐(い)があったというものですわ」

「やっぱり大袈裟だ」

　十数年に及ぶ稽古が、こんな学園祭の出し物の《なんちゃって茶席》のためにあったなどということになっては、あまりにも浮かばれない。あと、そんなことになっては持て成しを受けるこっちの方もプレッシャーだ。

「この先、機会ならいくらでもあるだろう。茶席の機会じゃなくて、羽入田が腕を発揮できる機会がな」

　羽入田は茶筅を動かす手を止めて顔を上げた。

「……そう、思われますか？」

「ああ」

　俺の返事に、にこりと羽入田は微笑んだ。

「節さまがそうおっしゃるなら、そうですわね」

　え？　あ。ちょっと待てよ？

「一応、言っておくが、俺に何か期待しないでくれよ？　お前のために腕を振るう場を作るとか、そういうことはできない」

　堂々と口にするには些(いささ)か情けない告白だが、実現不可能なことをその場の見栄やノリ、はたまた未来への希望的観測だけで約束することは俺にはできなかった。

「そうですの？　けれど、遠々原家ではしばしばお茶会が催されるとお聞きしましたわ。野点に限っても、春に桜、秋に紅葉(もみじ)を眺めながら盛大に催すと」

「確かにある。あるにはあるが、その手のイベントや宴席で俺ができることは何もないんだ。口を出すことさえ許されていない」

　茶会関係のことは、遠々原一族の中にナントカ流の家元と懇(こん)意(い)にしている人がいて、その人が一切を取り仕切っている。はっきり言って一族内の鼻つまみ者である俺には、よっぽどのことがない限り参加をすることさえ許されないのだ。なお、ここで言う「よっぽどのこと」は「親(おや)爺(じ)の鶴の一声」と同義だ。

「茶会に限った話じゃない。遠々原のパーティや宴会でも、俺はほとんど参加させてもらえることがないんだよ。毎年、必ず出ているのは新年の祝いと親(じ)爺(い)さんの誕生日だけかな。まあ、積極的に参加したいとも思っていないんで、むしろありがたいと思っているくらいだけどな」

　俺はそう言った後、ある種の確信があって付け加えた。

「それは羽入田も同じだろう？」

　羽入田の母（正確には継母）は親爺の従姉妹(いとこ)の子にあたる人物だ。従ってその継子である羽入田も、少なくとも戸籍上は立派に遠々原の一族である。であるのに俺は、遠々原のパーティの席上で羽入田に会った記憶がない。過去に一度だけあるらしいのだが、俺はその時のことをあまり憶(おぼ)えてはいなかった。その時はともかくとしても、これだけ長い間、顔を合わせずにいたというのは、羽入田も俺と同様にパーティに出席する回数が少なかったせいだろう。

「ええ、そうですわね」

　予想通りに羽入田はあっさりと頷(うなず)いたのだが、不意に何かが気にかかったように、ぱちぱちと瞳を瞬かせた。

「あ、いいえ。新年のご挨拶にはお伺(うかが)いするようにしておりますわ」

　少し慌てた調子だった。

　新年と決まっているわけではないが、遠々原の一族連中には年に一度くらい親爺の機嫌伺いに赴かなくてはならないような暗黙の了解がある。

　それを怠っているわけではないと羽入田は主張したいのだろう。

「ご挨拶と申しましても、わたくしなどは父のお供をしているだけですけれど、新年のご挨拶だけは毎年欠かさずお伺いしておりますわ」

「へえ……。そうだったのか」

　俺が相(あい)槌(づち)を打っている間に、点てられた抹茶がすっと差し出された。受け取る前にまず一礼。会(え)釈(しやく)をし、茶碗を手に取ろうとして気づいたのだが、どこからともなく視線を感じる。何人かの客が、あるいは興味津々にあるいはさり気なさを装って、点前を頂くとはどういうものなのかを見守っていたのだ。

　俺は、「少なくともこの店ではあまり作法に捉われず喫茶を楽しんでください」ということを知らしめるためのサクラなのだから、気負わずむしろ横紙破りにやるべきだろう。とは言っても、さすがに萩焼の茶碗を片手でわしづかみにする気にはなれない。作法通り右手を横に左手を底にあてて茶碗を手に取る。

　本来なら、茶碗の正面を亭主（この場合は羽入田）に向けてから飲むべきものなのだが、そのために茶碗を回している姿は《いかにも作法》という気がするので省略。そのまま抹茶を口に含んだ。

　作法を気にしないとは言っても、なまじ知識があるとやはりそれに囚われる。しかも正確ではなく曖(あい)昧(まい)なものだから始末に負えない。

　抹茶は何口で飲みきるものだったか。二口だったか三口だったか……と考えている内に、四口かかって抹茶を飲み干した。

　気になるな……どうしても気になる。

「……節さま？」

　空の茶碗の底を眺めたまま考え込み始めてしまった俺に、羽入田が怪(け)訝(げん)な声をかける。

　おっと。

　俺は茶碗の飲み口を軽く指でぬぐい、その指を懐紙――は持ってなかったのでハンカチで拭(ふ)く。

　そして手をついて深々と頭を下げた。

「結構なお点前でした」




　……やはり気になる。確認する手段を考えておこう。
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　その日の夜。俺は、遠々原本邸にいた。

　どうしても調べておきたいことがあり、何人かの使用人に無理を言って本邸の書類資料の類を保管する倉庫を開けてもらったのだ。俺が知りたい情報がある倉庫には土地家屋の権利書や各種契約書などはなく、古い請求書や領収書の控えや遠々原グループ各社の社史、はたまた遠々原の主催するパーティに使われた芳名帳など、重要度の低い書類だけだったのが幸いした。

　調べる前から面倒な作業だろうとは思っていたが、実際に調べ始めて、それが甘い考えだったと思い知らされた。面倒なんてものじゃない。下(へ)手(た)をすると今夜は眠れないかもしれない。明日も学園祭があり、今日と同じように一日中歩きまわらされるんだろうなと思うと休んでおきたいのは山々だが、明日のためにも今夜のうちに調べ物を済ませてしまいたかった。

　キッチンで夜食を貰って萎(な)えかけた心に気合を入れなおした後、再び倉庫へ向かう最中の廊下で、親爺とすれ違うことになった。

「なあ、親(じ)爺(い)さん」

　すれ違う瞬間、俺は親爺に声をかけていた。経験上、親爺と話をしようと思ったら、こうした偶然を狙うのが一番手っ取り早い。

　無視されることも覚悟の上だったが、親爺は足を止めることだけはしてくれた。しかし振り返ることはない。一瞬でも躊(ちゆう)躇(ちよ)したらそのまま歩き去ってしまうだろう。

「親(じ)爺(い)さんの目的って、あるのか？」

　慌てていたせいか、言葉足らずな質問になってしまった。

「唐突だな。しかも不明瞭だ。その質問に即答するような輩(やから)は、いつ罠(わな)に嵌(は)められても文句は言えんぞ。どの行動がどのような目的をもって行われていることなのか、それぞれによって千差万別だからな」

　ここで、「そうですね、すいません」などと言っていたら、親爺相手に会話は続けられない。

「他に言い方もなかったんだよ。個々の些末な目的ってことじゃない。遠々原十(じつ)慈(じ)郎(ろう)の目的っていうか……親(じ)爺(い)さんの人生の目的みたいなもんかな。それとも、もうそんな大それたものはないか？」

　ない、と言われてもそれほど意外には思わなかっただろう。なにしろ天下の遠々原十慈郎だ。金も権力も掃いて捨てるほど持っている。もちろん、それだけがすべてではないが、それさえあれば大抵のことはどうにでもできてしまうのが、世の理(ことわり)であることは間違いない。

　だから親爺が、わざわざ振り返り至極真面目な表情で、「あるぞ」と言った時は、自分で質問をしたにも拘わらず少し驚いてしまったほどだ。

「儂(わし)の人生の目的は、人生を楽しむことだ」

「……はあ」

　最初は、それ以外に言葉がなかった。

　親爺の口から、そんなありきたりな――言ってみれば陳(ちん)腐(ぷ)な――言葉が出てくるとは思いもしなかったのだ。

　しかし、すぐに思い直した。考えてみれば、遠々原十慈郎ほど人生を楽しんでいる人間が今の世にどれだけいるだろう。もちろん俺には、親爺以外の人間の人生を見下したり馬鹿にしたりする意図はない。親爺ほど金も権力も持っていなかったとしても、親爺以上に人生を謳(おう)歌(か)し満足感を得ている人間は大勢いるだろう。

　ただ、遠々原十慈郎という人間が、その情動の赴(おもむ)くままに人生を楽しみ尽くそうとした場合、遠々原グループほどの財力と権力が必要になるということなのだ。

　つまり。

「儂は強欲でな。楽しみは骨の髄(ずい)までしゃぶりつくさねば気が済まん。だから、儂の金も力も、そのための副次的なものであって、それ自体が目的ということではないな」

　遠々原十慈郎は、どこまでも強欲で、どこまでも傲(ごう)慢(まん)だと、そういうことだ。

「しかし、近ごろはその副次的なものが増大しすぎて、逆に物足りなく感じることも多くある。仕方なしとはいえ、本末転倒でつまらぬことだ」

　端的に言って、親爺は《勝負》が好きだ。だが、今の親爺では、勝負しようにも相手との差がありすぎて出来レースのようになることの方が多いだろう。相手をする側としたら腹立たしいことこの上ない贅沢な悩みだが、親爺の性分からすれば、面白みに欠けると思ってしまうのも仕方のないことだ。

「だからこそ、近ごろはお前たちのような輩を用意して楽しませてもらうことにしておったのだが――」

　俺はぞっとした。目だ。俺を見る親爺の目は、何の感情も映していなかった。

「それも些か飽きてきたな」

　対象に何の興味も抱かない、道端の石ころを見る目だった。

　本心から他人をこんな視線で見られるのなら恐ろしいし、俺に恐怖心を抱かせるための演技だったとしたら、なおのこと恐ろしかった。

　俺は一度唾(つば)を飲み込み、絞り出すように声をだす。

「この《ゲーム》で俺が負けることも、親(じ)爺(い)さんの楽しみの範(はん)疇(ちゆう)か？」

「お前の勝ち負けなぞ儂にとってはどうでもよいわ」

　この返答は予想の範囲内だ。

「なら、親(じ)爺(い)さんが負けることも、か？」

　嚙みつくような視線と口調で俺が問いかけると、親爺はニタリと薄気味の悪い笑みを浮かべる。

「どうでもよいと言えば、どうでもよいな。なにしろ、儂が負けることなどありえん話だからな」

「……」

　俺が親爺の言葉の真意を探ろうと頭を働かせ始めるよりも先に、「節よ――」と鋭い言葉によって俺の思考は中断を余儀なくされた。

「この際だからはっきりと言うが、儂はお前のことを買っている。儂は自分が死んだ後の財産のことなど興味はないが、間抜けぞろいの一族連中をただ喜ばせるくらいなら、すべてお前にくれてやる方がマシだと思っているくらいだ。

　今まで儂に刃向かうものや、儂の寝首をかこうとするものは大勢いたが、儂に勝つために儂と戦わないという方法に出ているのはお前だけだからな。だが――」

　そこまでを口にすると、親爺はくるりと踵(きびす)を返してしまう。

「お前がその考えを改めん限り、お前が勝つこともまた、ありえん話だ」

　俺の反応も見ずに去っていく親爺の背中を見送りながら俺は半ば確信していた。

　これは、親爺にとって最初で最後の《父の言葉》なのだろう――と。
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　高原学園高校学園祭二日目。

　最終日になるこの日も、既に半分を消化し残すところあと数時間となっていた。

　今日は日曜日であり、そのためもあってか昨日にも増して来場客の姿が多い。

　我が二年三組が誇る『多国籍（のような格好をする）喫茶』も、学園祭の来場者に比例して集客を増していた。俺が教室にいるのは大抵ほんの数分のことだったが、いつ行ってもほぼ満席というのだから立派なものだ。

　一時は心配された仮設野点も、俺がサクラをした効果があったのか、その後は多少の物珍しさも手伝って、押すな押すなの大混雑だったようだ。そのおかげで、羽入田ほどには点前に慣れていなかった奥有楽などは、茶筅の回しすぎで腕が痛くなってしまったと昨日の夜に言っていた。少し気の毒な気もするが、なんとか後一日がんばってもらうしかない。

　俺は今日も今日とて、昨日と同じように衣装を着、看板を持ちながら婚約者候補たちと共に学校内を練り歩く時間を過ごし続けていた。

　無理やり押し付けられた役目だが、こうして一日半経過した段階の感想としては、決して悪いものではなかった。

　天海崎と食ったタコスは美(う)味(ま)かったし、羽入田の点てたお茶は見事な点前だった。伊堂寺と見に行った野球部の招待試合はなかなかの熱戦で盛り上がり、蝦夷木と参加したクイズ研のクイズ大会では蝦夷木がぶっちぎりで優勝する姿に感心した。奥有楽とは吹奏楽部の試演を聞きに行き、定番のクラシック楽曲に加えて俺でも知っている超有名ゲームのＢＧＭの演奏に耳を楽しませてもらった。

　総括するなら、学園祭を堪能し尽くしていると言ってもいいだろう。

　ちなみに、今日、俺と学園祭を回る婚約者候補の順番は、昨日とはまったく逆。奥有楽に始まり、天海崎で終わるものだった。順番的に一番不利なのは天海崎だが、大方の祭りというものは始まった直後と終わる直前に大きなイベントが用意されるもので、予定としてはその時間は天海崎と過ごすことになりそうだ。昨日に引き続き、天海崎の作戦勝ちといったところなのだろうか。

　ただし、俺にとってのメインイベントは、もう少し早くやってくる。

　俺は今日、あることをすると心に決めて、この学園祭に臨んでいた。

　だが、正直言って、それがもう直前に迫ってきているというのに、未(いま)だに少し悩んでいる。

　それは、いつかしなくてはならないことではあるのだが、何も今日この日にしなくても……とも思えてしまう。だが、冷静に考えて、後回しにしたところで何もいいことはなく、学園祭に学校中が沸(わ)きあがっているこの日だからこそ、誰にも邪魔をされないだろうとも思えるのだ。

　また、この時のためにそれなりに労力を使ったのは確かだ。

　結局、昨夜の本邸での調べものは、丸一晩近くかかってしまう結果になってしまった。

　それに加え、今日これからのことで準備……というか、裏工作をしておかねばならないこともあった。

　朝早くに登校し、入念な下調べと多少の交渉の末に、俺は今日の舞台を用意することに成功した。

　ここまでしておきながら、自らの手で努力を徒(と)労(ろう)に変えるのは、俺でなくとも馬鹿馬鹿しいと思うことだろう。

　そうだ。やれ、やるしかない。

　自分に言い聞かせるように内心でそう唱えていたのだが、手汗はすごいし背中にも脂(あぶら)汗(あせ)をかくし、さっきから心臓がバックンバックンいっている。

　遠々原家に来て親爺のような怪物と付き合うようになってから、多少は度胸もついたと思っていたのだが……。

　いや、まあ、度胸の種類も違うか。

「節さま？　お加減でもお悪いのですの？」

「いっ？　い、いや……そんなことは……ない」

　隣を歩く羽入田に声をかけられて、我ながら情けないことに裏返った声を上げてしまった。

「ですが、先ほどからお顔の色も優れないご様子ですし……」

　心配そうに、というよりは不思議そうに羽入田が言う。無理もない。自分で自分の姿を見ることはできないが、傍から見たらそうとう挙動不審だろうという自覚はあった。

「いや、本当に大丈夫。ちょっと寝不足なだけだ」

　落ち着け。自分にそう言い聞かせる。

　おかしな様子を曝(さら)け出して、周りの人間の注意を引くようになっては目も当てられない。

「まあ、そうでしたの。実は、わたくしもなのです」

「羽入田も？」

「ええ。昨日、節さまとご一緒した時に、今日はわたくしを連れて行きたい場所があるとおっしゃって下さったでしょう？」

　今日のことを考え、昨日の内に予告しておいたのだ。事前に予定を立てられ、ここに行きたいと当日になってから言われては、俺の予定が台無しになる。

「でも、どこに連れて行って下さるのか、おっしゃっていただけないのですもの」

　それは、言わなかったのではなくて、言えなかったのだ。

　昨日の時点では、どこに連れて行けるのか、俺自身がわかっていなかった。

「ですから、今日のことが気になってあまり眠れませんでしたわ」

「それは、悪かった」

　今、俺たちが向かっている場所はバスケ部の部室だった。

　俺の事情も含めて正確に表現するならば、《普段はバスケットボール部の部室として使用されていて、今日は無人であることがわかっている個室》というのが正しい。

　この場所選びにも、なかなか頭を悩ませた。

　大前提として、人に見られるのは困る。羽入田と完全に二人きりになれて、なおかつ外部から見られる心配もない場所でなくてはならない。しかし、あまりにも人気が少なすぎては、そこに向かう最中に見(み)咎(とが)められるかもしれないし、羽入田に警戒心を抱かせてしまうことにもなりかねない。

　そこで俺が選んだのが、体育館脇にある部室棟だった。ここは、バスケ、バレー、卓球、バドミントンなどの室内競技の運動部によって使用されているのだが、バスケ部はこの学祭期間を利用して県外に遠征に出ていた。我が校のバスケ部は、運動部では唯一全国を狙えるほどの強さを誇っているらしく、そこの部員になった以上、学園祭などで浮かれている暇はないということなのだろう。

　部室の鍵は二つ。部長と顧問が一つずつ管理し、マスターキーなどがないことは確認ずみだった。俺は今、そのうちの一本を手にしている。誰が管理しているものかと言えば、顧問の方だ。

　バスケ部の顧問は、俺が一年の時の社会科担当教諭で、比較的真面目で熱心な人物が多いこの学校の教師には珍しく、話のわかるタイプの人間だった。もう少し別の言い方をするなら、金と権力に弱いタイプの人間だった。

　しかし、部室の鍵を借りるのに、何らかの交換条件を出したわけではなく、ただ俺が――遠々原節が熱心に頼み込んだだけだ。その教諭は、五分間程度の会話の中で「俺だから」と「特別に」をそれぞれ五回ずつ使った上で俺に鍵を渡してくれた。

　バスケ部が強いということは、こんな人物でも指導者としては優秀なのかと思いきや、実際の指導は学外から招(しよう)聘(へい)したコーチが担っているのだそうだ。さにあらんや。

　もっとも、そういう人物を利用して、公にはできない要求を通しているのだから、少なくとも俺に彼を非難する資格はない。

　体育館に近くなってくると、体を震わすような振動と共にアップテンポのメロディが響いてきた。

　体育館ステージは、さまざまな部活や有志の出し物によって、終日予定が詰まっている。ぱっと思いつくだけでも演劇部、アカペラ部、ブラスバンド部。昨日、奥有楽と吹奏楽部の演奏を聴いたのも体育館だった。

　確か今は、有志ロックバンドの時間のはずだ。なんでもインディーズバンドのギターだかベースだかをやっているヤツが、学校の友人たちとこの学園祭のためにユニットしたバンドらしい。俺はまったく知らなかったのだが、そのインディーズバンドはそこそこ有名なようで、うちのクラスにもこの時間だけは絶対に店番をやらないと言っていた女子が何人かいた。

　そういう事情なので、学園祭を見物して回る俺たちが、この時間に体育館付近を歩いていることは、何ら奇妙なことではない。

　ただし、体育館脇を抜けて部室棟へ行く時だけは少し注意が必要だ。念のため、周囲に俺たちのことを注視している人物がいないかを確認した後、一番目立つであろう看板を下ろし、シルクハットも脱いだ。本当は一番目立っているのは服装なのだろうが、こればかりはどうしようもない。後は運を天に任せる。

「あの……節さま？」

　さすがにここまで来ては、羽入田も少し違和感を覚え始めたようだ。戸惑いと不安が混じりあった表情で俺を見ている。

　だが、ここで余計な説明をしている暇はない。俺は羽入田の背に手を添えるようにして、足早に先を急いだ。

　部室棟のバスケ部の部室に辿(たど)り着(つ)くと、素早く鍵を開け羽入田を中へと入るように促す。恐る恐るといった様子で中へ足を踏み入れる羽入田だったが、俺を見つめるその瞳は、不安というよりもはや恐怖とさえ呼んでいい色合いを見せていた。

　俺は羽入田に続いて室内に入ると、扉を閉め後ろ手に鍵を閉める。ガチャン、という音に、羽入田の体がびくりと震えたのがよくわかった。

「せ、節……さま？」

　羽入田の声ははっきりと震えていた。

　これから何が行われるのかを想像し、本能的恐怖感を抱いてしまったのだろう。

　誤解だ。と弁明したいところなのだが、羽入田のその不安と恐怖は、誤解どころか正(せい)鵠(こく)を射ているとさえ言っていい。

　あまり時間はかけられない。

　最終的にどれだけの時間がかかるかわからないのだ、逡巡している暇はない。

　なにより、逡巡していたらその内に俺の気持ちが萎(な)えてしまいそうだった。

　俺は羽入田に向かって、単刀直入に切り出した。




「服を脱いでくれ、羽入田」










五章「愛しているよ……」




「遅いぞ、君」

　俺が自室のドアを開けると同時に、睦(む)月(つき)の罵(ば)声(せい)が飛んできた。

「人を呼びつけておいて待たせるとは、どういうことだ」

　睦月に話があって部屋に来るよう頼んでおいたのだが、俺が所用を済ませている間に来ていたようだ。

「悪い悪い」

　学園祭もつつがなく終わり、その翌日のことだった。

　俺のクラスに関しては、つつがなくどころか、大成功だったと言ってもいい。なにしろ、我らが『多国籍（のような格好をする）喫茶』は、その年の一番盛り上がった団体に贈られる、『学園祭賞』とやらを頂いてしまったのである。

　副賞としてクラス全員に文具セット一式が贈(ぞう)呈(てい)されたのだが、「こんなものをくれるくらいなら、利益を学校側に納入しないでいいようにしてくれ」とは誰もが心の中で思っていた。あと「その味気ない賞の名前をなんとかしろ」とも思っていたかもしれない。

　しかしまあ、自分たちの手で作り上げたものが高い評価を受けるというのは、やはり嬉(うれ)しいものだ。

　打ち上げと称してファミレスとカラオケを梯(はし)子(ご)して、大いに盛り上がった。

　そんなこともあって家に帰りついたのは深夜といっていい時間になっていた。

　前日からの疲れもあり、早々に寝てしまいたいところだったのだが、何を思ったのか婚約者候補たちが「せっかくだからお互いの衣装を着せ替えっこしよう」などと言い出してプチファッションショーが始まってしまい、俺も観客兼審査員として参加させられてしまった。

　準備の期間も含めてさまざまなことがあったが、まあ、いい学園祭だった。

　ただ、おかげで振替休日となったこの日は、昼過ぎまで惰眠をむさぼることになってしまい、いろいろと予定を立てていた俺としては、少しバタバタした一日になった。

　予定ではすべて夕食前にけりをつけるつもりでいたのだが、睦月を部屋に呼んだのは夕食後のことになってしまった。

「それで、話とは一体何だい？」

　待ちぼうけを食らわせてしまったが、睦月は大して文句を言うこともなく切り出してくる。

　普段なら、ここでひとしきり俺への罵声を浴びせたあげく、わけのわからない論(ろん)旨(し)で俺をからかったりするところなのだが、俺が改まって「話がある」なんて言ったせいか、今日は早々に本題に入ろうとし、その表情もどこか緊張している。

「ああ、それなんだが……」

　俺は少し考え込む。話すべきことは決まっているのだが、どこから話を切り出すべきなのか迷ってしまった。

　そうだな……やはり、これからいくか。

「最近、婚約者候補たちが集まって、お茶会をしているだろう？」

「ああ、どうもそのようだね」

「そのお茶会のいつだかの時に、天(あ)海(まの)崎(さき)が『自分の目的を果たすことができれば、《ゲーム》の勝敗にこだわる必要はない』と言ったらしいんだが――」

　俺のその言葉を聞き、睦月は眉根を寄せた。すぐに何かを言おうと口を開いたが、俺はそれに構わず先を続けた。

「あれは睦月が仕組んだことだったのか？」

　しばらく細めた目で俺を見つめていた睦月は、やがて首を振りながら小さな吐息をついた。

「唐突だね。私が仕組んだも何も……私は天海崎嬢のその言葉自体が初耳だよ」

　何を考えたのか、睦月がそんなことを言い出すものだから、思わず失笑してしまった。

「おいおい。今更ごまかすことはないだろ。仕組んだかどうかはともかくとして、その時にお前がいたことは間違いないんだからな」

「そんなことを言われてもね。確かに私は何度かお茶会で相(しよう)伴(ばん)にあずかってはいるが、毎回参加しているわけじゃあないよ。その時に私がいたと誰かに聞いたのなら、別の時と混同していたのじゃあないかね？」

「いや、それもないな」

　俺が断定する口調で言うと、「ほう？」と挑戦的に睦月は笑った。

「自信満々だね。根拠を聞こうじゃあないか」

「姉妹の話さ。その時に婚約者候補たちの間で出た話題だそうだが、あいつらが姉妹だったとしたら、誰が姉で誰が妹になるのか、順番を決めていたらしい。その順番の中に、お前も入っていたんだ。俺が話を聞いたのは蝦夷(えみし)木(ぎ)だが、あいつは『その場にいた人の中で誰が姉で誰が妹かということを決めた』と言っていたよ」

　実際には、蝦夷木が睦月の名を口にしたわけじゃない。ただ、蝦夷木は体の成長度合いで（というか、胸のサイズで）自分が末っ子にさせられたことをひどく不満に思っていたようで、その基準で言うならば、長女に設定された天海崎だって、年少組だと言っていた。

　具体的な数値は知らないが、胸のサイズでは天海崎は五人中三番目になる。これを年少組と言えるだろうか？

　確かなのは、そこに睦月を加えたならば、天海崎は六人中四番目となり、確かに年少組といえるようになるということだ。

　それはそうと指摘したわけではない。ただ、そんな印象的な出来事があれば、それを皆憶えているだろう。その場に誰がいたのか、どういう順番の姉妹になったのか、を含めてだ。

「……わかった、その場に私がいたことは認めよう。しかし、仕組んだとはどういう意味だね？」

「会話の流れをコントロールして、天海崎がそういうセリフを言うように仕向けたんじゃないかってことさ」

　伊(い)堂(どう)寺(じ)の『今の生活が気に入っている』という言葉から、『姉妹』という単語が出たこと。羽(う)入(にゆう)田(だ)の姉の話題が重かったにも拘(かかわ)らず、明るくなりそうもない天海崎の弟の話題が出たこと。不自然とまでは言わないものの、多少は引っかかる会話の流れだ。兄弟姉妹の話から、天海崎に弟のこと、弟の手術のこと、手術が可能になったいきさつのことを連想させ、目的の達成と《ゲーム》における勝敗はまた別のものだという類の話をさせたかったのではないだろうか。

　そんなようなことを語っていたら、睦月から鼻で笑われてしまった。

「ずいぶんと胡(う)乱(ろん)な推理だねえ。そんな薄(はく)弱(じやく)な根拠で疑われているのだとしたらちょっと悲しいよ」

　胡乱な推理というセリフには言葉もない。俺だって自信があって言っているわけじゃない。むしろ、六対四……いや、七対三くらいで単なる偶然だと思ってるくらいだ。

「自信もないし、考えても答えがでなかったから直接訊(き)いたんじゃないか。実際のところ、どうなんだ？」

「どうもこうも……むしろ、私が訊きたいのだがね、私がここで『その通りだ、すべて私が仕組んだことだったのだ』と言ったらどうするつもりだい？　仮に君の考えが正しいのであれば、私は天海崎嬢を利用して、他の婚約者候補を脱落させようと暗躍していたことになる。つまりは、君のためにね。なんとも健(けな)気(げ)なことじゃあないか。その健気な私を、君は一体どうしてくれると言うのだね？」

「そうだな、お前が仕組んだことだったとしたら……『そいつは残念だったな』と言うね」

　一瞬、ほんの一瞬だけ睦月の頰(ほお)が引きつるように動いた。

「で、睦月が仕組んだことじゃなかったら、『それは不運だったな』と言うだろうな」

　睦月は顎(あご)に手をあて、「ふむ」と唸(うな)る。

「君の考えすぎの病気がまた始まったとしか思っていなかったが、少し興味が出て来たよ。『残念』とはどういう意味だい？　実際に、天海崎嬢の言葉がきっかけで《ゲーム》をリタイアした人物は出ているわけで、それは仕組んだ側にとってみれば成功だろう？」

「そうだな、成功だ。だが……成功しすぎた。

　一人だけ……伊堂寺だけならいい。だが、蝦夷木までリタイアしてしまった。実際のところ、天海崎の言葉がその二人にどれほどの影響を与えていたのかはわからない。問題なのは、実際に二人がリタイアしてしまったということだけだ。

　おかげで、睦月としてはちょっと困ったことになったんじゃないのか？」

「私が？　ふむ、君がそう言うなら、困ったことにしよう。さて、困ったぞ……！」

　馬鹿にした様子で睦月は大(おお)袈(げ)裟(さ)に首を捻(ひね)って見せる。それが本当にただ馬鹿にしているだけなのか、余裕があるのか、虚勢を張っているのか、はたまたそのどれでもないのかは、その表情からはうかがい知れない。まあ、どれであれ、俺のやることに変わりはない。

「伊堂寺と蝦夷木の二人が《ゲーム》からのリタイアを宣言し、事前にわかっていた二人とあわせ、四人が《不正解》だとわかってしまった。残る婚約者候補は羽入田ただ一人だ。俺にもう少しこらえ性がなければ、一足飛びに羽入田を連れて親(おや)爺(じ)のところへ駆け込んで、羽入田を正式な婚約者にすると言っていただろうな」

「ああ、それは確かに疑問だね。もう《正解》は決まったようなものだっていうのに、なぜそうしなかったんだい？」

「単に度胸がなかっただけさ」

　細かい理由を列挙するのならば、他にもいろいろとある。だが、一番大きな理由は、正式な婚約者を選ぶのが恐ろしくなってしまったことだ。特に俺には、ほんのふた月ほど前に、絶対の自信を持っていたにも拘らず、まんまと罠(わな)に嵌(はま)りかけた苦い記憶がある。それもあって、どうしても踏ん切りをつけることができなかった。

「だが、消去法で考えれば、羽入田以外に《正解》はいないのだから、いつ俺が思い切るかはわからない。それが、睦月の一番恐れたことだったんだろう？　だからこそ、お前はあんな奇妙な行動をしたんだ」

「あんな、と言われても、私には何のことやら……」

　睦月はどこまでもとぼけているが、今までのことならいざしらず、あれは明らかにおかしな話だった。

　俺は眉(み)間(けん)に指をあてながら、できるだけ正確に記憶を思い出そうとする。

「いつだったかな。婚約者候補たちが食堂に集まって、学園祭で着る衣装の話をしていた時だ。あの時、睦月が羽入田に実家から預かったものだと言って振袖を渡しただろう」

「おいおい。それがおかしいとか言うつもりかい？　職務を全うしただけなのに奇妙な行動をしたとか言われてはかなわないよ」

「全うしていなかったじゃないか」

「む？　まさか、羽入田嬢に振袖を届けるのが一日遅れたことを言っているのかい？　確かにあれは私のミスだったが、君が小さな誤(ご)謬(びゆう)を後々までチクチクとつついて来るような料(りよう)簡(けん)の狭い男だったとは思わなかったよ」

　苦いものでも飲み込んだように顔をしかめ、ため息交じりに睦月は俺を詰(なじ)るが、別に俺だってささやかなミスを責めたいわけじゃない。

　ミスのしようがない状況だったのに、ミスをしたから奇妙だと言っているのだ。

「その時に聞いたことだが、奥有楽にも実家からの届け物があったらしいな。それも羽入田と同じように、風呂敷に包まれた着物だ。奥有楽には前日の内に――羽入田の振袖が届いた日に――直接手渡していたそうじゃないか。

　同じ日に、同じような届け物が二つあった。届け物のこと自体をうっかり忘れてしまうことならあるだろうが、その内、一方を渡しておきながら、もう一方を渡しそびれるなんてことがあるか？　荷物を一つ渡した時に、もう一つの届け物のことを連想するのが普通だろう」

「つまり、私が意図的に羽入田嬢に届け物を渡すのを遅らせた、と言いたいわけだね、君は。しかし、私がそうする意図がどこにあると言うんだ。羽入田嬢に対する嫌がらせとでも言いたいのかね？」

　嫌がらせ……ね。

「まあ、ある意味ではそうなるんだろうな」

　お前のつまらない冗談は聞き飽きた、とでも言うように睦月は俺を鼻で笑う。

「はっ。私も見(み)縊(くび)られたものだな。仮に羽入田嬢を嫌っていたとしても、そんなつまらない嫌がらせをするほど堕(お)ちちゃあいないよ。と言うか、それのどこが嫌がらせになるんだい。確かに一日遅れはしたが、何の問題があったわけでもないだろう」

　確かに問題はなかった。学園祭まで間はあったし、振袖が届くのが一日二日遅れた程度では問題になりようがない。

「実際に遅れたのは一日だったが、たまたま一日だけだった、と言うこともできる。もっと遅れた可能性もあるし、あるいは届いた当日に羽入田に渡すことができたかもしれない」

「……どういう意味だね？」

　意識してやっていることではあったが、俺の迂(う)遠(えん)な説明ぶりに睦月は怪(け)訝(げん)な表情を浮かべる。「どういう意味」なのかは、他でもない睦月が一番よく知っているはずなのだが、その表情から演技の素振りはうかがえず、さすがに俺も少し不安になってくる。しかし、今更後戻りもできない。

「荷物を手渡す日を遅らせることが目的だったわけじゃないってことだ。条件さえそろえばいつ渡したってよかった」

「条件とは？」

「俺だ。羽入田に実家からの荷物を手渡す時、傍(そば)に俺がいることが条件だった」

「ほう？　君がいると何かが変わるとでも言うのかね？」

「変わる。俺が傍にいれば、実家からの荷物を受け取る羽入田の様子を、俺に見せることができる。さらに余計なことまで付け加えていたな。『振袖を汚しでもしたら、羽入田の母親が怒るんじゃないか』とかなんとか」

　その時にも、らしくない心配をするなとは思っていた。

「余計とはなんだね。老(ろう)婆(ば)心(しん)じゃあないか」

「老婆心だったとしたら、あまりにも配慮が足りなかったな」

　睦月は羽入田の事情を知っている。彼女がなぜ俺を――遠(をん)々(どお)原(ばる)を憎んでいるのか、その理由を知っている。

　俺の知る限りでは（そして、睦月の知る限りでも）、羽入田の憎しみは、俺や親爺、遠々原グループというよりも、遠々原の一族である継母に向けられていた。

　睦月は、よりにもよってその継母のことに言及したのだ。配慮が足りなかったという言葉では足りないくらいだ。

「ふむ……。君の言う通り配慮が足りなかったのは認めよう。だが、他に言いようもないだろう、あの場合」

　他に言いようもないだって？

「睦月らしくもない苦しい弁明だな」

　同じ内容のことを言うのでも、例えば『家の人が困る』とか言い様はいくらでもあったはずだ。ことさらに、継母のことを持ち出す必要はない。

「そうそう、思い出した。『万が一汚しでもしたらお母上にお叱(しか)りを受けるようなことになるのではないか』――確かこうだったな。羽入田の事情を知っているのだから、『お母上』と口にしかけたところで失言に気づくだろう。咄(とつ)嗟(さ)に『ご家族』とか、せめて『ご両親』とか言い換えることもできたんじゃないのか？　仮に勢いのまま最後まで言ってしまったのだとしても、あの時のお前には、失言をした、まずいことを言ったという様子もなかった。

　あれは挑発だったんだ。羽入田の前で、羽入田が憎んでる継母の話をする。あろうことか『叱られる』とまで言い、継母が罵声を浴びせる姿を連想させる」

　羽入田の継母は、自身が遠々原の一族であることを笠に着て、傲(ごう)慢(まん)な振る舞いをすることたびたびなのだと言う。実際に、羽入田宇(う)海(み)が継母から理不尽とも言える罵声を浴びたことも一度や二度ではなかっただろう。

　そもそもが挑発的な言葉だ。

『お母さんに叱られるんじゃないの？』なんて言われたら、母親に隔(かく)意(い)のない人間だって、少しはムっとする。小学生男子だったとしたら、『そんなの関係ないよ！』と言うところだ。

「あれは挑発だった。お前はあの場で羽入田を挑発して、激(げき)昂(こう)させたかった。怒り狂う羽入田の姿を俺に見せ、羽入田がいかに継母を――ひいては遠々原を憎んでいるのかを俺に知らしめたかったんだ」

　そこまでの効果を望んでいなくとも、継母の名に、羽入田が不愉快そうな言動を取ることを期待していたのだろう。

「それが、あの場でお前が奇妙な行動をとった理由だ」

　睦月から反論の言葉はなかった。

　代わりに俺のことをじっと見つめ、静かに「それで？」と口にする。

「君のご高説は承ったよ。仮に、すべて君の言う通りだとしよう。ここしばらく、私は婚約者候補たちの間で暗躍していた。幾人かを自らリタイアするように仕向け、残った者は《不正解》だと君に教えようとしていたとする。それで、私は一体何がしたかったと言うんだい？」

　睦月の行動の理由を俺が話すとは、なんとも奇妙な状況になってしまった。

　しかし、俺が始めたことだ。今更、愚(ぐ)痴(ち)も言うまい。

「睦月が何をしたかったのかは単純だ。お前は俺に、ある事実に気づかせようとしていた。つまり――」

「つまり……？」

　睦月がごくりと唾(つば)を飲み込む音が聞こえたような気がした。俺の考えが正しかったのだとすれば、俺がこれから言うセリフに睦月の行動の成果が詰まっているのだから、さすがの睦月でも緊張をするのは無理もない。かく言う俺も、若干緊張してしまっている。

　俺はゆっくりと、一語一語をはっきりとこう口にした。




「つまり――この《ゲーム》の《正解》は睦月だ」




＊




「本気で……言っているのかい？」

　信じられないという面持ちで、声を震わせながら睦月が問いかけてくる。

「冗談として済ませるほど、俺は《ゲーム》を軽くみてはいないよ。《ゲーム》を始める時、親爺(じい)さんが妙な言い方をしたことについては、最初から気になってはいたさ」

　そう……あれは数か月前。俺が、五人の婚約者候補を紹介された時のことだ。

　親爺は、五人の婚約者候補がみな俺を恨(うら)んでいると言い、そして――。

『この中に一人だけ例外がいる』

　と言ったのだ。『この中に』だ。『五人の中に』でも『婚約者候補の中に』でもない。親爺がその言葉を言った時、その場所には、俺と親爺、五人の婚約者候補の他に――。

　睦月がいた。

「その時から、俺の婚約者候補は五人じゃなくて、六人なんじゃないのかと、疑ってはいたよ。一応な」

　なかなか確信は持てなかった。そう俺に思わせること自体が親爺の仕掛けた罠なんじゃないのかと疑うこともあった。

　だが、ことがここに至っては、信じるよりほかにない。

「……親爺(じい)さんとの勝負か？」

　問いかける俺の声に、返事よりも先に睦月の体がびくりと震えた。その様子で、俺は自分の想像が間違っていなかったことを確信した。

　そもそも、《ゲーム》に関しての認識が間違っていたのだ。

「最初から、この《ゲーム》は俺と五人の婚約者候補の勝負じゃなかった。睦月と親爺さんとの間で争われる《ゲーム》だった――そういうことなんだろう？」

「節(せつ)……節……！」

　睦月が震える声で俺の名を呼んだかと思うと、その姿が俺の胸へ飛び込んできた。睦月の手が俺の背中に回り、強く抱きしめられる。

「……よかった」

「睦月……お前……」

　睦月の顔は俺の胸に埋まり、表情をうかがうことはできなかったが、その声は嗚(お)咽(えつ)交じりだった。

「よかった……。君なら絶対に気づいてくれる。そう信じてはいたよ。でも……やっぱり不安だった。本当に……よかった……！」

　胸の中でぐずつく睦月を見ている内に、俺は奇妙な気分になってきていた。例えるなら、叱りつけた子供が涙ながらに謝ってきた姿を見た気分とでも言おうか。俺にそんなものがあるとも思えなかったが、これが父(ふ)性(せい)愛(あい)というやつなのかもしれない。

「……なんだってこんな勝負なんかしたんだ」

　聞き分けのない子供を諭(さと)すような気持ちになってしまい、ついため息交じりにそんなことを訊いてしまう。すると睦月は、「決まっているだろう」と、抱きついた状態のまま首だけを巡らし俺を見上げた。

「君と……結婚するためだよ」

　まさか睦月のこんな表情をみることになるとは思わなかった。

　恥ずかしさと喜びが入り交じり、それに若干の緊張をアクセントに加えた表情とでも言えばいいのだろうか。

「仕方がなかったんだ。実は、君には秘密にしていたのだが、昨年、君の結婚相手が決まってね。御(ご)前(ぜん)の意見は含まれていなかったが、遠々原の一族連中が総意ということで御前に提案したんだよ」

「待てよ。まさか、その俺の結婚相手っていうのは……」

「羽入田嬢だよ」

　その名を聞いても、俺には「やはり」という以上の感(かん)慨(がい)はわかなかった。

「羽入田嬢には、前もってそれとなく打診されたらしいのだが、ある時、その件について折り入って話がしたいと彼女の父親が訪ねてきたのだ。私は、御前の命令でその席に同席をさせられたのさ。つくづく、人の神経を逆(さか)撫(な)でするのが好きなのだと思ったよ」

　その意見には全面的に賛成だ。

「その時に羽入田嬢の父親が語ったところによれば、かなりひどいことになっていたようだよ」

「ひどいこと？」

「遠々原の嫁になるなんて冗談ではない、のだそうさ。普段の様子からは想像できないが、殺してやるとか、死んだほうがマシだとかまで言っていたらしい。羽入田嬢の父親は、そのことを話してなんとか考え直してもらえるよう御前に頼み込んだのだが……」

「むしろそれで、親爺(じい)さんが乗り気になったんだな？」

　睦月が頷(うなず)く。ありえそうな話だ。あの親爺なら、結婚記念日と命日が同じになるのも一興とか言いそうだ。

「冗談じゃあないと思ったのは私も同じさ。そんな女に節をやれるものか、とね。だが、御前が乗り気になってしまっては結婚話を白紙にするのは容易じゃあない。だから、より御前の興味を引きそうな話を持ち出すしかなかったんだ」

「なるほど。それがこの《ゲーム》ってわけか」

「そう。五人の――その時は何人になるか決まってはいなかったが――婚約者候補を用意し、節がその中からではなく私を選ぶようなことがあれば、誰が反対しようと節と私を結婚させてくれると、御前は約束したよ。

　もちろん、私からそのことを君に教えるような真似はご法度(はつと)だ。節ならば自(おの)ずと《正解》を見(み)出(いだ)してくれるだろうと信じていたが、不安が消えるわけでもなかったし……柄にもなく悩みもした」

「悩んだ？」

「私ではなく他の誰かと結婚した方が、君にとってはいい結果になるのかもしれない、とね」

　睦月は力なく、自(じ)嘲(ちよう)するように笑っていた。こんな表情、滅多に見られるものじゃない。

「君は疑っていたようだが、私が天海崎嬢に『《ゲーム》の勝敗にこだわる必要はない』と言わせて、他の婚約者候補を蹴(け)落(お)とそうとしたというのは、さすがに穿(うが)ちすぎだよ。天海崎嬢がそれに近いことを言ってくれることを期待して話題の方向を誘導しようと思っていたのは、君の予想通りではあるが……」

　今更、噓(うそ)をつく必要もない。その通りなのだろう。

　たとえ会話の流れをコントロールしていたとしても、天海崎が望む言葉を言ってくれる保証はないし、仮に言ったとしても、その言葉に従って婚約者候補がリタイアするのを望むのは無謀だ。すべてがとは言わないが、ここに至るまでの状況の大半は、世の営みがそうであるように、偶然の積み重ねなのだろう。

「だから、君が言ったように、伊堂寺嬢に続いて蝦夷木嬢までリタイアしたことは、私にとってできすぎの状況で、かつ失策だった」

　睦月は苦々しげに顔を歪(ゆが)めた。

「他の四人ならば自然の流れに任せていたかもしれない。あるいは、諦(あきら)めてすらいたかもしれない。

　だが、彼女だけは……羽入田宇海だけは駄目だ。君が彼女を選ぶようなことになったら、確実に破滅する。殺される可能性だって決して低くはない。だから私もついあんな真似をしてしまったというわけだ。結果的にそれで君に気づかれてしまったわけだが、あれはレギュレーション違反かな？」

　どうだろう？　羽入田に対する睦月の言動が奇妙だと疑ったのは確かだが、それだけが決め手というわけでもない。

「まあ、俺が親爺(じい)さんだったとしたら、文句は言わないだろうな」

「それはよかった」

　君がそう言うのなら心配はない、と睦月は笑った。何の屈(くつ)託(たく)も見えない満面の笑みだった。なんだか、睦月のこういう表情を見るのはずいぶんと久しぶりな気がする。

　笑みを浮かべたまま俺からすっと体を離すと、睦月は優しく俺の手をとる。

「さあ。行こう」

「行く？　行くって……どこに？」

「決まってるじゃあないか、御前のところだよ。行って、高らかに勝利宣言をしてやるのさ」

「親(じ)爺(い)さんに勝利宣言か。それは確かに心引かれるものがあるな」

　睦月は俺の手を引き、部屋のドアへと向かおうとしたが、そこで違和感を覚えたようだった。俺の足は一歩も動かない。動かそうとすらしていない。

「……？　どうしたね、君？」

「勝利宣言はまだ早いぞ、睦月」

　俺のその言葉で、睦月の顔は一瞬にして色をなくす。その頭の中では、これまでの俺の様子を思い返し、嫌な予感が沸き起こっていることだろう。

　先ほどまで睦月に抱きつかれていた俺だったが、俺の方はなされるがまま、棒立ちだった。睦月の背に手を回し抱き返すことも、肩に手を置くこともなかった。

　言ってみれば――婚約者を決めた男の態度ではなかった。

「どういう……何のつもりだい？」

「つもりも何もない。俺は、まだ婚約者を選んではいないと言っているんだ」

　睦月はぱちぱちと何度か瞳を瞬かせてから、困ったような笑顔を作った。

「ああ……つまり、天海崎嬢の時と同じように、期待を持たせて本音を引き出そうとした、ということかな？

　しかし、聞いての通りだよ、君。君に黙っていろいろと画策していたことは確かだが、そうでもしなければ御前に知られてしまうと思ったんだ。私には今言った以上の本音なんてないよ」

「そうだな。《ゲーム》の《正解》は睦月だった。それは間違いないんだろう。ただし、睦月を選ぶことが俺にとって正解とは限らない」

「……っ！」

「さっきも言ったが、俺はかなり初期の段階で婚約者候補に……俺が選ぶべき選択肢の中に睦月が含まれているんじゃないかと疑っていた。だが、俺はなるべくそれを考えないようにしていたんだ。俺が選ぶべき《正解》は五人の中に必ずいると、そう思おうとしていた」

「……なぜだ」

　なぜ？　今更それを訊くのか？

「決まっているだろう。それは俺にとって、最悪の結論だったからだ」

　断言する俺の言葉に、睦月の頰が痙(けい)攣(れん)するように震えた。

「い……言ってくれるね。しかし、最悪とまで言うことはないのじゃあないかい？　確かに私は君のことを馬鹿にしたりからかったりすることも多いが、だからと言って……」

　そうじゃない。そういうことじゃあないんだ。

「お前のことがすべてわかるなんて言うつもりはないが、これでも長い付き合いだ。俺にだってこれくらいはわかる。

　お前が俺のことを憎んでいるってことくらいは――な」

「……悲しいね。つまり君は、私が君を破滅させようとしていると、疑っているわけだ」

　疑って……？

「いや、疑ってはいない。俺は――確信している」

　そう、確信だ。

　信用とか信頼とか言い換えることができるかもしれない。俺は、睦月ならば絶対に俺を破滅させると信じていた。

「それとも本当に憎んでいないのか？　梅(うめ)ヶ(が)谷(たに)学園を潰(つぶ)し、お前のささやかな幸せを台無しにし、両親を死に追いやった遠々原を。そして、その遠々原の庇(ひ)護(ご)を受けて、のうのうと暮らしている俺を」

「つまらない挑発だよ、君。今更、私がそんな昔のことで我を忘れて怒り狂うとでも思っているのかい。は、はは……」

　睦月は笑おうとした。俺の見え透いた挑発を笑い飛ばそうとはしたのだ。顔は笑みを作り、口からは笑声が出かかった。

　だが。

　笑声よりも先に、睦月の両目から大粒の涙が零(こぼ)れ落(お)ちた。

「くそ……っ」

　らしくもないありきたりな罵声を上げて、睦月はとめどなく流れ落ちる涙を拭(ぬぐ)い続けた。
















　たとえ見え透いた挑発でも、それを看過できるほど睦月の憎しみは生ぬるくはなかったのだろう。

「やっぱり、憎しみは消えないか……」

「消える……？」

　そんな呟(つぶや)きが聞こえたかと思うと、睦月は涙を拭うのをやめ、ゆっくりと顔を上げた。俺に向けられたその顔には、凄(せい)惨(さん)と呼んでいい笑みが浮かんでいる。

「消えるものか！　消してたまるものか。私はね、すべてを奪われたんだ……」

　睦月は自分の言葉が可(お)笑(か)しかったように、くっくと肩を震わせ笑っていた。

「陳(ちん)腐(ぷ)な言葉だ。悲劇に酔っている自己陶(とう)酔(すい)的な言葉だよ。でも、それが偽らざる私の本心なんだ。私はすべてを奪われた。遠々原にじゃあない、君にだ、節。私は君に、死ぬことさえ奪われたんだ……！」

　梅ヶ谷学園が遠々原の手によって潰れたあの時、俺は自殺を図ろうとしていた睦月を助けた……助けてしまった。あまつさえ、生きる希望さえ与えてしまったのだ。

　俺は、遠々原が消滅する姿を睦月に見せると約束し、今日までそのために行動してきた。だから、睦月の憎しみは決して的外れじゃない。俺にはその憎しみを受ける義務があるのだ。

「私は、今でもあの時に死んでおきたかったと思っているよ。こんな憎しみを抱えたまま生きているのは辛(つら)いし、それに……身勝手な憎しみを君に抱いている自分が滑(こつ)稽(けい)だよ」

　その言葉を証明するかのように、睦月は嘲笑する。

「滑稽だと自分でもわかっているのに、それでも君への憎しみは消えない。何なのだろうね、これは。もう、自分でもどうしようもないよ……」

　笑いながらもまた、睦月の両目からとめどなく涙があふれた。

　泣き笑いを続ける睦月に、俺にはかける言葉はなかった。声をかけることは俺には許されないと思った。いや、許されたとしても、たとえ誰かにそうするべきだと言われても、俺が睦月に声をかけることはなかっただろう。

　俺にはわかっているのだ。心のどこかに「所詮は他(ひ)人(と)事(ごと)だ」と考えている自分がいることが。

「……それで、どうする？」

　涙を流す睦月に何をしてやれるわけでもなく、俺がただ馬鹿みたいに立ち尽くし、内心の忸(じく)怩(じ)たる思いに苛(さいな)まれている内に、涙を拭った睦月が、腫(は)れぼったい目に虚(うつ)ろな光をたたえながら俺へと問いかけてきた。

「聞いての通り私は君を憎んでいる。だが、私が《ゲーム》の《正解》であることに間違いはない。逆に言えば、五人の婚約者候補はみな《不正解》だ。それで、君は誰を選ぶのだ、ということだよ」

「そのことか……」

「比較的安全なのは、伊堂寺嬢かな？　彼女自身は君を憎んではいないし、遠々原を憎んでいるという両親だって、やりようによっては懐(かい)柔(じゆう)できるかもしれない。あるいは天海崎嬢か？　近頃の彼女の様子を見ていると、本気で君を愛しているんじゃあないかと思えるほどだ。その点に関しては、蝦夷木嬢も悪くはないか。ああ、君の身の安全という意味で言えば、織(おり)江(え)もありだね。奥有楽グループは遠々原が潰れてさえくれればいいのだから、君一人の身くらいは助けてもらえるかもしれない」

　睦月は矢継ぎ早に婚約者候補の名を出し、俺に選ばせようとする。

　そう。俺に選ばせようとしているのだ――自分を。

　睦月だって俺の性格は熟知している。肯定的な意見を並べ立てられると、それに対する反証が次々と頭の中に思い浮かんでしまうのが、遠々原節という人間だ。

　俺に婚約者候補たちの危険性を列挙させて、それらに比べればまだしも自分の方が安全じゃないかと思わせようとしているのだ。

　事実、今しがた憎しみを向けられたばかりだというのに、あるいは睦月は俺を破滅させることはないのではないかという、わずかな予感が俺の中に残ってしまっているのは確かだった。長年、生活を共にした睦月への想(おも)いが、どうしても俺を甘くする。

　だが、俺が口にしたのは、婚約者候補を否定する言葉でも、睦月を肯定する言葉でもなかった。

「……一人、忘れていないか？」

「は？」

「今、お前が名前を挙げたのは、俺自身の目で《不正解》を確認した連中だ。でも、一人だけそうじゃないヤツがいるだろう？」

「……君は馬鹿か？」

　呆(あき)れかえった表情で、睦月は端的に俺を罵(ののし)った。

「羽入田嬢のことを言っているなら、私の言ったことを聞いていなかったのか？　今更、君への憎しみを隠そうとも思わんが、先ほど言ったことは誓って本当のことだ」

「聞いていたさ。羽入田宇海が遠々原を憎んでるのは本当なんだろう。直接、俺に憎しみを向けているわけじゃないが、遠々原に与(くみ)するものは根こそぎ破滅させてやるくらいには思っていたんだろうな」

「だったら、なぜ……」

「俺たちの知っている羽入田は、羽入田宇海じゃないからだ」

「……？」

「俺たちが知っているのは羽入田宇海じゃない。双子の姉の羽入田麗(うらら)だ」

「は？」

　時間が止まった。

　そう思えてしまうほど唐突に、睦月はぴたりとその動きを止めた。そして数分、長い時間を置いてから一言だけ言葉を発した。

「……はあ？」

　それだけの言葉を口にし、また睦月は固まってしまう。しばらくして、ようやく心を落ち着けたのか、

「頭は大丈夫か、君」

「気持ちはわかるが本当のことだ」

　つい苦笑を浮かべてしまう。

「だって、君。羽入田嬢の姉は、既に亡くなっているだろう」

「ああ。だから、死んだのが姉の麗ではなく、妹の宇海だったということだ」

　そこまで言ってもなお、睦月はできの悪い冗談を聞いたように、眉をしかめてゆるゆると首を振った。

「怪奇小説やミステリでもあるまいし、いくらなんでもそんなことがあり得るか？」

「あり得るというか……あるんだよ、実際に」

「……自信満々だね。確認したのかい？」

「した」

「しかし、そんな確認をどうやって……いや、それよりもだ。むしろ、どうやって君がそれを知ったのかの方が気になるね」

「少し変だと思ったのは、数か月前のことだ。あれは夏休みの臨海学校の時だったか。羽入田が俺と初めて会った時の話をしたんだ」

　その時のことを俺はほとんど憶(おぼ)えていなかったが、羽入田が俺と初めて出会ったのは俺が遠々原家に養子に来てすぐのパーティでのことだったようだ。そこで、ちょっとした出来事があって、羽入田は俺に好感を抱いた。羽入田の言葉を借りるなら、その時以来、彼女にとって俺は《白馬の王子さま》だったらしい。

「そりゃあモテモテで何よりなことだが、それが一体どうしたと言うんだ」

　どこか憮(ぶ)然(ぜん)とした表情で睦月は言うが、何も自慢をしたかったわけじゃない。

「問題は、その後だ。俺は、この春に親爺に紹介されるまで、羽入田に会ったことはないと思っていた。これはどういうことだと思う？」

「君の記憶中枢に障害がある」

「……あのな」

　そういうことを言いたいんじゃねえんだ。

「いや、わかるよ。つまりはこういうことだろう？

　羽入田嬢は遠々原の一族で、ごく身内のパーティにも出席できる立場だった。にも拘(かかわ)らず、節はパーティの席上で羽入田嬢と会った記憶がない、と」

　そうだ。そこをずっと奇妙に思っていた。

「しかしね。遠々原のパーティと言えば、どんな小さなものでも出席者は百人を下らない。人に紛れて見落としてしまった……いや、そもそも君は羽入田嬢を知人としては認識していなかったのだから、いちいち気に留めたりしていなかったんだろう？」

　ああ。俺から見た認識としてはそれで間違っていない。

「問題は羽入田の方だ。羽入田は俺に好感を持っていた。もう少し盛(も)っていいなら、俺に恋心を抱いていた」

「自分で言うかね、そういうことを」

　いちいちツッコまないでほしい。俺だって言ってて恥ずかしいんだから。

　一つ咳(せき)払(ばら)いを加えてから俺は先を続ける。

「自己紹介でもされていれば、俺だって憶えていたはずだ。羽入田の立場からしたら、好きな男に会える機会だろうに、俺は声をかけられることさえなかったんだ」

「好きな人だからこそ、声をかけるのが恥ずかしい。その年頃の女の子とはそういうものじゃあないのかね？　そもそも、君は恋心と言うが、羽入田嬢の好意が実際にどの程度のものだったのかなんて、わかりようがないじゃあないか」

　睦月が指摘するところはいちいちもっともだ。

「そうだな。だから俺もその時は、『少し変な気もするが、そういうこともあるかな』という程度に思っていたさ。ただ、最近の羽入田の言動で明らかにおかしなことがあった」

　最初は、学園祭のメニューを相談している時だ。

　俺がハワイに行った時の話から、伊堂寺が『海外に行ったことがない』と言った。それに合わせて羽入田も『自分もない』と確かに言ったのだ。

　しかし、学園祭の時には、『毎年、新年の挨拶にだけは必ず行っていた』と言った。

　このどちらかは、明らかに噓(うそ)だ。

　俺が知るだけでも二回、親爺のわがままのせいで、唐突に年越しを海外で迎えたことがあった。その内一回に至っては、「寒いのは嫌だ」という子供のような理由で、桜が咲くまで日本に戻ってこなかった。

　羽入田が新年の挨拶に毎年行っていたのならば、必ず海外に行っていなくてはならない。だから、羽入田は『海外に行ったことがある』か、『新年の挨拶に毎年行ったわけではない』かのどちらかなのだが――。

『海外に行ったことがない』が噓である可能性は低い。なぜなら、あの時にそんな噓をつく理由がどこにもないからだ。強いて考えるとするのならば、海外に行ったことがないと口にした伊堂寺に気を遣(つか)ったことくらいだろうが、羽入田はそういう気の遣い方はしない人間だと思う。伊堂寺に気を遣うのならば、「なら、今度、海外にご一緒しましょう」と言うのではないだろうか。

　加えてその直前には、修学旅行のためにパスポートを申請する話題も出ていた。もし羽入田が海外に行ったことがあるとしたら、パスポートを申請する時にあっさりと噓がバレる。

　そんな底の浅く、かつ何の効果も期待できない噓をつく理由がない。

　では、『毎年、新年の挨拶にだけは必ず行っていた』のが噓だろうか。

　それに関しては、よりはっきりとした理由で否定ができる。

　芳(ほう)名(めい)帳(ちよう)というものがある。パーティや宴席の際、出席者が名前を書くあれだ。なんと、遠々原家では新年の挨拶に来た時さえ、芳名帳を書かされるのだ。どうやら、松が取れるまでに数百人に及ぶ来客があるため、そういうものが必要になってくるらしい。

　遠々原本邸で働く何人かの人の手を煩(わずら)わせて過去の芳名帳を調べた結果、親爺が海外で年を越した二回とも、『羽入田宇海』の名を確認することができた。

　つまり羽入田は、『海外に行ったことがない』にも拘らず、『新年の挨拶のために海外に行った』ことになる。

　この矛(む)盾(じゆん)を解消するために、俺が立てた仮説は――。

「『海外に行ったことがない』羽入田と、『新年の挨拶のために海外に行った』羽入田は別の人物である――だ」

　俺の仮説を聞き、睦月はそれを吟(ぎん)味(み)するようにしばらく黙考してから口を開いた。

「別人だというのは……まあ、わかる。しかし、それで死んだはずの人間が実は生きていて身代わりになっているというのは、飛躍がすぎないかね？」

「そうか？　むしろ、他に誰が身代わりなんてできるんだと聞きたいぞ」

　羽入田は、ありていに言って《お嬢さま》だ。その言葉づかいや金銭に対する感覚、使用人への対応など、明らかに上に立つ人間として育てられたものだった。教えられてはいそうですか、とできることではない。

　あまりにも極端すぎて、本当に現代に生まれ育った人間なのかと疑ってしまうほどだが、その極端さも俺の仮説の傍(ぼう)証(しよう)のひとつだった。

　普通に生まれ育っていれば、家での教育や躾(しつけ)とは別に、学校、友人などのコミュニティにおける成長がある。羽入田の日々の言動から、彼女には後者が希(き)薄(はく)であるように思えた。だからこそ、俺の知る羽入田は、ろくに学校に行ったこともない双子の姉の麗なのではないかと疑ったのだ。

　傍証ならば他にもある。

　芳名帳を調べた時だ。五年前の、俺が遠々原家に入ったことをお披露目するパーティの出席者を確認した。そこには、『羽入田宇海』の名の隣に『羽入田麗』の名が確かに存在していた。そして、それ以後のパーティにおいて、『羽入田宇海』の名はあっても『羽入田麗』の名はなかった。

　それを見た時、俺は自分の疑問が解けた気がした。

　羽入田がパーティで俺と同席しても声をかけてこようとしなかったのは、そこにいたのが俺に好感（あるいは恋心）を抱いた羽入田ではなかったからなのだろう。

「反(はん)駁(ばく)や疑問点はいくつかあるが……君は既にそれを《確認》してしまっているのだろう？」

「ああ、《確認》した」

「それほど自信を持って断言できるとは、一体、どういう確認の仕方をしたんだい？」

「あ。いや、それは……」

　つい言葉を濁(にご)してしまう。できることならば、あまり言いたくはない。

「なんだい？　まさか、とてもではないが口にはできないようなことなのかい？」

　言葉がない。どうも、それに類することのように思えてしまう。

　当初はニヤニヤと底意地の悪い笑みを浮かべていた睦月だったが、俺の煮え切らない態度に冗談事ではないと思ったのか、急に気色ばんだ。

「まさか拷(ごう)問(もん)か!?」

「するか！」

　慌てて否定はしたが、もしかすると否定のできないことだったかもしれない。外傷を与えたわけではないのだが……。

「では、どう確認したんだい。こうなった以上、はっきりと言ってもらわねば収まりがつかないよ」

　うう……し、仕方がない……。

「む……胸を見せてくれと言った……」

「――!?」

　目を見開き俺を見る睦月の視線には、驚きと共に軽蔑や嫌悪の色が混じっているような気がした。

　俺は睦月に何かを言われるよりも先に、素早く言葉を補足する。

「具体的には、手術痕(あと)があるかを確認させてくれと言ったんだ」

「……手術痕？」

「そうだ。羽入田麗は、心臓に疾(しつ)患(かん)を持っていた。手術をすれば治る類の病気だったようだが、それを拒否し続けたために亡くなってしまった……ことになっている」

　だが、俺の知る羽入田が宇海ではなく麗なのだとしたら、死んだのが宇海で生きているのが麗ということになる。当然、その場合気になるのは、心臓の病はどうなったのかという点だ。

　病を抱えたまま放置しているということはありえない。なぜなら、羽入田は体育の授業にも出ていたし、臨海学校では浜辺でビーチバレーみたいなこともしていた。とりたてて激しい運動というわけではないが、心臓に不安を抱えていては怖くてできないことだろう。

「だから、手術は既に済んでいて、心臓付近に手術痕があると踏んだんだ」

「それで？　見たのか、胸を。乳を。あの巨乳を」

　いちいち強調しないで欲しい。

「まあ……見た」

「そうかい。で、どうだったんだい？」

「もちろん手術痕はあったさ。目立たないようにはなっていたけどな」

　今にして思うと、羽入田がパーティドレスやビキニの水着など胸元の見える恰(かつ)好(こう)をしていたのはすごい度胸だ。もっとも、その時には手術痕のことなど考えもしていなかったし、おそらくは化粧で隠してもいただろう。俺が半ば強引に見せることを迫ったのは、そういう準備をする時間を与えないためでもあった。

「いやいや、そういうことではなくてだね、君」

「ん？」

「ぷるぷるだったのかい？　それとも、ふわふわだったかな？」

「……」

　見たとは言ったが、触ったとは言ってない。

「まあ、そういうことならば認めざるを得まい。今、この《ハーレム》に住んでいる羽入田嬢は、羽入田麗嬢だということをね。それは認めるが……」

　少し考え込んだ後、睦月はちらりと俺を見てほくそ笑んだ。

「君にとっては、結局同じことではないのかね？」

　睦月の言いたいことは予想がついたが、あえて口を挟まず先を促す。

「だってそうだろう？　羽入田麗嬢が、君を憎んでいないとは限らないじゃあないか。いや、同じ育ち方をした双子なのだから、継母からは同様の仕打ちを受けているはずで、だとすれば程度の差こそあれ、かつての宇海嬢と同じように憎んでいると考えるのが妥当だ」

「それに対する反駁は、羽入田麗は羽入田宇海と同じ育ち方などしていなかった――だな。麗は、健康上の理由もあっただろうし、それ以上に心情的な問題でもあったのだろうが、ろくに学校さえ行っていなかったんだ。当然、社交の場に出ることも少ない。継母と接する機会は、宇海に比べてはるかに少なかっただろう」

「む……だ、だが、麗が家に引きこもっていたというのならば、むしろ……」

　むしろ、家の中で継母と接する機会が多かった――そうだろうか？

「あいつらの継母は、結婚後も公の場ですら遠々原を名乗るほどで、羽入田という家を馬鹿にしきっていたんだ。そんな人物が、どれほど家族と接点を持とうとするもんだろうな？」

　俺は、羽入田の継母がほとんど羽入田家によりつかないという可能性さえ、かなり高く見積もっている。

「そうは言っても、みな推論だろう。確証のあることじゃあない」

「それはそうだが……一つ忘れていることがあるんじゃないのか？」

「忘れている？　何をだね」

「この《ゲーム》の勝者は、遠々原の財力や権力を親(じ)爺(い)さんから奪うことができるってことだ」

　睦月はぽかんと口を開け、今更何を言っているんだというような表情を浮かべた。

「忘れるわけがないだろう、そんなことを」

「そうか？　この《ゲーム》は、元々お前と親(じ)爺(い)さんの勝負だったわけだろう？　俺がお前を選べば、お前の勝ち。じゃあ、親(じ)爺(い)さんの勝ちってなんだ？」

「それはもちろん……!?」

　言いかけて、何かに気づいたように睦月ははっと口を閉ざした。

　本当に今まで気づいていなかったのか？

　睦月と親爺の間で争われる《ゲーム》において、親爺の勝ちを規定するなら、それは俺が睦月以外の誰かを選ぶことだ。

　しかしその場合、親爺が勝った時には、親爺は俺が選んだ婚約者によって財力や権力を奪われる。

　どう考えてもおかしい。これでは親爺に勝ち筋のない勝負になってしまう。逆の立場ならいざ知らず、親爺がそんなミスを犯すとは思えなかった。

「だからな、睦月。お前以外に、《正解》が存在しているはずなんだよ」

「そ……んな……」

　睦月の顔は青ざめ、唇がわなわなと震えだす。

　これまで睦月は、自分が勝利する可能性を決して低いとは思っていなかったのだろう。俺に憎しみを抱いていることを曝(さら)け出(だ)しはしたが、言ってみればそれは、他の婚約者候補と同条件ということだ。条件が同じならば、まだしも付き合いが長く気心の知れた自分が――そう思っていたのかもしれない。

　しかし、別に《正解》が存在するとなれば話は別だ。

「待てよ。じゃあ、御前は羽入田嬢の入れ替わりのことを――」

「当然、知っているだろう。と言うか、知らない方がおかしい」

　睦月だってさんざん疑っていたように、たとえ双子の姉妹とはいえ、人間の入れ替わりなんてそう簡単にできることじゃない。

　死亡診断に葬(そう)儀(ぎ)、またこの場合では麗の心臓の手術は入れ替わり後のことになるだろうからそれに関わる医療関係者など、隠さなくてはならない目や封じなくてはならない口は枚(まい)挙(きよ)に暇(いとま)がない。

　どんな思惑があったにせよ、それだけのことを羽入田家だけで処理できるとは思えなかった。

　何より、遠々原十(じつ)慈(じ)郎(ろう)の目を誤摩化せるとは思えない。

「ふ……ふふふ……」

　力ない笑い声が睦月の口から響くと、膝からさえも力が抜けてしまったように、ぺたりと床に座り込んでしまった。

「……やられたよ。ことここに至っては認めざるを得ないようだね」

　そして、乾いた笑いを浮かべながら虚ろな視線で俺を見上げる。

「私の……負けだ」
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　しばらくの間、俺の耳に届くのは睦月の空(くう)虚(きよ)な笑い声だけだった。

　それに対して俺は何を口にすることもできず、ただただ睦月の姿を眺め続けていた。

「敗者の戯(たわ)言(ごと)と受け取ってもらっていいし、君にしてみれば今更どの口でそんなことを言うのかという気分にもなるだろうが、こんな機会でもなければ口にできないことだろうから、一つ言わせてほしい」

　そういう言い訳じみた前置きは睦月らしくないと思った。

　どうも今日は、らしくない姿ばかりを見させられる。いや、そもそも俺の認識していた《睦月らしさ》がひどく狭い範囲のものだったのだろう。

　前置きしつつ睦月は立ち上がり、俺を正面から見据えた。

　そして。

「私は――君を愛している」

　俺はそれに対しても何も言えなかった。

　先ほどまでとは違い、頭の中ではいくつかの言葉が思い浮かびはした。だが、そのどれも適当でないと思ったのだ。

「ありがとう」も「ふざけるな」も「冗談だろう」も、みなこの場にそぐわない気がしたし、何より俺の心情にそぐわなかった。

「……本当だよ」

　俺が何も言わなかったことを疑っていると思ったのか、それとも単に沈黙に耐えきれなくなっただけなのかもしれない。睦月は照れくさそうに、はにかんだ表情でそう付け加えた。

　だが、付け加えられるまでもなく、俺はその言葉を噓だなんて思っていなかった。

　本当に、その言葉は心の底から信じられた。

　思えば、《ゲーム》を始める時、親爺は《正解》の人物についてこう表現していた。

『お前を恨んでおらず、純粋にお前のことを愛している娘』と。それが誰を指しての言葉だったのかはわからない。睦月のことだったのか、あるいは羽入田麗か。

　たとえ睦月のことだったとしても、親爺が噓を言っていたわけじゃない。親爺は、睦月が俺を恨んでいるなどとは知らなかったのだ。もっとも、あの親爺のことだから、感づいてはいたかもしれないが、それを指摘したところで「そうだったのか、それは知らなんだ」と嘯(うそぶ)くだけだろう。

　俺もそのことについて文句を言う気にはなれない。

　少なくとも、『俺のことを愛している』部分に関して噓はなかった。ただ、それと同じくらいか、それ以上に俺のことを憎んでいただけだ。

　それが確認できただけでもよかったかもしれない。

　睦月の言葉で、俺も踏ん切りがついた。

「……何か、一言くらいあってもいいんじゃあないかな」

　物思いに耽(ふけ)る俺の耳に、不満げな睦月の声が届いた。

　いつもの、小馬鹿にしたような声でも皮肉めいた表情でもなかった。頰を染め、唇をすぼめている。怒っているというよりは、拗(す)ねているのだろう。

「そうだな……じゃあ、俺からも一言」




「俺は、睦月を選ぶよ」




　我ながら唐突だ。睦月は何を言われたのかすぐに理解できなかったのか、ぱちぱちと何度か瞳を瞬かせていた。その顔に理解の色が浮かんできたかと思うと、今度は怪訝そうに眉をしかめる。

「……は？」

「だから、俺が正式な婚約者に選ぶのはお前だって言ってるんだ。《ゲーム》はお前の勝ちだ、睦月」

　再度、俺が言い直しても、睦月の表情は歪んだままだった。いや、むしろひどくなっていった。

「私を馬鹿にしているのかい？　それとも何かの罠か？」

「どちらでもなくて、ただ単にお前を選ぶってだけなんだが……」

　苦笑してしまう。

　なるほど、本当のことを言っても信じてもらえないのは辛いことだ。俺は今更ながらに自分の疑(うたぐ)り深さを少し反省した。

「それでは何かね？　君はあえて《正解》を選ばないと、そう言うのか？」

「睦月だって《正解》じゃないか」

「だが、私は君の破滅を望んでいる」

「それも羽入田と同じだ」

　俺を睨みつけてくる睦月に軽く笑いながらそう返すと、さすがに一瞬、言葉に詰まったようだった。

「……なんだと？」

「羽入田も俺の破滅を望んでいるらしい。……いや、違うのか？　まあ、似たようなものか。どうも羽入田は俺を殺したいみたいだ」

「ど、ど、ど……どういうことだ!?　まるで意味がわからんぞ！」

　俺も、本人から話を聞いたにも拘らず、よく意味がわかっていなかった。

　俺がその話を聞いたのは、バスケ部の部室の中、羽入田に心臓の手術痕を確認させてもらった時のことだった。

　俺が手術痕を確認し、目の前にいる人物を羽入田宇海ではなく羽入田麗だと断定すると、観念したのかさして抵抗する様子もなく羽入田は多くのことを語った。あるいは、あまり隠すつもりもなかったのかもしれない。

「なんでも羽入田は、自分のことを幽霊だと言っているらしいんだ」

　睦月はぽかんとした。気持ちはわかる。俺も聞いた時はぽかんとした。

「まあ、理屈としてはわからないわけじゃない。羽入田麗という人間は、確かに死んだことになっているんだからな。だが、羽入田麗は生きている……存在しているというべきなのかもしれないが」

　死んだはずなのに、まだ存在しているモノ。

　それは確かに、《幽霊》と呼ぶべき存在なのかもしれない。

「羽入田はこう言っていたよ。『幽霊ならば当然、恨めしや、となるべきでございましょう？』ってな」

「だから君を殺す、と言うのかい……？」

「まあ、それは羽入田に言わせると、俺を愛しているからってことになるらしい。幽霊の愛とはそういうものだそうだ」

「そんな……そんなことで？」

　俺も羽入田から聞いた時には「そんなことで」と思ったのだが、言葉から感じられるほど軽い問題でもないのかもしれない。

　羽入田麗は、この先ずっと羽入田宇海として生きていくしかないのだ。今更「わたしは羽入田麗です」と言ったところで取り返しもつかない。

　自分のものではない生。借り物の生。偽りの生――。

　偽物の人間でいるよりは、本物の幽霊でありたい。そんな思いから羽入田麗は自らに《幽霊らしさ》を望むようになったのかもしれない。

　――とも思うのだが、所詮は俺の勝手な思い込みだ。本当のところは本人にしかわからないし、はっきり言って俺にはどうでもいい話だった。

　この《ゲーム》――睦月と親爺の勝負において、羽入田麗はさまざまな意味でキーマンだった。睦月にとって麗の――自分とは別の《正解》の存在は誤算だっただろう。当然、親爺としてはそれを見越しての登用だったのだろうが、その余人には測り兼ねる思想のせいで親爺も自分の勝ち筋を消される結果となった。結局、親爺にとっても麗の存在は誤算だったということだ。

　もっとも、俺の考えが正しければ、親爺はこの《ゲーム》での勝ち負けなど、どうでもいいと思っているはずだが……。

「結局のところ、羽入田も本質的な意味では《不正解》だったということさ」

　俺は散文的にそう締めくくった。羽入田には悪いが、彼女の抱えている複雑な心情や葛(かつ)藤(とう)も俺にとってはそれ以上の問題ではなかったのだ。

「なるほどね。つまり、私も含めて六人全員が《不正解》だとわかったために、次善の策として私を選んだということか。お義理で勝利を譲られたような印象は拭えないが……まあ、それでも勝ちは勝ちか」

　睦月は自嘲ぎみにそう呟くと、「でも、いいのかい？」と俺に酷(こく)薄(はく)な笑みを向けた。

「私が君を愛しているのは噓ではないが、君を憎んでいるのも間違いない。それこそ、自分でもどうしようもないくらいにね。昔馴染みの誼(よし)みだとか、義理人情に期待されても困るぞ？」

　迷っている。

　睦月のセリフは俺を脅すような内容だったが、その実、睦月の迷いが俺には見て取れた。

　そんなことでは俺が困る。

「あのな睦月。この際だからはっきりと言ってやる。お前が俺や遠々原への恨みを晴らしたいと思っているのなら、これが最初で最後のチャンスだ」

　俺は睦月を睨みつけながら強い口調で言った。いや、殊(こと)更(さら)に睨みつけるつもりもなかったのだが、どうしても視線がきつくなってしまう。

「もし義理や人情で俺を助けてみろ。二度とお前にチャンスは訪れない。いや、俺が訪れさせない」

　俺の勢いにわずかに色を失いつつも、睦月は不敵な笑みを浮かべる。

「……なるほど。自分を犠牲にして、一回だけ幼(おさな)馴(な)染(じみ)にチャンスを与えてくれようというのか、君は。まったく、泣かせる話だねえ」

　睦月の言葉には吐き捨てるような響きがあった。情けをかけられた――それも憎む対象である俺に、というのが耐え難い屈(くつ)辱(じよく)なのだろう。

　だが。

「それは少し違う。正直に言うと、俺にお前の事情や心情はあまり関係がないんだ」

　さて、どう説明したものか。

　あまりわかってもらう必要もないのだが、この件で睦月に『俺に借りを作った』とか考えられてしまっては困る。

「元々はお前が言わせるよう企(たくら)んだ言葉じゃなかったのか？」

「……何の話だい？」

「『明確な目的があって、その目的が果たされるなら、《ゲーム》の勝敗にこだわる必要はない』んだろう？　俺もその言葉に従おうとしているだけさ」

「何を言っているんだ。君の目的は、君こそが遠々原を破滅させることじゃあなかったのかい」

　ああ、やっぱりそう思っていたか。まあ、無理もない話ではある……が。

「俺は遠々原を憎んでなんかいない。親(じ)爺(い)さんに至っては尊敬さえしているくらいだ。もし憎んでたら、わざわざ自分から養子に入って遠々原姓なんて名乗るもんかよ。だから、今までだって俺は遠々原の破滅自体を望んでいたわけじゃなかったんだ」

　眦(まなじり)が裂けんばかりに睦月の目が開かれていく。

　睦月の驚きは想像に難くない。なにしろ、睦月と俺は目的を同じとする同志――あるいは共犯者――だと、睦月は思っていたのだろう。

　それがたった今、崩れ去ったのだ。大袈裟に表現するなら、自分の信じていた世界が足元から消えてなくなったような錯覚に陥ったのだろう。

　睦月はしきりに頭を振り、喚(わめ)きたてるように問いかけた。

「じゃあ……じゃあ、君の目的とは一体、何だ!?」

　決まっている。

「俺の目的は――遠々原が破滅する様を睦月に見せることだ」

「わ……私に……？　私の……ために？」

　睦月は驚くほど狼(ろう)狽(ばい)し、うわごとのようにそう呟くが、そういうことでもない。

「違う。違うんだ睦月。お前のためとか、そんな立派なことを俺は考えていない」

　数年前、梅ヶ谷学園がなくなり、絶望して自殺を図った睦月を俺が助けた。

　その時に、俺は《遠々原が破滅する様を睦月に見せる》ことを、自分の目的として設定したというだけの話なのだ。

　言ってみれば自己満足のようなもので、その時その場にいたのが睦月でなかったとしても同じことを考えていただろう。また、例えば睦月が「もうそんなことはやめてくれ」と俺に懇(こん)願(がん)したとしても、俺が考えを変えることはなかったかもしれない。

　だから、本質的な意味では、睦月のためどころか睦月の心情など完全に無視しているのと同じことだ。

「ここで機会を逃したら、二度とお前にチャンスは与えないと俺が言った意味がわかるか？」

「あ……ああ、わかる……わかるよ」

　睦月の声は震えていた。驚(きよう)愕(がく)、感動、嗚咽など睦月の震える声は何度か聞いたことがあったが、この時の声はそのどれとも違った。

　たぶん、睦月は恐怖している。

「ここで機会を逃すようなら、君の相棒として失格ということだろう？」

「ああ。そんなヤツは俺の目的のためには邪魔だ。害になる」

「その時はお人形のように……いや、定点観測のカメラのように、君が遠々原を破滅させる姿をただ見ていろと、見る以外のことはさせないと、そういうことだろう」

　俺は返事をせず、代わりにかすかに微笑(ほほえ)んだ。

　その微笑に何かを感じ取ったのか、睦月が両腕で肩を抱き、体を震わせる。

「つくづく……恐ろしい男だな、君は。

　目的のために自己を犠牲にするとは、言葉にしてしまえば簡単だが、本気でそれを実行できる人間がいるとは思っていなかった。

　何よりも恐ろしいのは、君には《目的を達成する以外の目的》が存在していないことだ。愛する者を守るために命を懸(か)けるのでも、憎い敵を倒すために命をかけるのでもないのだからね」

「何の犠牲もなく目的を達成できるほど、俺には知恵も力も足りないからな。今回は、たまたま犠牲が俺だったというだけのことだ」

「そうは言っても、なかなかそこまで思い切れるものじゃあないよ」

「俺の強さは《執(しゆう)着(ちやく)心(しん)を持ち合わせていないこと》だと言ってたのは、お前だろう？」

　肩をすくめながらの俺の言葉に、睦月は「確かに言ったが……」と苦笑を浮かべる。

「偉そうに言っておきながら、私が一番わかっていなかったのかもしれないね。君の強さは私が想像できるものなどではなかったということかな。

　誰かをこれほど恐ろしいと思ったのは初めてだよ。あの御前を前にしてもここまでじゃあなかった」

「親(じ)爺(い)さん以上――か」

　その言葉が、俺の決断に対するささやかな褒美なのだとしたら、俺の決断は決して間違ったものではないと思える気がした。

「よし。じゃあ、行くか」

　俺は睦月に対して手を差し伸べたが、睦月はその意図がわからなかった様子で首を傾げていた。

「親(じ)爺(い)さんのところに勝利宣言に行くんだろう？」

「あ。ああ……」

　促され、手を取ろうとする睦月だったが、直前でぴたりとその手を止めてしまった。

　まるで迂(う)闊(かつ)に触れたら爆発でもするような危険物であるかのように、恐(こわ)々(ごわ)と俺の手を見ている。

　ある意味では間違っていない。

　睦月がこの手をとればすべてが変わる。すべてが終わると言ってもいい。そして、すべてが始まるのだ。

　その意味で、この手は爆弾のスイッチのようなものだ。それを押そうとするのに、多少の逡巡もない方がおかしい。

　どれほどの時間を待っただろうか。俺の手を見つめ続けていた睦月がゆっくりと顔をあげ、俺と視線が交わる。

「……節」

　睦月は微笑んでいた。潤んだ両目は眩(まぶ)しいものを見つめているかのように細められ、その頰は柔らかな笑みを形作っていた。何の壁も感じさせない、心のすべてを曝け出すような微笑だった。

　そして、強く俺の手を握り締めながら、こう言った。




「愛しているよ……殺したいほどに」




＊




　こうして、俺は破滅した。











最終章「デッド・エンド・ハーレム」




　数年が過ぎた。




＊




　――財界において『鉄人』『怪物』『妖怪』など、さまざまな異名をとった日本経済界屈指の巨人・遠(をん)々(どお)原(ばる)十(じつ)慈(じ)郎(ろう)が、遠々原グループ会長の座を明け渡してから数年が過ぎ去っている。

　この数年を、《激動の》という修飾語をつけて呼ぶ者も少なくない。

　主に経済界に携わる者の間での呼び名だが、より端的に言えば、かつて遠々原グループに関わっていた者の間での呼び名だ。

　その《激動の数年》の概略を述べるのならば、やはり事の始まりは遠々原十慈郎の会長辞任からになるだろう。

　遠々原十慈郎会長の辞任は、その高齢も相まって、それ以前から数年来たびたび囁(ささや)かれてきたことではあった。しかし、囁かれるだけで噂(うわさ)にすらなり得ていなかったところに、遠々原十慈郎という人物の影響力の強さが窺(うかが)える。

　遠々原グループが十慈郎会長のワンマンであることは広く内外に知られていたことではあったが、外の人間が思う以上に内の人間がわかっていたのだ。

　十慈郎会長あってこその遠々原グループだ――と。

　とは言え、十慈郎会長が高齢であったこともまた事実であり、いずれ後継者問題で揉(も)めるであろうことは自明の理だった。

　いずれ必ず起こり得る後継者問題――《お家騒動》を、ある者は恐れ、ある者は待ち望んでいたところに、それは最悪の形でやってきた。

　十慈郎会長が辞任を表明し後任として選んだのが、ミドルティーンの少女であったというのだから、当時のグループ関係者の困惑は察して余りある。

　その新会長こそが、遠々原グループ現会長の遠々原睦月会長である。

　睦(む)月(つき)新会長は、十慈郎前会長にとって息子の嫁にあたる人物だ（なお、会長就任当時は法的手続きの関係で、まだ『遠々原』睦月ではなく、彼女が名実共に遠々原となるのは、それから二年ほど後のことだった）が、その息子という人物も十慈郎前会長の実の息子ではなく、新任の会長はその息子ですらない――と、異例の人事と表現するには生(なま)易(やさ)しすぎる異例中の異例だった。

　十慈郎前会長が何を思ってそのような決断を下したのか、それは今もってわかってはいない。

　わかることは、その決断をもって、遠々原グループが崩壊したという事実だけだ。

　年齢、性別、出自、経歴、どの観点から見ても睦月新会長が巨大グループのトップに相応(ふさわ)しくないのは誰の目にも明らかだった。唯一、その能力に関しては《未知数》という名の期待を抱くことができたのかもしれないが、万人を納得させるだけの魅力がその言葉になかったのは致し方ないことだろう。

　結果、事態は遠々原グループを挙げて文字通りの《お家騒動》に発展した。

　グループ関連企業は四分五裂し、睦月会長の手に残ったのは、十慈郎時代の五分の一ほどでしかなかった。

　奇(く)しくもその五分の一という数字は、当時の睦月会長と十慈郎前会長の年齢差とほぼ同値であり、それを揶(や)揄(ゆ)する声も大きかったが、むしろ五分の一も残ったというべきなのだろう。

　それとて当時わずか十七歳の少女が担(にな)うには重すぎる重責であり、手にするには大きすぎる力であったのは確かなのだ。

　遠々原の失墜と、そこからの復権がなるか否かは、当時から今もって人々の口に上ることであるが、ほぼ一〇〇パーセントの意見として「否」が主流を占めている。

　最も否定的な意見は「一年もたない」というものであり、極めて肯定的に捉える意見でも「十慈郎体制には及ばない」という認識だ。

　この数年で否定的意見を覆し続けてきた睦月会長であるが、肯定的否定意見を覆すまでに至っていないのもまた事実である。

　今後、最後まで覆し続けられるのか。

《激動の》時代はまだ続くのか。

　少なくとも、遠々原睦月の動向から目が離せない時代は続きそうである。




連載コラム『《遠々原》という名の時代』第三回――

文責：羽(う)入(にゆう)田(だ)うらら




＊




「くっく……よく言うよ、あの幽霊女」

　遠々原グループ会長、遠々原睦月は肩を震わせて笑いながら、読んでいた雑誌をデスクの上に放り投げた。

　彼女にしてみれば、事情を知っているはずの人物が『息子という人物』や『十慈郎前会長が何を思ってそのような決断を下したのか』などと白(しら)々(じら)しくも書いているのが可(お)笑(か)しくてたまらないのだろう。

　その雑誌記事の記者『羽入田うらら』は、睦月とは旧知の間柄だ。

　本名を羽入田宇(う)海(み)といい、今は羽入田うららという筆名で、雑誌記者・ノンフィクションライターなどとして活躍している。

「それにしても、私から目が離せないとは……彼女が言うと別の意味に聞こえてしまうね」

　睦月は苦笑を浮かべながらそう独りごちる。

「あの時はずいぶんと恨(うら)まれたものだが……さて？　未(いま)だにうらめしやーとかやっているのかねえ。いい加減、そろそろ成(じよう)仏(ぶつ)してくれてもよさそうなものじゃあないか」

　そう口にして立ち上がると、睦月は目を細め窓の外を見た。

　ここは睦月の自宅、遠々原の本邸と呼ばれる場所ではあるが、かつて彼女が使用人として働いていた『本邸』とは別の場所だった。その当時、この建物は別の名で呼ばれていたのだが、その当時の呼び名を憶(おぼ)えているものは、最早ほんのわずかしか存在していない。

「ここから見る景色もすっかりと変わってしまったな」

　久方ぶりに往時を思い起こさせる人物の名を目にしたためか、睦月はまるで郷(きよう)愁(しゆう)に捉われでもしたかのようにそう呟(つぶや)く。

　かつて、この場所からは遠々原の『本邸』が見えた。しかし今、その姿は影も形もない。旧遠々原グループの崩壊時に、早々と人手に渡してしまい、その後、何人かの手を経て屋敷が取り壊され、代わりに高層マンションが建てられたのだ。

「……本邸は大嫌いだったが、こうして見ると、あの味気ないマンションよりはマシだったかもしれないなあ」

　睦月はそんなことを呟いた自分に驚いたように目を瞬(しばたた)かせ、自(じ)嘲(ちよう)の含まれた苦笑を浮かべた。

「いかんいかん。私としたことが柄にもなくセンチなセリフを言ってしまったよ」

　睦月がゆるゆると首を振ったのと同時に、無機質な電子音が鳴り響く。

　しばらくの後に、家で働く使用人の一人が「会長、お電話です」とだけ伝えた。誰から、とは言わない。この家に直接かかってくる電話は事前にアポイントメントがとられたものばかりだ。誰からの電話なのかは睦月も把握していた。

　デスクの電話のハンズフリーボタンを押すと同時に、睦月が陽気な声を出す。

「やあ、久しぶりだね。天(あ)海(まの)崎(さき)嬢……いや、今はもう天海崎社長とお呼びするべきかな？」

『ご無沙汰しております、睦月さん。……わたしも遠々原会長とお呼びした方がよろしいですか？』

　電話の相手は、天海崎朱(あか)璃(り)という人物だった。やはり睦月とは旧知の間柄になる。

　彼女は大学卒業後数年して、医療品を販売する会社を興した。そこから事業を順調に発展させ、今では健康食品、サプリメント、果ては化粧品までもを扱うようになっている。

『本日はわたくしどものお話に耳を貸していただいてありがとうございます』

「なに。こちらとしても君のところの力が借りられるのはありがたいことだよ」

　この日の天海崎からの電話は、旧交を温めようというものではなく、企業の社長としての商談に類するものだった。

　天海崎の会社と遠々原グループの医療関係の会社との業務提携に関する、最も初期段階の折衝である。

　三十分に満たない時間ではあったが、濃厚な話し合いの末に、両者はおおむね合意の形で話を進めることになった。

『――ところで睦月さん』

　ひとまずの商談が終了した後、天海崎は急に口調を砕けたものに変えた。

『一つお伺(うかが)いしたいことがあるんですけど……』

「うん、何かな？」

『節さんは、どうなりました？』

　質問というよりは詰問といった口調の天海崎の問いに、睦月は一瞬口ごもる。

「……ずいぶんと今更な話をするね。あれから何年経(た)ったと思っているんだい」

『わたしにとっては今更でもありません。わたしはずぅっとこの機会を待っていたんですから。せめて遠々原グループと業務提携でもできるようになってからじゃないと相手にもされないと思っていたんです』

「律(りち)儀(ぎ)というか、生(き)真(ま)面(じ)目(め)というか……まあ、君らしいね。伊(い)堂(どう)寺(じ)嬢などはあの直後に訊(き)いてきたものだったよ」

『それも依(い)已(い)子(こ)さんらしいですね。それで、何とおっしゃったんです？』

　その天海崎の口ぶりは、まるで睦月の答えを知っているかのようだった。

「『君には関係のないことだ』だよ」

『で、しょうね。わたしに対する答えも、同じですか？』

「うーん。こんなことで君にへそを曲げられて、せっかくの商談がパーになるのも面白くないからなあ。その答えを言う前に、私から質問をさせてもらってもいいかい？」

『ええ、構いませんよ』

「遠々原(うち)との業務提携は、その話題を出すためのものだったのかな？」

『わたし、そんな風な経営者に見えますか？』

　睦月の質問は断定的にも聞こえ、天海崎は少し落ち込んだ声を出す。

『もっとも、私情が含まれているのは否定しませんけど』

「……どういうことだい？」

『ですから、節さんですよ。あの時……高校二年生の学園祭の次の日だったと思います。節さんがわたしたち当時の婚約者候補を集めて、こう言ったんです。

　――「もしこの先、睦月が会社を経営することになって、その時に遠々原十慈郎の会社が存在していたとしたら、どういう形でもいいから睦月の力になって欲しい」って。

　睦月さん……ご存じなかったんですか？』

　知らなかった。睦月は聞いてはいなかった。

『節さんにはわかっていたんですね。御(ご)前(ぜん)は……遠々原十慈郎は破滅なんかしないってことが』

「あの馬鹿……！」

　遠々原十慈郎は破滅しなかった。

　約束通り《ゲーム》の勝者である睦月に遠々原グループをすべて明け渡したのだが、遠々原の名義ではない財産やグループに関係しない企業を複数隠し持っていたのだ。

　十慈郎は、遠々原グループ会長退任の直後に、別の企業の社長に就任していた。その後、老齢とは思えない精力的な活動で、瞬く間に企業規模を拡大させていった。

　雑誌記事でかつての五分の一と評された遠々原グループだが、残りの五分の四の多くは、十慈郎の会社によって食い荒らされた。

　奪われたのでもない、追い落とされたのでもない。餓(う)えた虎(とら)が兎(うさぎ)の檻(おり)に飛び込んで来たかのように、ただただ食い荒らされたのだ。

《怪物》の名は伊(だ)達(て)ではなかった――ということなのだろう。

『だから、わたしが業務提携を申し出たのは、そのためでもあります。節さんにはお金を頂いた恩もありますし……』

「金!?」

『ええ。同じ時に、わたしと依已子さんとえりいさんの三人に。元々えりいさんは節さんに借金を申し入れていたようなのですが、それも返してもらわなくていい、と。どうも当時、節さんが持っていた株券をすべて現金化したようで、それなりにまとまった額を頂いてしまいました。

　なんだか遺言とか形見分けみたいですごく嫌だったんですが、わたしは弟のこともありましたので……正直、ありがたかったです』

「つくづく腹が立つヤツだな、あの格好つけ野郎……！」

　睦月は頭を抱えてしまっていた。

　しばらく睦月の口からは怒気のこもった吐息しか出ず、天海崎も受話器の向こうで沈黙してしまっていたが、やがておずおずと問いかけた。

『それで、わたしの質問なんですが……』

「いや、待ってくれ、天海崎嬢。もう一つだけ私の質問に答えてくれ。

　仮に、わたしがあいつの居所を教えたとしたら、君はどうするつもりだい？」

『わが社に迎え入れます』

　即答だった。

『場合によっては、共同経営者になってもらってもいいと思っています』

　力強いその言葉に、睦月はやや小馬鹿にしたような失笑で答える。

「ずいぶんと買いかぶったものだね。所詮、あいつは敗者じゃあないか」

『……節さんが本当に敗者かどうかは、睦月さんが一番よく知ってると思いますけれど？』

「……」

　沈黙してしまった睦月に、天海崎は気をよくしたように弾(はず)んだ声で続けた。

『確かに、わたしの買いかぶりなのかもしれません。わたしなんてほんの数か月のお付き合いでしたから。でも、買いかぶってみたくなる何かを持った方だったと思います』

「……死んだよ」

『え……』

　唐突な、そして衝撃的な一言に天海崎は絶(ぜつ)句(く)する。睦月は、重々しいため息をひとつ吐(つ)いてから、ぼそぼそと続きを口にした。

「遠々原節は死んだ。私が言えるのはそれだけだよ」

『そう……です、か……』

　天海崎の言葉は小さく、徐々に掻(か)き消(き)えていった。しかし、直後には気を取り直したように、硬質の声色が聞こえて来た。

『わかりました。お答えいただいてありがとうございます』

「いや。できれば君とはいい関係を作りたいからね」

『ええ。それはわたしも同じ気持ちです。……ところで、最後にもう一つだけ訊いていいですか？』

「……何かな？」

『電話を取り次いでくださったのは、何という方ですか？』

　――プツリ。

　その質問には答えず、睦月は電話を切ってしまった。

　そして、デスクチェアに深々と腰かけた睦月は天を仰(あお)ぐ。

「やれやれ……」

　呟いて、デスクの上に乱雑に積まれていた何通かの封書に目を向ける。

「どいつもこいつも同じことを訊いてくるんだからなあ」

　封書に書かれた差出人は、それぞれ『伊堂寺依已子』『羽入田宇海』『蝦夷(えみし)木(ぎ)江(え)梨(りい)』『奥(おく)有(う)楽(ら)乙(おと)音(の)』となっていた。

「相変わらずのモテモテっぷりだ。これならハーレムを作るのも夢じゃあないね」

　ちらり、と睦月は視線を動かし。

　そして――。

「嬉(うれ)しいだろう、君？」




「《デッド・エンド・ハーレム》じゃなければな」




　俺はそう答えた。




〈完〉










　あとがき




　ご無(ぶ)沙(さ)汰(た)しておりました、田(た)代(しろ)裕(ひろ)彦(ひこ)です。

　多くの方のご声援とご尽力をもって、こうして『修(しゆ)羅(ら)場(ば)な俺と乙(おと)女(め)禁(きん)猟(りよう)区(く)３』を出版することができ、ひとまずほっとしております。

　いや、もう、本当にほっとしてます。

　唐突な話ですが、ファミ通文庫の公式ホームページでは、およそ発売の二か月ほど前には新刊の刊行予定が記載されます。この『修羅場な俺と乙女禁猟区３』も、四月の後半には六月の新刊として載せていただいておりました。

　こういう多くの人の目に触れる場を作っていただけるのは、書き手としては嬉(うれ)しいことでありがたいことでもあるのですが、ただ今回は……。

　刊行予定が発表された時には、まだひと文字も書いてなかったんですよね……。

　もう「これ大丈夫か？　間に合うのか？」というレベルを飛び越えて、「へー、六月にでるんだー、誰が書くんだろー？」などと思わず現実逃避をしてしまうほどでした。

　本当に完成してよかったです。ほっとしたという以上の言葉が今は出てきません。




　さて。というわけで（？）、『修羅場な俺と乙女禁猟区』のシリーズもこれでひとまず完結になります。

　シリーズとしては少し短いでしょうか？　ただ、まあ、ネタがネタなので、長さとしてはこんなものかなと個人的には思っています。一応、新キャラを投入したりとか、《ゲーム》自体の存続が危うくなるとか、完結に向かわない方向での話も考えてはみたのですが、やはり少々蛇(だ)足(そく)になる気がします。当初の予定通り、最初のメンバーできっちりケリをつけるのがいいかなと思い、今回で完結ということにさせてもらいました。

　時間的、枚数的、展開的な都合で、書けなかったこととかやりたかった話などはいくつか残っていたりして、心残りがまったくないというわけでもありませんが、シリーズを満足のいく形で終わらせることができたのはとても嬉しいことです。

　ところで、完結と言うと一番悩むのはラストシーンになります。

　シーンというよりは、話の展開、決着のつけかたになるでしょうか。もっと端的に言えば、主人公の節(せつ)がどうなるか、と言ってもいいかもしれません。

　ハーレムものらしく（？）、ハーレムエンドってのも考えたんですが……まあ、この作品はハーレムではなくて、《デッド・エンド・ハーレム》なので、それらしく終わらせてもらうことにしました。




　さて、シリーズ最終巻ということもあって、大勢の方に謝意を述べたいところではありますが、紙面の都合もございますので簡単にまとめさせていただきます。

　近頃お会いする機会が少なくなり寂しい限りではありますが、尊敬する先輩作家の舞(まい)阪(さか)洸(こう)先生。

「すいません。あともう少し待ってください」を、耳にタコができるほど聞かせてしまった、担当編集者のＫ﨑さま。

「どんどん乳がとんでもないことになってくなー」と、呆然と感激を同時に味わわせていただいたイラストレーターの笹(ささ)森(もり)トモエさま。

　そしてもちろん、この本を読んで下さった読者のみなさま。さらには、田代裕彦の名を知るすべてのみなさまに最大限の感謝を込めて。




　ありがとうございました。また、どこかでお目にかかることができれば幸いです。




二〇一二年　五月　田代裕彦
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Hirohiko Tashiro




神奈川県出身、埼玉県在住。

第三回富士見ヤングミステリー大賞・大賞受賞作『平井骸惚此中ニ有リ』（富士見ミステリー文庫）でデビュー。

近著では『痕跡師の憂鬱』シリーズ（幻狼ファンタジアノベルス）、ファミ通文庫では『マツロイの剣』シリーズなどがある。
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東海地方在住。

二〇一一年七月よりフリーで活動を開始した新鋭イラストレーター。

近作では『〝奈々子さん〟の戯曲』シリーズ（角川スニーカー文庫）、『アンチリテラルの数秘術師』シリーズ（電撃文庫）のイラストを手がけている。
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